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第
一
章　

大
地
の
生
い
立
ち

第
一
節　

 

市
域
の
自
然
史

一　

山
地
の
岩
石
と
平
野
部
地
下
の
基
盤
岩 

　
生
駒
山
地
北

縁
の
花
崗
岩　
大
地
の
生
い
立
ち
を
ひ
も
と
く
と
、
市
域
で
最
も
古
い
岩
石
は
、
市
域
の
東
南
隅
、
石
宝
殿
古
墳
が
あ
る
あ

た
り
か
ら
打
上
住
宅
団
地
の
南
方
に
か
け
て
の
生
駒
山
地
北
縁
部
の
山
麓
に
見
ら
れ
る
花か

崗こ
う

岩が
ん

で
あ
る
。
打

上
地
区
の
山
麓
部
で
は
、
山
地
側
の
花
崗
岩
体
が
洪
積
層
（
大
阪
層
群
）
の
上
に
、
垂
直
に
近
い
高
角
度
の
逆
断
層
で
衝つ

き
上

げ
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
る
（
写
真
１
）。
そ
こ
で
は
、
本
来
、
水
平
に
堆
積
し
て
い
た
洪
積
層
が
、
山
側
の
隆
起
に
伴
っ
て
、

花
崗
岩
体
と
の
境
（
逆
断
層
）
で
は
、
急
傾
斜
か
ら
、
さ
ら
に
逆
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
洪
積
層
堆
積
後
、
何
回
も
の
大

地
震
の
度
に
、
山
地
の
花
崗
岩
体
が
隆
起
し
、
洪
積
層
が
引
き
ず
ら
れ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
市
近
く
の
生
駒
山
地
北
縁
部
付
近
の
花
崗
岩
は
、
産
状
や
貫か
ん

入に
ゅ
う

関
係
、
岩
相
対
比
な
ど
か
ら
、
私き
さ

市い
ち

花
崗
岩
と
交
野
花

崗
岩
の
二
つ
の
岩
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
本
市
域
に
近
い
私
市
花
崗
岩
は
、
東
西
五
キ
ロ
、
南
北
三
キ
ロ
に
わ
た
っ

て
分
布
し
、
交
野
花
崗
岩
な
ど
と
共
に
、
井
口
禅
・
田
結
庄
良
昭
に
よ
り
、
分
類
、
命
名
さ
れ
た
（「
大
阪
・
京
都
・
奈
良
県
境
、

交
野
山
付
近
の
領
家
花
崗
岩
類
の
地
質
学
的
、
岩
石
学
的
研
究
」『
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
紀
要
』
第
七
号　

一
九
九
九
年
）。
そ
れ
ぞ
れ
の

花
崗
岩
の
放
射
年
代
は
表
１
の
通
り
で
、
今
か
ら
約
八
〇
〇
〇
万
年
ば
か
り
前
か
ら
七
〇
〇
〇
万
年
前
に
か
け
て
、
地
下
の
深



第一章　大地の生い立ち

3

所
に
大
量
の
マ
グ
マ
（
溶
融
し
た
造
岩
物
質
の
流
動
物
体
）
が
、
次
つ
ぎ
に
貫
入
し
て
マ
グ
マ
溜
り
を
造
り
、
次
第
に
固
結
し
て

深
成
岩
（
花
崗
岩
）
と
な
っ
た
（
一
巻
八
・
九
頁
）。

　

地
表
で
は
山
地
に
み
ら
れ
る
花
崗
岩
は
、
本
市
域
の
平
野
部
の
地
下
は
も
と
よ
り
、
近
畿
地
方
中
部
の
基
盤
岩
と
し
て
、
広

く
大
地
の
土
台
を
形
成
し
て
い
る
。

　
領
家
帯（
島
弧
に
平

行
な
地
体
構
造
）　
本
市
域
を
含
む
花
崗
岩
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
地
質
区
は
、
近
畿
地
方
の
中
部
を
約
五
〇
キ
ロ
幅
で
東

西
に
横
断
し
て
い
る
（
図
２
）。
こ
の
地
質
区
は
、
領り
ょ
う

家け

帯
と
呼
ば
れ
、
北
は
有
馬
・
高
槻
活
断
層
線

で
美
濃
・
丹
波
帯
と
接
し
、
南
の
境
界
は
中
央
構
造
線
で
あ
る
が
、
大
阪
府

下
で
は
和
泉
層
群
と
の
境
と
な
る
。
領
家
帯
は
、
諏
訪
湖
の
近
く
、
塩
尻
付

近
に
始
ま
り
、
中
部
地
方
西
南
部
、
近
畿
地
方
中
央
部
、
瀬
戸
内
地
方
を
経

て
九
州
の
大
分
県
ま
で
、
中
央
構
造
線
の
北
側
に
、
帯
状
に
配
列
し
、
延
長

約
七
〇
〇
キ
ロ
、
幅
三
〇
〜
五
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
地
質
区
で
、
西
南
日
本
内
帯

の
最
南
端
を
占
め
て
い
る
（
図
３
）。
ち
な
み
に
、
領
家
と
い
う
名
称
は
、

天
竜
川
西
側
の
広
い
地
域
に
分
布
す
る
変
成
岩
類
を
、
原
田
豊
吉
が
領
家
変

成
岩
と
命
名
し
た
こ
と
か
ら
、
地
質
区
の
名
称
に
な
っ
た
も
の
で
、
天
竜
川

支
流
の
水み
さ

窪く
ぼ

川
中
流
に
あ
る
地
名
「
奥
領
家
」
に
ち
な
む
名
で
あ
る
。
地
形

図
に
よ
る
と
、
静
岡
県
佐
久
間
町
（
浜
松
市
天
竜
区
）、
J
R
飯
田
線
城し
ろ

西に
し

駅

西
方
約
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
北
隣
り
の
水
窪
町
（
浜
松
市
天
竜
区
）、
水

写真１　打上地区の花崗岩
打上地区の花崗岩（左側）が大阪層群（右側）に逆断層でつきあげて
いる様子。人物で崖の高さが推測できる。（1982 年前田昇撮影）
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沖積層
低位段丘
中位段丘
高位段丘
大阪層群
花崗岩
断層

交
野
断
層

枚　
　

方　
　

撓　
　

曲

0 2km1

図１　寝屋川市域の地質
備考：宮地良典・田結庄良昭・寒川旭（2001）5 万分の１地質図幅「大阪東北部」地質調査所　を一部簡略化
　　　承認番号　第 63500-A-20080328-001 号

備考：宮地良典・田結庄良昭・寒川旭（2001）大阪東北部地域の地質、地域地質研究報告（5万
分の１地質図幅）、地質調査所、P.25、第 13 図による

表 1　本市近くの花崗岩の放射年代

交野花崗岩
　８７００万年±２００万年（ジルコンの SHRIMP年代）
　８２００万年±１００万年（ジルコンの J－ Pb 年代）
　７２５０万年±３６０万年（黒雲母のK－Ar 年代）
私市花崗岩
　１億８６０万年±２１０万年（Rb－ Sr 全岩アイソクロン年代）
　７７７０万年±３９０万年（黒雲母のK－Ar 年代）
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窪
駅
西
方
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
奥
領
家
」
の
地
名
が
見
え
る
。

　

領
家
帯
は
、
領
家
変
成
帯
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
変
成
岩
に
く
ら
べ
て
花
崗
岩
の
分
布
が
圧
倒
的
に
広
く
、
全
域
の
過
半
部
は

花
崗
岩
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
生
代
白
亜
紀
に
生
成
し
た
花
崗
岩
体
は
、
そ
の
後
、
徐
々
に
隆
起
し
て
地
表
に
達
し
、
約
三
〇
〇
万
年
前
、
新
生
代
第
三

紀
鮮
新
世
の
中
頃
に
は
、
広
く
準
平
原
（
地
表
面
の
侵
食
が
進
み
、
海
水
準
近
く
ま
で
低
め
ら
れ
た
広
い
平
坦
地
）
が
形
成
さ
れ
た
と

ほしだ

ひがしねやがわ

しのぶがおか

しじょうなわて

かわちいわふね
交野花崗岩

私市花崗岩

0 1000m

つだ

JR
学
研
都
市
線

図２　生駒山地北縁部花崗岩の分類と分布
備考：前掲「大阪東北部地域の地質」、14 頁、第 7図による

飛驒帯飛驒帯

秋吉帯秋吉帯

隠岐帯隠岐帯

美濃－丹波帯美濃－丹波帯

美濃・丹波帯美濃・丹波帯

領家帯領家帯
和泉帯和泉帯

秩父帯秩父帯

0 30km

領家帯領家帯

三波川帯三波川帯

四万十帯

中央構造線中央構造線

◯　寝屋川市◯　寝屋川市

三郡帯三郡帯

舞鶴帯舞鶴帯

超丹
波帯

超丹
波帯

三波川帯三波川帯

秩　父　帯秩　父　帯

図３　近畿地方の地質区分（地体構造）
備考：磯崎行雄・丸山茂徳「日本におけるプレート造山論の歴史と日本列島
の新しい地体構造区分」『地学雑誌』第 100 巻第 5号、1991 年、732 頁「西南
日本地帯構造概略図」による
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考
え
ら
れ
て
い
る
（
一
巻
八
・
九
頁
）。
生
駒
山
地
山
頂
部
の
小
起
伏
面
は
、
隆
起
準
平
原
の
名
残
り
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

二　

大
規
模
な
地
盤
の
変
動

　
近
畿
三
角
帯
の
山
地
と

平
野
（
盆
地
）
の
分
化　
　

南
を
中
央
構
造
線
、
東
を
敦
賀
―
伊
勢
湾
の
線
、
西
を
敦
賀
―
淡
路
島
の
線
で
境
さ
れ
た
三
角
形

状
の
地
域
は
、
近
畿
三
角
帯
（
藤
田
和
夫
が
一
九
六
二
年
に
提
唱
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域

で
は
、
平
野
（
ま
た
は
盆
地
）
と
南
北
方
向
に
の
び
る
小
規
模
な
山
地
が
交
互
に
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
の
特
徴
は
、

今
か
ら
約
五
〇
〜
六
〇
万
年
前
の
中
期
更
新
（
洪
積
）
世
か
ら
、東
西
方
向
の
圧
縮
（
主
と
し
て
日
本
海
溝
に
お
け
る
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
の
沈
み
込
み
に
、
伊
豆
地
塊
が
本
州
中
部
に
衝
突
し
た
影
響
が
重
な
っ
た
た
め
）
に
よ
る
地
殻
変
動
が
、
う
ね
り
変
形
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
く
な
り
、
断
層
地
塊
運
動
に
変
わ
り
、
山
地
と
平
野
（
盆
地
）
の
分
化
が
著
し
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
太

田
陽
子
ほ
か
編
『
日
本
の
地
形
６　

近
畿
・
中
国
・
四
国
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
四
年　

二
六
頁
）。
こ
の
地
殻
変
動
は
六
甲
変
動

と
名
付
け
ら
れ
（
藤
田
和
夫
「
六
甲
変
動
、
そ
の
発
生
前
後
―
西
南
日
本
の
交
差
構
造
と
第
四
紀
地
殻
変
動
」『
第
四
紀
研
究
』
第
七
巻
第

四
号　

一
九
六
八
年
）、
近
畿
三
角
帯
で
は
、
上
下
変
位
の
大
き
い
逆
断
層
性
の
活
断
層
が
数
多
く
発
達
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
断

層
の
多
く
は
、
数
千
年
の
休
止
期
を
経
て
、
一
瞬
の
活
動
（
大
地
震
）
を
周
期
的
に
繰
り
返
し
、
活
動
の
度
に
、
山
地
部
は
隆

起
し
、
平
野
（
盆
地
）
部
の
基
盤
は
沈
降
し
て
、
生
駒
山
地
や
大
阪
平
野
・
大
阪
湾
の
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
平
成
七
年
（
一

九
九
五
）
の
「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
」（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
で
は
、
淡
路
島
の
山
地
部
が
隆
起
し
て
、
地
殻
変
動
の
特

徴
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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枚
方
撓
曲
の

地
下
は
断
層　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
大
阪
府
が
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
度
に
行
っ
た
地
下
構

造
調
査
の
う
ち
、
本
市
と
枚
方
市
の
境
界
付
近
か
ら
京
都
府
八

幡
市
に
い
た
る
、
国
道
一
号
線
を
利
用
し
た
反
射
法
地
震
探
査

に
よ
る
と
、
枚
方
撓と
う

曲き
ょ
く

の
地
下
の
基
盤
岩
の
断
層
が
確
認
さ

れ
、そ
の
鉛
直
落
差
は
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
、断
層
下し
た

盤ば
ん

側
（
西

側
）
の
基
盤
岩
深
度
は
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
枚
方
撓
曲
は
、
淀
川
を
越

え
て
高
槻
市
の
南
部
（
大
塚
町
付
近
）
ま
で
延
び
て
い
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
、
基
盤
岩
の
落
差
は
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
西
落

ち
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
盤
の
花
崗
岩
が
大
き
く
、
ず

れ
て
い
る
が
、
そ
の
上
の
地
層
は
ま
だ
固
結
し
て
い
な
い
た
め
、

地
表
近
く
で
は
、
食
い
違
い
を
起
さ
ず
、
撓た
わ

ん
だ
形
と
な
っ
て

い
る
の
で
地
質
調
査
所
五
万
分
の
一
地
質
図
幅
「
大
阪
東
北

部
」（
二
〇
〇
一
年
）、
で
は
、
枚
方
撓
曲
の
名
を
使
用
し
て
い

る
が
、
図
4
の
断
面
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
下
は
断
層
で

あ
る
。『
寝
屋
川
の
自
然
』
四
一
頁
に
記
載
の
八
坂
町
付
近
の

Ma6
Ma5
Ma4
Ma3

Ma6
Ma5
Ma4
Ma3

Ma9
Ma6
Ma5
Ma4
Ma3

深　

度

図４　枚方撓曲の地下は断層
備考：寝屋川市と枚方市の境界付近から京都府八幡市にいたる、国道１号を利用した測線で、反射法地震探査
の結果。『平成 14 年度大阪平野地下構造調査』大阪府総務部危機管理室　2003 年による
Ma9：約 40万年前
Ma6：約 65万年前
Ma5：約 70万年前

Ma4：約 80万年前
Ma3：約 85万年前

活断層
反射面が
不明瞭な部分
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地
下
の
小
断
層
は
、
枚
方
撓
曲
（
断
層
）
に
付
随
す
る
断
層
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

丘
陵
を
つ
く
る
大
阪
層
群
の
堆
積

　
瀬
戸
内
地

帯
の
沈
降　
今
か
ら
約
三
〇
〇
万
年
前
頃
、
新
第
三
紀
鮮
新
世
の
末
期
に
、
瀬
戸
内
地
帯
は
沈
降
し
は
じ
め
、
古
琵
琶
湖
、

古
奈
良
湖
、
古
大
阪
湖
、
古
明
石
湖
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
き
な
凹
地
が
出
現
し
た
。
こ
れ
は
、
西
北
西
方
向

に
移
動
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
の
横
圧
力
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
貝
塚
爽
平
「
島
孤
系
の
大
地
形
と
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
」『
科
学
』
第
四
二
巻
第
一
〇
号　

一
九
七
二
年
）。

　

古
大
阪
湖
に
流
れ
こ
ん
だ
川
の
砂
礫
が
次
々
に
堆
積
し
て
で
き
た
厚
い
地
層
の
重
な
り
は
、
大
阪
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

な
が
い
間
、
淡
水
湖
で
あ
っ
た
古
大
阪
湖
に
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
二
〇
万
年
前
頃
、
紀
淡
海
峡
か
ら
太
平
洋
の
海
水
が
流
入
し

て
海
と
な
っ
た
。
第
二
瀬
戸
内
海
の
誕
生
で
あ
る
（
第
一
瀬
戸
内
海
は
中
新
世
、
一
五
〇
〇
万
年
前
頃
に
出
現
し
、
一
四
〇
〇
万
年
前

頃
に
消
滅
、
主
と
し
て
神
戸
以
西
）。
し
か
し
、
ず
っ
と
海
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
気
候
変
化
に
よ
る
氷
期
の
低
海
面
期
に
は
陸

成
層
（
湖
成
層
）
を
堆
積
し
た
。
気
候
変
化
に
伴
っ
て
、
海
進
と
海
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
厚
い
地
層
を
堆
積
し
た
。

　

一
方
、
大
阪
層
群
の
堆
積
中
、
九
州
方
面
の
火
山
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
が
飛
来
し
て
数
枚
の
火
山
灰
層
が
堆
積
し
た
。
連
続

の
良
い
海
成
粘
土
層
（
M
a
と
表
記
）
と
、
同
時
性
の
指
標
と
な
る
火
山
灰
層
を
鍵
層
と
し
て
、
大
阪
層
群
の
詳
し
い
層
序
が

確
立
し
た
。

　
成
田
台
地
を
つ

く
る
大
阪
層
群　
　

本
市
域
の
東
部
、
東
香
里
園
町
か
ら
三
井
が
丘
に
か
け
て
の
丘
陵
を
構
成
す
る
大
阪
層
群
は
、
緩
や
か

に
南
東
へ
傾
斜
し
て
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
京
阪
電
鉄
香
里
園
駅
東
側
の
崖
線
に
、
よ
り
下
部
の
地
層
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が
現
れ
る
。
図
４
の
断
面
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
厚
い
地
層
で
あ
る
。
丘
陵
南
部
の
梅
が
丘
一

丁
目
あ
た
り
は
、
砂
礫
と
泥
の
互
層
で
、
伊
加
賀
累
層
（
Ｍ
ａ
２
よ
り
下
位
の
地
層
）
に
分
類
さ
れ
、
Ｍ
ａ
１
層
が
、
交
野
断
層

と
ほ
ぼ
平
行
に
、
短
距
離
で
あ
る
が
分
布
し
て
い
る
。
礫
層
は
、
ほ
と
ん
ど
チ
ャ
ー
ト
礫
で
あ
る
。
東
香
里
園
町
か
ら
国
松
町

に
か
け
て
の
一
帯
は
、
西
側
に
香
里
累
層
（
Ｍ
ａ
２
層
よ
り
Ｍ
ａ
６
層
ま
で
の
地
層
）、
東
側
に
新
香
里
累
層
（
Ｍ
ａ
６
層
よ
り
上
位

の
地
層
）
と
分
類
さ
れ
た
大
阪
層
群
よ
り
成
り
、
Ｍ
ａ
５
及
び
Ｍ
ａ
６
が
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
続
い
て
い
る
（
宮
地
良
典
・
田
結

庄
良
昭
・
寒
川
旭
『
大
阪
東
北
部
地
域
の
地
質
、
地
域
地
質
研
究
報
告
（
五
万
分
の
一
地
質
図
幅
）』
地
質
調
査
所　

二
〇
〇
一
年
）。
Ｍ
ａ

５
は
八
町
池
火
山
灰
と
対
応
す
る
。
一
方
、
東
部
で
は
、
カ
ス
リ
火
山
灰
層
（
Ｍ
ａ
８
と
対
応
）
と
寝
屋
火
山
灰
層
（
Ｍ
ａ
７
近
く
、

連
続
性
に
と
ぼ
し
い
厚
さ
五
セ
ン
チ
以
下
の
白
色
火
山
灰
層
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
市
原
実
編
著
『
大
阪
層
群
』
創
元
社　

一
九
九
三
年
）。

　
　

四　

台
地
（
段
丘
）
の
形
成

　
第
四
紀
後
半
の

地
形
形
成
環
境　
　

第
四
紀
の
更
新
世
（
洪
積
世
）
は
大
氷
河
時
代
と
し
て
知
ら
れ
、
十
万
年
前
後
を
周
期
と
し
た
寒
冷
期
（
氷

期
・
氷
河
期
）
と
短
い
期
間
の
温
暖
期
（
間
氷
期
）
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
気
候
の
変
化
に
つ
い
て
、

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
は
、
地
球
が
太
陽
か
ら
受
け
る
日
射
量
の
変
化
が
原
因
と
考
え
、
自
身
の
天
文
学
説

に
基
づ
い
て
、
日
射
量
の
変
化
曲
線
を
示
し
た
。
そ
の
変
化
の
周
期
は
、
細
か
く
は
二
・
一
万
年
、
大
き
く
は
約
一
〇
万
年
で

あ
る
。
近
年
は
、
こ
の
日
射
量
変
動
曲
線
か
ら
発
達
し
て
、
さ
ら
に
海
水
面
の
変
動
に
読
み
替
え
ら
れ
る
よ
う
な
図
（
深
海
底

堆
積
物
の
酸
素
同
位
体
比
変
動
曲
線
）
が
つ
く
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
呼
び
名
も
与
え
ら
れ
、
温
暖
期
に
は
奇
数
、
寒
冷
期
に

は
偶
数
を
あ
て
て
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
田
中
眞
吾「
西
摂
津
・
東
播
磨
に
お
け
る
段
丘
地
形
―
第
二
瀬
戸
内
海
の
置
き
み
や
げ
―
」
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『
兵
庫
地
理
』
第
五
一
号　

二
〇
〇
六
年
）。

　

市
域
の
段
丘
は
、
か
つ
て
の
河
床
両
側
の
氾
濫
原
・
扇
状
地
・
浅
海
底
な

ど
が
、
大
地
の
隆
起
に
よ
っ
て
干
上
が
り
（
陸
化
）、
侵
食
の
復
活
に
よ
っ

て
谷
が
刻
ま
れ
て
台
地
化
し
た
も
の
で
、
台
地
を
縁
取
る
急
な
崖
は
、
川
や

海
の
侵
食
作
用
で
形
成
さ
れ
た
侵
食
崖
で
あ
る
。
段
丘
の
形
成
に
は
、
さ
ら

に
、
気
候
変
化
に
伴
う
海
水
面
の
昇
降
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
地

球
上
の
水
は
ほ
ぼ
一
定
量
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寒
冷
期
に
は
陸
上
に
降
り
積

も
っ
た
雪
が
夏
に
な
っ
て
も
融
け
ず
、
次
つ
ぎ
積
も
っ
た
厚
い
雪
は
山
岳
氷

河
や
大
陸
氷
床
と
な
っ
て
陸
上
に
滞
留
す
る
の
で
、
そ
の
分
、
海
水
量
が
減

少
し
、
海
水
面
が
低
下
し
て
海
岸
線
が
沖
合
へ
と
後
退
す
る
現
象
が
現
れ
る
。

こ
れ
を
海
退
と
呼
ん
で
い
る
。
逆
に
、
温
暖
期
に
な
る
と
、
陸
上
に
あ
っ
た

大
陸
氷
床
や
山
岳
氷
河
は
融
け
て
海
に
帰
り
、
海
水
量
は
増
え
、
海
水
面
が

上
昇
し
て
海
岸
線
は
陸
側
へ
押
し
寄
せ
て
く
る
。
そ
れ
は
海
進
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
寒
冷
期
、
山
地
側
で
は
寒
さ
の
た
め
に
山
地
斜
面
の
岩
石
が
凍
結
・

破
砕
を
生
じ
て
岩
く
ず
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
が
川
の
流
量
が
少
な
く
、
岩

く
ず
を
運
び
き
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
山
地
側
の
河
床
は
上
昇
す
る
。
一
方
、

最
下
流
は
氷
期
の
低
下
し
た
海
水
面
に
続
く
た
め
に
河
床
は
掘
ら
れ
、
河
川

同位体比曲線
酸
素
同
位
体
比
　
δ18
O

年　代（千年前B.P.） （Imbrie et al., 1984）
（数字は同位体ステージ番号）

0
2

1

0

-1

-2

-3

100 200 300 400 500 600 700 800

図５　海水面変化曲線　奇数が高海面期、偶数が低海面期
備考：田中眞吾「第四紀に作られた播磨とその周辺の地形」『姫路市史』第１巻上（2001年）による
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縦
断
面
は
急
な
も
の
に
な
る
。
次
い
で
温
暖
期
に
な
る
と
海
水
面
が
上
昇
す
る
の
で
川
の
勾
配
は
緩
く
な
り
、
勾
配
が
小
さ
く

な
っ
た
河
川
沿
い
に
は
、
寒
冷
期
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
谷
を
埋
め
て
土
砂
が
堆
積
し
、
河
床
は
上
昇
す
る
。
平
面
的
に
は
、

川
沿
い
に
平
野
や
氾
濫
原
が
よ
り
広
く
形
成
さ
れ
る
。
図
６
は
、
こ
の
関
係
を
表
し
た
も
の
で
、
寝
屋
川
近
辺
の
低
位
段
丘
に

は
２
、
中
位
段
丘
と
高
位
段
丘
は
１
、
現
在
は
３
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
気
候
の
変
化
に
伴
っ
て
河
川
の
縦
断
面
や
横
断

面
が
変
化
し
、
上
流
・
下
流
の
各
部
に
お
け
る
河
川
の
堆
積
・
侵

食
の
状
態
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
段
丘
は
、
大
地
の
隆
起
と
気

候
変
化
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲

「
西
摂
津
・
東
播
磨
に
お
け
る
段
丘
地
形
」）。

　
高
位
段
丘　
本
市
域
の
場
合
、
枚
方
撓
曲
以
東
の
地
域
は
、
更

新
世
を
通
じ
て
大
地
の
隆
起
傾
向
が
続
い
た
の
で
、

新
旧
の
段
丘
面
が
広
く
発
達
し
て
お
り
、
高
谷
好
一
・
市
原
実
に

よ
っ
て
、
高
位
・
中
位
・
低
位
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
（「
枚

方
丘
陵
の
第
四
紀
層
―
と
く
に
新
香
里
層
・
枚
方
層
に
み
ら
れ
る
気
候
変

化
に
つ
い
て
」『
地
質
学
雑
誌
』
第
七
九
三
号　

一
九
六
一
年
）。
以
下
、

地
質
調
査
所
五
万
分
の
一
地
質
図
幅
の
説
明
書
『
大
阪
東
北
部
地

域
の
地
質
』（
二
〇
〇
一
年
）
に
従
っ
て
段
丘
堆
積
物
等
を
記
載
す

る
。
高
位
段
丘
は
、
J
Ｒ
学
研
都
市
線
東
寝
屋
川
駅
の
西
方
一

図６　氷期と間氷期（後氷期）の河川縦断図と段丘の形成モデル
備考：貝塚爽平『日本の地形』岩波新書　1977年　による
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帯
や
寝
屋
付
近
、
東
香
里
園
町
等
の
平
坦
な
高
台
で
、

南
部
の
太
秦
元
町
で
は
、大
阪
層
群
の
海
成
粘
土
層（
厚

さ
四
メ
ー
ト
ル
）
と
そ
れ
を
覆
う
砂
層
（
厚
さ
五
メ
ー
ト

ル
）
を
不
整
合
に
覆
っ
て
、
厚
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
砂

礫
層
（
段
丘
堆
積
物
）
が
載
っ
て
い
る
。
段
丘
礫
層
の

礫
は
最
大
径
五
セ
ン
チ
の
亜
円
礫
で
、
主
に
チ
ャ
ー
ト

か
ら
な
り
、
わ
ず
か
に
花
崗
岩
や
砂
岩
の
礫
を
含
ん
で

い
る
。
礫
層
の
充
塡
物
（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）
は
５
Ｙ
Ｒ

５
／
８
の
色
調
で
あ
る
。
ま
た
国
守
町
（
明
和
一
〜
二
・

高
倉
一
〜
二
丁
目
）
で
は
、
大
阪
層
群
の
粘
土
・
砂
礫

層
を
緩
や
か
な
谷
状
に
侵
食
し
て
、
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル

の
段
丘
礫
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
最
大
径
五
セ
ン
チ
の

礫
を
含
む
花
崗
岩
質
の
砂
層
か
ら
構
成
さ
れ
、
２
・
５

Ｙ
Ｒ
５
／
８
か
ら
５
Ｙ
Ｒ
５
／
８
の
赤
さ
で
あ
る
。
北

部
の
東
香
里
園
町
の
北
隣
、
枚
方
市
香
里
園
町
の
段
丘

の
観
察
か
ら
類
推
で
き
る
最
大
径
一
五
セ
ン
チ
の
亜
円

礫
を
含
む
段
丘
礫
層
が
大
阪
層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
て

（打上）
（太秦）

（打上）
2.5YR5/8
- 5YR5/8

（国守町）
5YR5/8

（太秦元町）
5YR6/8（打上）

   5YR5/8
-7.5YR5/8

（寝屋）

標高
60m

20

（国松町）
5YR7/8
-7.5YR8/6

（高位面ボーリング資料）

（高位面）（高位面）

（高位面）

（中位面）（中位面）

（中位面）

腐植土 粘土 シルト

段丘堆積物

砂 砂礫 大阪層群

図７　寝屋川市域の段丘堆積物
備考：宮地良典・田結庄良昭・寒川旭（2001）大阪東北部地域の地質、地域地質研究報告（5万分の１地質幅）、
地質調査所による
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三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
厚
さ
で
堆
積
し
、
チ
ャ
ー
ト
の
ほ
か
花
崗
岩
礫
・
砂
岩
礫
を
わ
ず
か
に
含
み
、
五
Ｙ
Ｒ
５
／
８
の
色
調
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
で
は
、
打
上
で
、
層
厚
八
メ
ー
ト
ル
の
高
位
段
丘
堆
積
物
が
大
阪
層
群
の
シ
ル
ト
を

覆
っ
て
い
る
が
、
最
下
部
の
一
・
二
メ
ー
ト
ル
は
砂
礫
層
、
そ
れ
よ
り
上
位
は
砂
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高

位
段
丘
礫
層
は
赤
色
風
化
殻
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
こ
の
赤
色
風
化
は
最
終
間
氷
期
の
温
暖
期
に
受
け
た
と
す
る
と
、
段
丘
層

の
堆
積
は
、
そ
れ
以
前
の
間
氷
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
大
阪
東
北
部
地
域
の
地
質
』）。

　
中
位
段
丘　
東
部
台
地
の
西
縁
近
く
に
分
布
す
る
中
位
段
丘
は
、
一
三
万
年
前
か
ら
八
万
年
頃
の
最
終
間
氷
期
に
形
成
さ
れ

た
段
丘
層
か
ら
な
る
台
地
で
、
大
阪
市
の
上
町
台
地
を
つ
く
っ
て
い
る
上
町
層
に
対
比
さ
れ
、
間
氷
期
の
高
い

海
面
の
上
町
海
と
呼
ば
れ
る
広
い
海
の
海
底
に
堆
積
し
た
地
層
か
ら
な
る
。
Ｍ
ａ
12
の
層
準
で
、
一
般
に
、
上
部
の
淡
水
成
砂

層
中
に
、
阿
蘇
四
火
山
灰
層
を
挟
在
し
、
全
国
的
に
は
、
下
末
吉
海
進
に
対
応
す
る
堆
積
層
で
あ
る
。
中
位
段
丘
の
堆
積
物
は
、

南
部
の
国
守
町
で
は
、
最
大
径
五
セ
ン
チ
の
礫
を
含
む
砂
層
が
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
７
・
５
Ｙ
Ｒ
5
／
6
の
色
調
を
示
す
が
、

台
地
の
西
端
近
く
で
は
、
最
大
径
七
セ
ン
チ
の
亜
角
―
亜
円
礫
を
含
む
粗
粒
砂
層
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
堆
積
し
、
礫

の
大
半
は
チ
ャ
ー
ト
で
花
崗
岩
や
砂
岩
礫
も
わ
ず
か
に
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
寝
屋
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
で
は
、
大
阪
層
群
の

砂
層
を
覆
っ
て
、
中
位
面
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
厚
さ
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の
砂
礫
層
が
認
め
ら
れ
、
打
上
で
は
、
大
阪
層
群
の

粘
土
層
を
覆
う
厚
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
中
位
面
堆
積
物
が
見
ら
れ
る
が
、
最
下
部
は
砂
礫
層
、
中
―
上
部
は
砂
―
シ
ル
ト
層
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
低
位
段
丘　
低
位
段
丘
面
は
、
台
地
西
縁
に
分
布
し
、
中
位
段
丘
を
開
析
す
る
浅
く
て
幅
の
広
い
小
河
谷
の
周
囲
に
、
小
扇

状
地
面
を
形
成
し
て
い
る
。
低
位
段
丘
面
は
、
ほ
と
ん
ど
開
析
さ
れ
ず
、
堆
積
物
も
赤
色
風
化
を
受
け
て
い
な
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趙（2001）を小倉博之が修正・加筆して作

い
。
最
終
氷
期
の
海
面
が
低
か
っ
た
こ
ろ
に
、
東
部
の
高
位
・
中
位
の
段
丘
か
ら
流
れ
出
し
た
多
く
の
小
河
川
の
運
ぶ
砂
礫
に

よ
っ
て
小
扇
状
地
列
が
つ
く
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
扇
状
地
の
下
流
部
は
、
市
域
西
部
の
沖
積
層
（
縄
文
海
進
の
海
の
堆

積
物
）
の
下
に
続
い
て
い
る
。
淀
川
の
川
向
い
、
高
槻
市
の
富
田
台
地
は
、
同
じ
低
位
段
丘
で
あ
る
が
、
約
二
万
五
〇
〇
〇
年

前
を
示
す
寒
冷
な
植
物
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

第
四
紀
の
気
候
変
化
と
自
然
の
変
化

一　

平
野
の
形
成

　
最
終
間
氷
期
の
海
進
と
寝
屋

川
地
方
（
上
町
海
の
時
代
）　
　
今
か
ら
約
一
三
万
年
か
ら
約
七
万
年
前
ま
で
は
、
世
界
の
気
候
が
冬
も
暖
か
く
雨
の
多
い
温

暖
期
（
最
終
間
氷
期
）
で
、
大
陸
氷
床
や
山
岳
氷
河
の
水
が
融
け
て
海
へ
帰
り
、
世
界
的
に



第一章　大地の生い立ち

15

海
水
面
が
上
昇
し
た
。
寝
屋
川
地
方
で
も
河
内
平
野
の
奥
ま
で
海
が
広
が
っ
て
い
た
（
図
8
a
）。
こ
の
海
は
、
上
町
海
と
呼
ば

れ
、「
河
内
平
野
が
な
か
っ
た
こ
ろ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
那
須
孝
悌
・
樽
野
博
幸
「
河
内
平
野
の
生
い
た
ち
」
大
阪
市
立
自
然
史

博
物
館
編
『
河
内
平
野
の
生
い
た
ち
』
一
九
八
一
年
）。
現
在
の
成
田
台
地
の
西
端
部
分
ま
で
海
が
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、

図８　大阪平野における最終間氷期以降の古地理復元図
備考：松田順一郎原図を那須・樽野（1981）、市原（1991）、趙ほか（1999）、松田（2001）、
成。太田ほか編『日本の地形６　近畿・中国・四国』東京大学出版会、2004 年による。
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大
阪
市
の
上
町
台
地
も
海
面
下
に
沈
ん
で
い
た
。
こ
の
上
町
海
の
広
が
り
は
、
こ
の
時
期
に
海
底
に
堆
積
し
た
M
ａ
12
層
と

そ
の
上
の
海
成
砂
礫
層
の
分
布
範
囲
か
ら
復
元
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
堆
積
層
は
現
在
、
陸
上
で
は
中
位
段
丘
を
形
成
し
て
い
る
。

　
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
の
海
退
と
寝　

屋
川
地
方
（
古
大
阪
平
野
の
時
代
）　
今
か
ら
約
七
万
年
前
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
ま
で
は
寒
冷
な
気
候
で
、
最
終
氷
期
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
約
二
万
年
前
か
ら
約
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
最
終
氷
期
最
寒

冷
期
に
は
、
大
陸
氷
床
が
拡
大
し
、
海
水
面
が
低
下
し
た
。
こ
の
時
期
の
海
水
面
低
下
は
、
現
海
水
面
よ
り
約
一
二
〇
メ
ー
ト

ル
に
及
び
、
現
在
の
大
阪
湾
や
瀬
戸
内
海
は
干
上
が
り
、
本
州
･
四
国
・
九
州
は
一
続
き
の
陸
地
と
な
っ
た
。
海
岸
線
は
紀

伊
水
道
の
南
ま
で
後
退
し
た
。
以
下
、
梶
山
彦
太
郎
・
市
原
実
（『
大
阪
平
野
の
お
い
た
ち
』
青
木
書
店　

一
九
八
六
年
）
を
は
じ
め
、

那
須
孝
悌
・
樽
野
博
幸
（「
第
四
紀
と
河
内
平
野
」
前
掲
『
河
内
平
野
の
生
い
た
ち
』）、
松
田
順
一
郎
（「
景
観
変
遷
に
か
か
わ
る
時
間
オ
ー

ダ
ー
│
大
阪
府
河
内
平
野
の
古
環
境
を
例
と
し
て
│
」
橋
本
征
治
編
『
人
文
地
理
の
広
場
』
大
明
堂　

二
〇
〇
一
年
）、小
倉
博
之
（
前
掲
『
日

本
の
地
形
６　

近
畿
・
中
国
・
四
国
』）
等
の
解
説
に
従
っ
て
河
内
平
野
の
変
遷
を
述
べ
る
。
約
二
万
年
前
は
、
年
平
均
気
温
は
現

在
よ
り
約
八
度
低
く
、
干
上
が
っ
た
河
内
平
野
は
盆
地
と
な
っ
て
、
淀
川
と
大
和
川
と
寝
屋
川
等
の
支
流
は
、
約
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
も
低
下
（
海
岸
線
は
紀
淡
海
峡
の
南
）
し
た
海
水
面
に
適
応
す
る
た
め
に
河
川
勾
配
が
大
き
く
な
り
、
侵
食
力
を
増
し
て
深

い
谷
を
刻
ん
で
流
れ
て
い
た
（
図
８
ｂ
）。
現
在
、
東
部
の
台
地
を
刻
む
小
さ
な
谷
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
谷
は
大
地

を
削
っ
て
谷
を
作
る
ほ
ど
の
川
の
流
れ
も
な
く
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
谷
が
で
き
た
の
か
不
思
議
に
感
じ
る
が
、
最
終
氷
期

の
こ
の
時
期
に
、
降
雨
時
に
雨
水
が
集
ま
っ
て
台
地
上
を
流
れ
、
や
が
て
小
さ
な
く
ぼ
み
が
作
ら
れ
、
降
雨
の
た
び
に
谷
頭
を

の
ば
し
て
小
谷
を
作
り
、
わ
ず
か
な
水
流
で
も
急
勾
配
の
た
め
侵
食
力
が
強
く
、
次
第
に
深
い
谷
を
作
っ
て
い
っ
た
。
後
氷
期

に
な
っ
て
海
水
面
が
上
昇
す
る
と
、
氷
期
の
深
い
谷
は
新
し
い
堆
積
物
で
埋
積
さ
れ
、
現
在
見
る
よ
う
な
浅
い
平
ら
な
谷
底
に
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変
容
し
た
。

　
縄
文
海
進
と

寝
屋
川
地
方　
今
か
ら
約
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
大
陸
氷
床
の
融
解
が
始
ま
り
、
約
一
万
四

〇
〇
〇
年
前
か
ら
融
氷
水
が
海
に
流
れ
込
ん
で
急
激
な
海
水
面
の
上
昇
が
起
こ
っ
た
。
約
一
万
二
〇
〇
〇
年

前
の
小
寒
冷
期
（
ヤ
ン
ガ
ー
・
ド
リ
ア
ス
期
）
を
経
て
気
候
は
急
激
に
温
暖
化
し
、
海
水
面
は
上
昇
し
た
（
縄
文
海
進
）。
海
水
面

上
昇
量
は
、
カ
リ
ブ
海
の
沈
水
サ
ン
ゴ
礁
の
掘
削
デ
ー
タ
よ
り
、
約
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
（
米
倉
伸
之
・
辻
誠
一
郎
・
岡

村
道
雄
「『
最
終
氷
期
の
終
焉
と
縄
文
文
化
の
成
立
・
展
開
』
の
趣
旨
」『
第
四
紀
研
究
』
第
三
六
巻
第
五
号　

一
九
九
七
年
）。

　
河
内
湾
の
時
代　
大
阪
平
野
で
は
、
約
九
〇
〇
〇
年
前
に
、
現
在
の
大
阪
湾
岸
近
く
に
あ
っ
た
海
岸
線
は
、
わ
ず
か
二
〇
〇

〇
年
の
間
に
二
〇
キ
ロ
以
上
内
陸
に
あ
る
本
市
域
や
生
駒
山
麓
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の
時
期
、
寝
屋
川
近

辺
で
は
、
図
８
c
の
よ
う
に
、
海
水
が
浸
入
し
て
河
内
平
野
は
大
き
な
内
湾
と
な
っ
た
。
六
五
〇
〇
年
前
ご
ろ
に
は
、
海
水

面
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
に
到
達
し
、
約
六
〇
〇
〇
年
か
ら
約
五
三
〇
〇
年
前
に
は
現
在
の
海
面
を
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
上

回
り
、
上
町
台
地
が
南
か
ら
半
島
の
よ
う
に
な
っ
て
、
河
内
湾
と
大
阪
湾
と
を
へ
だ
て
て
い
た
。
東
大
阪
市
布ぬ
の

市い
ち

町
か
ら
は
、

体
長
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
と
思
わ
れ
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
化
石
骨
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
約
六
五
〇
〇
年

前
ご
ろ
の
河
内
湾
に
は
、
ク
ジ
ラ
が
潮
を
ふ
い
て
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
。
一
方
、
こ
の
河
内
湾
の
東
北
隅
あ
た
り
で
は
、
淀
川

が
三
角
州
を
つ
く
り
、
次
第
に
湾
を
埋
め
た
て
て
い
っ
た
。
本
市
域
の
多
く
は
、
約
五
〇
〇
〇
年
〜
四
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
に
は
、

三
角
州
や
自
然
堤
防
が
形
成
さ
れ
、
陸
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
気
温
は
現
在
よ
り
約
五
度
高
か
っ
た
。

　
河
内
潟
の
時
代　
縄
文
時
代
後
期
に
は
、
上
町
台
地
の
西
側
は
、
打
ち
寄
せ
る
波
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
削
ら
れ
、
海
食
崖
が

つ
く
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
削
り
と
ら
れ
た
砂
礫
は
、
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
沿
岸
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
先
端
の
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砂さ

嘴し

・
砂
州
が
の
び
て
湾
口
を
狭
め
、
海
水
の
流
入
を
妨
げ
、
海
面
も
わ
ず
か
な
が
ら
下
が
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
、
海
域
は

汽
水
の
潟せ
き

湖こ

と
な
っ
た
。
干
潟
や
湖
の
汀て
い

線せ
ん

、
河
川
の
後
背
湿
地
に
は
ヨ
シ
原
が
広
が
っ
た
（
図
８
d
）。

　
河
内
湖
の
時
代　
今
か
ら
約
三
〇
〇
〇
年
前
、
縄
文
時
代
晩
期
に
小
海
退
が
あ
り
、
海
水
面
は
現
海
水
面
よ
り
少
し
下
が
り
、

約
二
八
〇
〇
年
前
に
は
約
二
メ
ー
ト
ル
低
下
し
、
潟
湖
の
出
口
の
砂
嘴
は
さ
ら
に
発
達
し
て
水
域
は
淡
水

化
し
た
（
図
８
e
）。
干
潟
は
離
水
し
て
集
落
の
立
地
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
後
、
約
一
七
〇
〇
年
前
の
古
墳
時
代
前
期
ま
で
水

位
は
緩
や
か
に
上
昇
し
た
た
め
、
三
角
州
分
流
路
間
の
湖
沼
の
汀
線
は
後
退
し
て
水
域
が
少
し
拡
大
し
た
。
弥
生
時
代
中
期
以

降
、
自
然
堤
防
や
扇
状
地
帯
で
、
氾
濫
と
堆
積
が
繰
り
返
さ
れ
、
河
内
湖
は
次
第
に
縮
小
し
、
約
一
六
〇
〇
年
前
以
降
の
歴
史

時
代
に
大
阪
平
野
の
完
成
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
低
地
の
沖
積
層　
本
市
の
西
半
分
、
市
街
地
の
広
が
る
低
地
部
を
構
成
す
る
沖
積
層
は
、
今
か
ら
一
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で

に
、
内
湾
底
に
堆
積
し
た
粘
土
層
と
淀
川
等
の
川
が
運
搬
し
た
砂
礫
層
と
か
ら
出
来
て
い
る
。
粘
土
層
は
、

沖
積
層
中
部
粘
土
層
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
の
大
阪
湾
の
海
底
に
分
布
し
て
い
る
粘
土
層
と
連
続
す
る
も
の
で
、
海
成
粘
土
層

一
三
（
Ｍ
ａ
13
）
に
あ
た
る
。
後
氷
期
の
大
規
模
な
海
進
の
過
程
で
、
最
終
氷
期
（
海
退
期
）
の
陸
地
の
上
に
、
不
整
合
に
堆
積

し
た
地
層
で
あ
る
。従
っ
て
、沖
積
層
は
沖
積
世
一
万
年
間
の
地
層
を
指
す
語
句
で
あ
る
が
、地
層
の
重
な
り
の
な
か
か
ら
、ち
ょ

う
ど
一
万
年
前
の
地
層
を
探
し
出
す
の
は
、
一
般
に
は
困
難
な
の
で
、
海
退
期
の
陸
地
面
と
の
不
整
合
面
よ
り
上
の
地
層
を
沖

積
層
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
Ｍ
ａ
13
は
、
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
法
に
よ
っ
て
、
約
八
〇
〇
〇
年
前
か
ら
堆
積
し
始
め

た
と
さ
れ
て
い
る
（
前
田
保
夫
「
大
阪
湾
の
自
然
史
―
潜
函
で
と
ら
え
た
海
と
森
の
変
遷
」『
科
学
』
第
四
七
巻
第
九
号　

一
九
七
七
年
）。

八
〇
〇
〇
年
前
の
海
面
高
度
は
、
今
よ
り
一
二
メ
ー
ト
ル
低
い
が
、
河
内
湾
の
奥
ま
で
海
が
広
が
っ
た
（
梶
山
彦
太
郎
・
市
原
実
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「
大
阪
平
野
の
発
達
史
―
 14　
C
デ
ー
タ
年
代
か
ら
み
た
―
」『
地
質
学
論
集
』
七　

一
九
七
二
年
）。
北
河
内
の
Ｍ
ａ
13
の
基
底
高
度
は
マ

イ
ナ
ス
一
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
、
八
〇
〇
〇
年
前
の
海
面
高
度
マ
イ
ナ
ス
一
二
メ
ー
ト
ル
の
考
え
と
調
和
的
で
あ
る
（
三
田

村
宗
樹
・
吉
川
周
作
「
堆
積
速
度
の
差
異
か
ら
み
た
大
阪
堆
積
盆
地
に
お
け
る
後
期
更
新
世
の
基
盤
ブ
ロ
ッ
ク
の
運
動
」『
地
球
科
学
』
第
五

一
巻
第
一
号　

一
九
九
七
年
）。
六
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
海
面
は
そ
の
後
、
次
第
に
低
下
（
縄
文
中
期
と
後
期
の

小
海
退
）
し
、そ
れ
に
伴
っ
て
海
岸
線
が
前
進
し
、大
阪
平
野
の
表
層
部
が
完
成
し
た
。
大
阪
平
野
の
沖
積
層
は
、下
部
層
は
砂
・

シ
ル
ト
か
ら
な
り
、
中
部
層
は
海
成
粘
土
層
を
主
体
と
し
、
上
部
層
は
砂
・
シ
ル
ト
か
ら
な
る
地
層
で
あ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
資

料
に
よ
る
と
、
北
河
内
地
域
で
は
、
深
さ
一
五
〜
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
沖
積
層
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
本

市
域
北
部
の
木
屋
町
、
松
屋

町
、
香
里
新
町
あ
た
り
の

ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
で
は
、
一

八
〜
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
沖

積
層
（
粘
土
・
シ
ル
ト
・
砂
）

の
下
に
、
天
満
層
（
低
位
段

丘
層
に
相
当
）
の
砂
礫
層
が

五
〜
八
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ

で
堆
積
し
て
い
る
。

（木屋町 ）（木屋町 ）（松屋町 ）（松屋町 ）（香里新町）（香里新町）（
香里
新町）（

香里
北之町）

沖　

積　

層

天　

満　

層

標高
m10

0

-10

-20

図９　寝屋川市北部のボーリング柱状図
備考：原図・凡例は図７に同じ
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第
二
章　

黎
明
期
の
寝
屋
川
市
域

　

第
一
節　

旧
石
器
時
代
の
ひ
と
び
と

一　

大
阪
の
旧
石
器
文
化

　
岩
宿
遺
跡
と

旧
石
器
文
化　
　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
相あ
い

沢ざ
わ

忠た
だ

洋ひ
ろ

に
よ
っ
て
群
馬
県
桐
生
市
岩
宿
の
道
路
の
切
通
し
の
赤
土
の
中
か

ら
一
片
の
黒
曜
石
の
尖せ
ん

頭と
う

器き

が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
日
本
列
島
に
旧
石
器
文
化
が
存
在
し
旧

石
器
時
代
に
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
戦
後
考
古
学
の
最
大
の
発
見
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

杉
原
荘
介
、
芹
沢
長
介
ら
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
日
本
列
島
に
も
縄
文
時
代
以
前
の
石
器

文
化
（
旧
石
器
文
化
、
当
時
は
先
土
器
文
化
）
の
存
在
が
確
定
さ
れ
た
。
岩
宿
遺
跡
で
旧
石
器
文
化
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
、

全
国
各
地
で
旧
石
器
遺
跡
の
存
在
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

捏
造
事
件　
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
十
一
月
五
日
、
日
本
列
島
を
揺
る
が
す
事
件
が
発
覚
し
た
。
前
・
中
期
旧
石
器
捏

造
事
件
で
あ
る
。
教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
六
〇
万
年
前
に
遡
る
と
さ
れ
た
宮
城
県
上か
み

高た
か

森も
り

遺
跡
で
、
東
北
旧
石

器
文
化
研
究
所
の
元
副
理
事
長
藤
村
新
一
が
穴
を
掘
っ
て
石
器
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
発
掘
調
査
の
事
実
の
捏

造
と
い
う
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
今
日
ま
で
築
い
て
き
た
考
古
学
に
お
け
る
信
頼
性
を
瓦
解
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
事
件
発
覚
後
、
日
本
考
古
学
協
会
は
「
前
・
中
期
旧
石
器
問
題
調
査
研
究
特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
各
種
の
検
証
調
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査
と
分
析
を
行
い
、彼
が
関
わ
っ
た
調
査
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
捏
造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。（
日

本
考
古
学
協
会
第
六
九
回
総
会
前
・
中
期
旧
石
器
問
題
調
査
研
究
特
別
委
員
会
総
括
報
告
）
こ
れ
に
よ
り
日
本
に
お
け
る
前
期
・
中
期

旧
石
器
文
化
の
研
究
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　
旧
石
器
時

代
の
自
然　
氷
河
期
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ギ
ュ
ン
ツ
・
ミ
ン
デ
ル
・
リ
ス
・
ヴ
ュ
ル
ム
の
四
氷
期
が
あ
る
。
今
か
ら

一
万
数
千
年
前
を
頂
点
と
す
る
最
終
氷
期
で
あ
る
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
に
は
、
海
水
面
が
現
在
よ
り
一
五
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
低
く
、
海
岸
線
が
紀
伊
半
島
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
列
島
は
、
北
は
シ
ベ
リ
ア
、
南
は
朝
鮮
半
島

と
陸
続
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
陸
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
大
型
の
動
物
の
移
動
が
み
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
の
動
物
た
ち
を
追
い
、
人
類
も
列
島
内
に
移
動
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
海
の
海
底
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石

が
魚
網
に
か
か
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
化
石
は
大
阪
湾
や
瀬
戸
内
海
の
限
ら
れ
た
地
域

で
集
中
的
に
採
集
さ
れ
る
よ
う
で
、
紀
淡
海
峡
の
友
ヶ
島
沖
北
方
の
「
ア
イ
の
沼
」、
鳴
門
海
峡
の
阿
那
賀
沖
の
「
ゼ
ン
ザ
瀬
」、

明
石
大
久
保
海
岸
沖
、
小
豆
島
白
浜
沖
、
高
松
市
の
女
木
島
沖
な
ど
が
集
中
し
て
採
集
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
（
亀
井
節
夫
『
日

本
に
象
が
い
た
こ
ろ
』
岩
波
書
店　

一
九
六
七
年
）。
ま
た
、
長
野
県
野
尻
湖
湖
底
遺
跡
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ

の
化
石
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
発
掘
で
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
い
た
時
期
が
約
二
万
年
前
の
更
新
世
末
期
で
、

氷
河
期
最
後
の
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

　
大
阪
の
旧

石
器
遺
跡　
　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
研
究
室
の
濱
田
耕
作
に
よ
っ
て
、
日
本
で
始
め
て
の
本
格
的

な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
藤
井
寺
市
国こ

府う

遺
跡
の
調
査
以
来
、
大
阪
府
内
で
は
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
調
査
が

開
始
さ
れ
た
。
現
在
府
内
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
遺
跡
数
は
三
〇
〇
を
超
え
て
い
る（
手
島
美
香「
大
阪
府
下
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
」
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『
旧
石
器
人
た
ち
の
活
動
を
さ
ぐ
る
―
日
本
と
韓
国
の
旧
石
器
研
究
か
ら
―
』
二
〇
〇
三
年
）
が
、
す
べ
て
後
期
旧
石
器
文
化
期
以
降
に

属
す
る
も
の
で
あ
り
、
海
抜
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
中
位
・
低
位
段
丘
上
に
立
地
し
、
当
時
の
地
形
か
ら
す
る
と
海
抜
一
七

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
地
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
大
阪
府
内
全
域
に
及
ぶ
が
、
と
く
に
二
上
山
・
羽
曳
野
台
地
・
生

駒
西
麓
・
富
田
台
地
・
大
阪
湾
東
岸
に
濃
密
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
大
阪
平
野
に
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
沖
積
層

が
堆
積
し
て
お
り
、
当
然
そ
れ
ら
の
下
に
は
旧
石
器
時
代
人
の
痕
跡
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
近
大
阪
府
内
に
お
い
て
調
査
さ
れ
た
数
少
な
い
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の
な
か
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
遺
跡
と
し
て
は
、
羽

曳
野
市
翠す
い

鳥ち
ょ
う

園え
ん

遺
跡
、
大
阪
市
長
原
遺
跡
、
箕
面
市
粟あ

生お

間ま

谷だ
に

遺
跡
が
あ
り
、
以
下
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　

翠
鳥
園
遺
跡
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
二
上
山
西
麓
に
広
が
る
羽
曳
野
台
地
に
位
置
し
て
い
る
。

調
査
で
は
、
二
万
数
千
点
に
の
ぼ
る
石
器
が
出
土
し
た
。
石
器
製
作
址
も
三
〇
ヵ
所
以
上
検
出
さ
れ
、
石
器
製
作
址
は
小
規
模

な
も
の
で
間
隔
を
お
い
て
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
母
岩
の
状
態
ま
で
復
元
で
き
る
接
合
資
料
も
多
数
出
土
し
た
。

　

長
原
遺
跡
は
、
隣
接
す
る
八
尾
市
八
尾
南
遺
跡
と
と
も
に
平
野
部
に
お
け
る
埋
没
低
位
段
丘
上
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
昭
和

四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
地
下
鉄
谷
町
線
延
伸
工
事
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡
の
範
囲
は
、
長
吉
・
長
原
を
中
心
に

東
西
約
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
キ
ロ
以
上
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
跡
か
ら
は
数
箇
所
の
石
器
製
作
址
と
数
百
点
の
石
器
と
百

点
近
い
接
合
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。

　

粟
生
間
谷
遺
跡
は
、
北
摂
山
地
の
南
麓
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
三
千
点
の
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。
石
器
製

作
ブ
ロ
ッ
ク
が
七
ヵ
所
検
出
さ
れ
礫
群
に
伴
う
石
器
群
も
あ
り
、
良
好
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
接
合
資
料
も
多
数
確
認

さ
れ
て
お
り
、
石
器
群
の
石
材
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
チ
ャ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
分
布
は
そ
れ
ぞ
れ
に
集
中
箇
所
に
分
か
れ
、
二
側
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縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
し
て
い
る
。
石
器
組
成
は
姶あ
い

良ら

Tn
火
山
灰
（
Ａ
Ｔ
）
降
灰
以
後
の
石
器
群
と
考
え
ら
れ
る
。

　

火
山
灰　
旧
石
器
時
代
編
年
の
指
標
と
な
る
も
の
に
火
山
灰
の
存
在
が
あ
る
。
特
に
広
域
火
山
灰
と
し
て
は
、
A
T
の
よ

う
な
標
識
と
な
る
テ
フ
ラ
が
あ
る
。
こ
の
火
山
灰
は
北
海
道
地
方
を
除
く
日
本
列
島
の
広
い
地
域
に
分
布
す
る
も

の
で
、
重
要
な
編
年
指
標
で
あ
る
。
年
代
観
で
い
え
ば
約
二
・
二
万
年
前
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
錦
江

湾
北
部
一
帯
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
で
、
密
度
の
小
さ
い
も
の
が
上
空
の
偏
西
風
に
の
っ

て
遠
く
東
北
地
方
ま
で
運
ば
れ
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｔ
の
上
位
か
下
位
か
に
よ
り
遺
物
の
年
代
決
定
が
計
ら
れ
、
旧

石
器
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
層
で
あ
る
。

　

本
市
域
で
は
、
第
二
京
阪
道
路
建
設
に
伴
い
事
前
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
讃
良
郡
条
里
遺
跡
に
お
い
て
Ａ
Ｔ
が
発
見
さ
れ
て
い

る
（
㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
北
河
内
発
掘
！
緑
立
つ
道
に
歴
史
わ
き
た
つ
第
二
京
阪
道
路
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
記
録
』
二
〇
〇
五
年
）。

　
市
域
の
旧

石
器
遺
跡　
　

本
市
域
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
従
前
か
ら
伝
寝
屋
長
者
屋
敷
跡
遺
跡
・
太
秦
遺
跡
・
高
宮
遺
跡
・

讃さ

良ら

川が
わ

遺
跡
の
四
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
出
土
す
る
石
器
は
、
翼
状
剥は
く

片へ
ん

を
利
用
し
た
瀬
戸
内
技
法

の
国
府
型
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
遺
構
に
伴
う
も
の
は
な
く
、
全
て
遺
物
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

　

最
近
の
第
二
京
阪
道
路
建
設
に
伴
い
事
前
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て
は
、
高
宮
遺
跡
・
小
路
遺
跡
で
国
府
型
ナ
イ
フ

形
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
小
路
遺
跡
か
ら
は
、
切
り
出
し
状
ナ
イ
フ
形
石
器
も
出
土
し
て
い
る
。
讃
良
郡
条
里
遺
跡
か
ら
は

尖
頭
器
も
出
土
し
て
い
る
。
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二　

石
器
の
製
作
技
法
と
ナ
イ
フ
形
石
器

　

瀬
戸
内
技
法
と
国
府

型
ナ
イ
フ
形
石
器　
　
石
器
の
製
作
技
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
り
、
い
く
つ
か
の
地
域
的
差
異
が
み
ら
れ

る
。
東
北
地
方
の
東
山
型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
中
部
地
方
北
半
か
ら
東
北

地
方
の
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
中
部
地
方
南
半
か
ら
関
東
地
方
の

茂も

呂ろ

型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
九
州
地
方
の
九
州
型
ナ
イ
フ
形
石
器
の
分
布

（
図
11
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
技
法
を
有
し
て
い
る
。
近
畿

地
方
は
瀬
戸
内
技
法
の
国
府
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
い
う
非
常
に
特
徴
的

な
技
法
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
技
法
は
、
藤
井
寺
市
国
府
遺
跡
出
土
の
石
器
の
整
理
か
ら
鎌

木
義
昌
が
提
唱
し
、
後
に
松
藤
和
人
に
よ
り
補
正
さ
れ
た
ナ
イ
フ
形
石

器
の
製
作
技
法
で
あ
る
。
そ
の
製
作
技
法
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
い
う
石
材

の
性
質
を
利
用
し
た
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
技
法
は
、
大
き
く
三

つ
の
工
程
か
ら
な
っ
て
い
る
。「
第
一
工
程
」
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
礫
の

一
端
に
打
撃
を
加
え
て
大
き
く
割
っ
て
盤
状
剥
片
を
作
り
出
す
。「
第

二
工
程
」
は
、
盤
状
剥
片
に
細
か
な
調
整
加
工
を
施
し
て
、
同
じ
形
・

同
じ
大
き
さ
の
規
格
的
な
剥
片
を
連
続
し
て
得
る
。
こ
れ
を
翼
状
剥
片

盤状剝片

翼状剝片石核

（第１工程） （第２工程）
（第３工程）

翼状剝片

第１剝片 ナイフ形石器

盤状剝片
石核

図 10　瀬戸内技法の工程概念図
備考：松藤和人「旧石器時代人の生活」『日本の古代』4　中央公論社　1986 年より転載
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九州型ナイフ形石器

国府型ナイフ形石器

茂呂型ナイフ形石器

杉久保型ナイフ形石器

汐井掛

国府

茂呂

杉久保杉久保

図 11　ナイフ形石器の地方色
備考：『大阪府史』第１巻　114 頁より転載
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と
呼
ん
で
い
る
。「
第
三
工
程
」
は
、
翼
状
剥
片
に
さ
ら
に
仕
上
げ
の
加
工
を
施
し
て
ナ
イ
フ
形
石
器
が
で
き
る
（
図
10
）。
こ

の
よ
う
に
、
規
格
的
な
横
長
の
剥
片
を
一
定
の
手
順
で
体
系
的
に
量
産
す
る
こ
と
が
可
能
な
剥
離
法
が
瀬
戸
内
技
法
で
あ
り
、

そ
の
石
材
と
な
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
性
質
を
理
解
し
、
効
率
的
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
翼
状
剥
片
を
利
用
し
て

つ
く
ら
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
最
初
に
確
認
さ
れ
た
国
府
遺
跡
の
名
を
と
っ
て
「
国
府
型
ナ
イ
フ
形
石
器
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
布
は
、
近
畿
地
方
西
部
や
瀬
戸
内
中
央
部
を
中
心
に
し
て
い
る
。

第
二
節　

縄
文
時
代
の
讃
良
川
遺
跡

一　

土
器
を
持
つ
く
ら
し

　

土
器
の
出
現　
　

縄
文
時
代
は
、
わ
が
国
の
歴
史
上
最
初
の
土
器
文
化
で
あ
る
。
土
器
の
表
面
に
縄
目
文
様
を
代
表
と
し
て

つ
け
た
も
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
最
古
の
土
器
は
、
煮
炊
き
に
適
し
た
平
底
な
い
し
は
丸
底
の
深
鉢
で
、
口
縁
部
に
細
い
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
た
だ
け

の
「
隆
起
線
文
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
愛
媛
県
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
・
長
崎
県
福
井
洞
穴
遺
跡
な
ど
の
洞
穴
遺
跡
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
隆
起
線
文
土
器
は
、14　
C
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
の
結
果
、
今
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
年
代

が
与
え
ら
れ
て
い
る
世
界
最
古
の
土
器
で
も
あ
る
。

　

考
古
学
の
大
き
な
命
題
と
し
て
「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
土
器
が
出
現
し
た
の
か
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
今
そ
れ
に
対
す
る
明
快
な
答
え
は
無
い
。
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縄
文
時
代
か
ら
全
国
各
地
で
多
量
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
縄
文
土
器
の
器
壁
に
は
煤す
す

や
焦こ

げ
付
き
が
付
着
し
、
内
部
に

は
こ
び
り
つ
い
た
滓か
す

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
火
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
煮
沸
・
煮
炊
き
に
使

用
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

土
器
の
出
現
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
食
用
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
植
物
・
動
物
の
多
く
が
食
用
可
能
と
な
り
、
と
く
に

植
物
性
食
料
に
お
け
る
比
重
が
か
な
り
増
加
し
た
。
ま
た
食
糧
を
貯
蔵
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
煮
炊
き
料
理
の
普
及
は

食
物
の
種
類
を
増
加
さ
せ
、
ま
た
従
来
の
食
事
の
内
容
や
調
理
方
法
な
ど
が
一
変
し
、
食
生
活
を
安
定
さ
せ
豊
か
な
生
活
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
定
住
生
活
へ
の
移
行
を
可
能
に
し
た
。

　

土
器
の
出
現
は
、
縄
文
人
た
ち
が
山
や
海
の
恵
み
を
受
け
て
豊
か
な
文
化
を
生
み
出
し
た
狩
猟
・
採
集
民
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

二　

縄
文
時
代
の
時
代
区
分

　
時
代
区
分　
考
古
学
に
お
け
る
各
時
代
の
時
代
区
分
の
基
準
と
な
る
の
が
土
器
の
変
遷
で
あ
る
。

約
一
万
年
も
の
期
間
が
あ
る
縄
文
時
代
の
時
期
区
分
は
、
草そ
う

創そ
う

期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
の
六

時
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
期
区
分
は
、
山や
ま
の
う
ち内
清す
が

男お

の
土
器
編
年
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
縄
文
土
器
の
種
類
ご
と
の
形
や
文
様
の
特
徴
を
約
一
〇
〇
年
単
位
の
変
化
を
土
器
型
式
と
し
て
と
ら
え
て
区
分

し
て
い
る
。
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市
域
の
縄
文

時
代
遺
跡
　
　

本
市
域
及
び
周
辺
に
お
け
る
各
時
期
の
遺
跡
の
様

相
を
概
観
し
て
み
る
と
、
草
創
期
に
は
、
本
市
小

路
に
所
在
す
る
讃
良
郡
条
里
遺
跡
か
ら
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
槍
先
（
尖

頭
器
）
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

　

早
期
に
は
、
こ
の
時
期
の
近
畿
地
方
の
標
識
と
し
て
神
宮
寺
式
と

命
名
さ
れ
た
押お
し

型が
た

文も
ん

土
器
を
出
土
し
た
交
野
市
神
宮
寺
遺
跡
や
、
神

宮
寺
式
に
後
出
す
る
穂
谷
式
の
枚
方
市
穂
谷
遺
跡
が
あ
る
。
神
宮
寺

遺
跡
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
片
山
長
三
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
数
度
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
押
型
文
を
も
ち
、
底
の
尖
っ
た

尖せ
ん

底て
い

の
土
器
で
あ
る
が
、
こ
の
土
器
の
全
体
の
器
形
は
永
く
不
明
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
東
大
阪
市
神こ
う

並な
み

遺
跡
か
ら
多
数
の
神
宮
寺
式
土
器
の
破
片
が
出
土
し
、
初
め
て
そ
の
全
体
像
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
東
大
阪
市

教
育
委
員
会
・
㈶
東
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
神
並
遺
跡
Ⅱ
』
一
九
八
七
年
）。

　

本
市
域
で
は
讃
良
郡
条
里
遺
跡
か
ら
、
粕か
す

畑ば
た

式
〜
入い
る

海み

式
の
条
痕
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
の
出
土
は
大
阪
府

内
に
お
い
て
も
数
例
し
か
な
く
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
の
出
土
と
な
っ
た
（
㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
讃
良
郡
条
里
遺
跡
（
そ

の
１
）』
二
〇
〇
四
年
）。
ま
た
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
槍
先
（
尖
頭
器
）
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
。
小
路
遺
跡
か
ら
は
、
石せ
き

鏃ぞ
く

が

出
土
し
て
い
る
。

写真２　東大阪市神並遺跡出土神宮寺式土器
（東大阪市教育委員会提供）　　　
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前
期
に
は
、
地
球
規
模
で
の
気
候
の
温
暖
化
が
進
み
、
海
進
現
象
に
よ
っ
て
海
面
が
上
昇
し
、
海
面
が
現
在
よ
り
約
二
〜
三

メ
ー
ト
ル
高
く
、
海
岸
線
が
内
陸
部
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込
み
、
河
内
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
に
海
は
広
が
り
「
河
内
湾
」
を
形
成

し
て
い
た
。
こ
の
海
進
現
象
を
「
縄
文
海
進
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

高
宮
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）・
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
縄
文
時
代
前
期
後
半

〜
末
の
北
白
川
下
層
Ⅱ
ｃ
式
・
Ⅲ
式
・
大お
お

歳と
し

山や
ま

式
土
器
や
石
鏃
・
石せ
き

錐す
い

・
石せ
き

匙ひ

・
石
小
刀
が
出
土
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年

の
調
査
で
は
、
東
西
三
・
六
メ
ー
ト
ル
×
南
北
一
・
八
メ
ー
ト
ル
で
長
楕
円
形
を
し
た
土
坑
を
、
昭
和
五
十
七
年
の
調
査
で
は
、

東
西
五
メ
ー
ト
ル
×
南
北
七
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
土ど

坑こ
う

を
検
出
し
た
。
と
も
に
内
部
か
ら
北
白
川
下
層
式
・
大
歳

山
式
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
は
、
海
抜
二
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
上
に
位
置
し
て
お
り
、
縄
文
海
進
の
進
ん

だ
河
内
平
野
の
内
湾
（
河
内
湾
）
を
望
む
丘
の
上
に
立
地
し
て
い
る
。

　

小
路
遺
跡
か
ら
は
、
北
白
川
下
層
Ⅱ
ｂ
・
Ⅲ
式
・
大
歳
山
式
の
土
器
や
石
器
が
川
の
ほ
と
り
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
石
器
は

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
同
時
に
剥
片
も
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
お
い
て
石
器
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
出
土
し
て
い
る
石
器
と
し
て
は
、
石
鏃
・
石
匙
・
楔く
さ
び

形
石
器
・
磨す
り

石い
し
・
石
皿
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

不
定
形
土
坑
か
ら
土
器
片
と
石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
。

　

中
期
に
は
、
貯
蔵
穴
や
土
坑
、
多
種
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
、
船
元
式
土
器
を
多
量
に
出
土
し
た
西
日
本
を
代
表
す
る
讃さ

良ら

川が
わ

遺
跡
が
あ
る
。
讃
良
郡
条
里
遺
跡
の
川
の
中
か
ら
は
船
元
式
土
器
が
、
川
の
ほ
と
り
か
ら
は
里
木
Ⅱ
式
・
北
白
川
Ｃ
式
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。
高
宮
遺
跡
で
は
、
丘
陵
裾
部
を
蛇
行
し
て
南
側
へ
と
流
出
す
る
流
路
（
船
元
Ⅰ
式
が
出
土
）
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
石
匙
・
石
鏃
等
の
出
土
も
み
ら
れ
る
。
讃
良
川
遺
跡
の
南
西
の
四
條
畷
市
砂
遺
跡
か
ら
も
船
元
式
土
器
が
出
土
し
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て
い
る
。

　

後
期
に
は
、
小
路
遺
跡
で
は
底
に
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
調
理
跡
と
み
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
か
ら
北
白
川
上
層
Ⅲ
式
〜
元
住
吉
山

式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
讃
良
川
遺
跡
の
上
流
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
四
條
畷
市
更さ

良ら

岡お
か

山や
ま

遺
跡
は
、
後
期
初
頭
か
ら
晩
期

ま
で
続
く
集
落
で
あ
る
。
土
器
は
、
瀬
戸
内
系
の
中
津
式
、
関
東
系
の
加か

曾そ

利り

B
式
、
近
畿
の
一
乗
寺
K
Ⅰ
式
、
元
住
吉
Ⅰ
・

Ⅱ
式
、
宮
滝
式
、
晩
期
の
滋し

賀が

里さ
と

式
、
橿
原
式
、
船
橋
式
と
と
も
に
東
北
系
の
大お
お

洞ぼ
ら

B
C
式
が
出
土
し
て
い
る
。
中
津
式
の

深
鉢
と
倒
れ
た
ケ
ヤ
キ
の
大
木
の
そ
ば
か
ら
、「
大
型
彫
刻
石
棒
」
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
と
七
メ
ー

ト
ル
の
環
状
に
配
さ
れ
た
晩
期
の
土
坑
墓
が
二
七
基
発
見
さ
れ
た
。

　

晩
期
に
は
、
高
宮
八
丁
遺
跡
で
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）・
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
遺
構
は

伴
わ
な
い
が
、
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
と
一
緒
に
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
の
刻
み
目
突
帯
文
土
器
の
滋
賀
里
Ⅳ
式
・
船
橋
式
・
長

原
式
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
当
地
に
お
け
る
縄
文
と
弥

生
の
接
点
の
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

長ち
ょ
う

保ぼ

寺じ

遺
跡
で
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
の
発
掘
調
査

に
お
い
て
、
縄
文
時
代
の
深
鉢
が
平
安
時
代
の
井
戸
の
壁
面
か

ら
出
土
し
た
。
深
鉢
は
、
縄
文
時
代
晩
期
の
滋
賀
里
Ⅲ
式
と
Ⅳ

式
の
土
器
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
合
わ
せ
口
の
土
器
棺
に
使
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
滋
賀
里
Ⅲ
式
の
土
器

に
は
籾も
み

の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、
稲
作
農
耕
と
の
関
連
が
考

写真３　四條畷市更良岡山遺跡出土大
型彫刻石棒
（四條畷市立歴史民俗資料館提供）
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え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
遺
跡
と
し
て
、
縄
文
時
代
の
遺
物
は
出
土
す
る
も
の
の
、
遺
構
が
あ
ま
り
明
確
で
な
い
遺
跡
が
あ
る
。

　

伝
寝
屋
長
者
屋
敷
跡
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
遺
物
包ほ
う

含が
ん

層
の
中
か
ら
縄
文
土
器

は
伴
わ
な
い
も
の
の
石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
。
石
鏃
は
チ
ャ
ー
ト
製
一
点
以
外
は
全
て
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
タ

チ
川
右
岸
の
台
地
上
に
位
置
し
て
お
り
、
上
流
に
は
縄
文
時
代
中
期
末
の
交
野
市
星
田
旭
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
。

　

三さ

味み

頭が
し
ら

遺
跡
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
縄
文
土
器
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
石
鏃
・
石
錐
・

ス
ク
レ
イ
パ
ー
・
石
槍
・
磨
石
の
石
器
類
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
は
海
抜
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
上
に
位
置
し
て
お
り
、

丘
陵
を
南
へ
下
り
た
地
点
に
は
縄
文
時
代
中
期
の
讃
良
川
遺
跡
や
後
期
・
晩
期
の
更
良
岡
山
遺
跡
が
存
在
す
る
。

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
京
阪
道
路
建
設
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
市
域
に
お
い
て
、
新
た
に

縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
多
く
の
資
料
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

三　

縄
文
の
交
易
セ
ン
タ
ー

　
讃
良
川
遺
跡　
　

讃
良
川
遺
跡
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
讃
良
川
河
川
改
修
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た

遺
跡
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
南
接
す
る
四
條
畷
市
に
ま
た
が
っ
て
所
在
す
る
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
縄
文
時

代
中
期
初
頭
の
鷹
島
式
か
ら
始
ま
り
、
中
期
中
頃
の
船
元
Ⅱ
〜
Ⅲ
式
の
時
期
を
最
盛
期
と
し
、
後
期
初
頭
に
か
け
て
続
く
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
遺
跡
は
、
生
駒
山
麓
に
源
を
発
し
西
流
す
る
讃
良
川
が
形
成
し
た
扇
状
地
の
縁
辺
に
位
置
す
る
。

　

発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
・
遺
構
は
、
土
器
・
石
器
・
骨
類
（
動
物
遺
存
体
）、
貯
蔵
穴
・
土
坑
・
溝
等
で
あ
る
。
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各
地
の
土
器　
　

讃
良
川
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
様
相
は
、
縄
文
時
代
中
期
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
東
海
地
方
以
西
か

ら
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
方
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
土
器
群
で
あ
る
「
船
元
式
」
が
主
体
で
船
元
Ⅰ
式
〜
Ⅳ

式
・
里
木
Ⅱ
式
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
他
地
域
の
土
器
と
し
て
は
、
中
期
前
葉
に
は
船
元
Ⅰ
式
に
併
行
す
る
新し
ん

保ぼ

･
新に
ん

崎ざ
き

式

の
北
陸
系
統
や
北
裏
Ｃ
Ⅰ
式
の
東
海
系
統
の
土
器
が
み
ら
れ
、
中
期
中
葉
で
は
船
元
Ⅱ
式
に
併
行
す
る
大
畑
Ｃ
２
式
・
山や
ま

田だ

平び
ら

式
や
船
元
Ⅲ
〜
Ⅳ
式
に
併
行
す
る
北
屋
敷
式
・
咲さ
く

畑は
た

式
の
中
部
・
東
海
系
統
の
土
器
の
割
合
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
東
北

地
方
の
土
器
と
し
て
は
大
木
８
a
式
等
が
あ
り
、
関
東
地
方
の
土
器
と
し
て
は
勝
坂
式
・
加か

曾そ

利り

Ｅ
式
が
あ
る
な
ど
各
地
の
土

器
の
出
土
が
み
ら
れ
、
縄
文
時
代
中
期
に
お
け
る
東
西
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
中
期
後
葉
の

土
器
と
し
て
、
北
白
川
Ｃ
式
も
少
量
出
土
し
て
い
る
。

　
多
彩
な
出

土
遺
物
　
　

出
土
遺
物
と
し
て
は
、
深
鉢
・
浅
鉢
・
耳じ

栓せ
ん
・
土ど

器き

片へ
ん

錘す
い

等
の
土
器
類
、
石
鏃
・
石
錐
・
石
匙
・
石
鍬
・
石
斧
・

石
皿
・
敲た
た
き

石い
し

・
磨
石
・
凹
石
・
石
錘
・
台
石
等
の
石
器
類
、
人
骨
、
糞
石
、
動
物
の
骨
、
魚
類
の
骨
、
貝
類
、

種
子
類
、
焼
土
塊
な
ど
多
種
多
様
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
縄
文
時
代
中
期
初
頭
か
ら
後
期
初
頭
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

出
土
す
る
石
器
の
石
鏃
や
石
錐
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
の
う
ち
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
肉
眼
観
察
で
は
、
二
上
山
周
辺
に

産
す
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
大
半
を
占
め
、
一
割
程
度
が
他
地
域
産
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

石
鏃
は
五
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
お
り
、
一
点
の
み
チ
ャ
ー
ト
製
で
他
は
全
て
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
あ
る
。
平
面
形
態
は
、
基

部
の
形
に
よ
り
凹
基
無
茎
式
・
平
基
無
茎
式
・
円
基
無
茎
式
・
凸
基
無
茎
式
の
四
形
態
に
大
別
で
き
る
。
出
土
量
は
、
凹
基
無

茎
式
八
九
％
・
平
基
無
茎
式
二
％
・
円
基
無
茎
式
三
％
・
凸
基
無
茎
式
一
％
・
形
式
不
明
六
％
の
比
率
で
あ
る
。

　

石
錐
は
二
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
お
り
、
全
て
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
あ
る
。
頭
部
や
錐
部
の
形
状
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
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で
い
る
。

　

石
匙
は
一
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
。
平
面
形
態
は
、
刃
線
が
つ
く
り
出
し
（
茎
）
に
対
し
て
ほ
ぼ
直
交
す
る
横
型
、
ほ

ぼ
平
行
す
る
縦
型
、
そ
の
中
間
型
に
大
別
さ
れ
る
。
縦
型
は
横
型
に
比
べ
て
つ
く
り
が
粗
雑
で
あ
る
。
出
土
割
合
は
、
横
型
二

七
％
、
縦
型
六
五
％
、
中
間
型
八
％
で
あ
り
、
縦
型
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

　

石
鍬
は
長
さ
一
五
・
九
セ
ン
チ
、
刃
部
幅
六
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
一
セ
ン
チ
で
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
も
の
が
一
点
出
土
し

て
い
る
。

　

石
斧
は
磨
製
と
打
製
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
出
土
量
は
少
な
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
欠
損
し
て
い
る
。
打
製
の
も
の
の
比
率
が
高
い
。

　

石
皿
は
完
形
の
も
の
は
数
点
で
、
ほ
と
ん
ど
は
破
損
し
た
状
態
で
出
土
し
て
い

る
。

　

台
石
は
、
平
面
形
態
は
約
二
〇
セ
ン
チ
の
ほ
ぼ
円
形
で
、
断
面
は
楕
円
形
を
呈

し
て
い
る
。
一
面
は
中
央
部
に
打
撃
痕
が
あ
り
や
や
窪
ん
で
い
る
も
の
の
平
坦
で
、

反
対
面
は
凸
面
を
呈
し
て
い
る
。
両
面
と
も
無
数
の
不
定
方
向
の
傷
（
打
撃
痕
）

が
あ
り
、
と
く
に
平
坦
面
に
多
く
み
ら
れ
、
台
石
に
対
し
て
垂
直
で
は
な
く
や
や

斜
め
に
当
た
っ
て
い
る
。
石
材
は
砂
岩
で
あ
る
。

　

敲
石
・
磨
石
は
、
側
面
あ
る
い
は
平
坦
面
に
敲こ
う

打だ

痕こ
ん

あ
る
い
は
擦
り
痕
が
み
ら

れ
る
も
の
で
、
一
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
。
平
面
形
態
は
、
円
形
あ
る
い
は

写真４　讃良川遺跡出土縄文土器
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長
楕
円
形
を
呈
し
て
い
る
。
石
材
は
、
砂
岩
が
七
五
％
を
占
め
、
次
に
花
崗
岩
で
一
四
％
、
残
り
一
一
％
が
そ
の
他
の
石
材
と

な
っ
て
お
り
圧
倒
的
に
砂
岩
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

　

錘
は
石
製
の
も
の
と
土
製
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

　

石
錘
は
、
総
数
で
一
三
三
点
出
土
し
て
い
る
。
縄
か
け
は
、
打
ち
欠
き
と
切
り
目
の
二
種
類
が
出
土
し
て
い
る
。
打
ち
欠
き

石
錘
は
七
二
点
出
土
し
て
お
り
、
平
面
形
態
は
、
幅
が
狭
く
、
細
長
い
長
楕
円
形
、
断
面
は
板
状
あ
る
い
は
不
整
な
楕
円
形
を

呈
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
打
ち
欠
き
部
は
、
上
下
で
は
大
き
さ
の
異
な
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
完
形
品
の
長
軸

は
三
･
六
〜
一
二
･
六
セ
ン
チ
、
短
軸
は
二
･
一
〜
九
･
四
セ
ン
チ
、
重
さ
七
･
五
〜
四
四
一
･
六
グ
ラ
ム
で
一
五
〜
四
五
グ

ラ
ム
の
範
囲
の
も
の
が
最
も
多
い
。
四
四
一
･
六
グ
ラ
ム
で
本
遺
跡
出
土
の
石
錘
で
最
大
の
重
量
を
有
す
る
も
の
は
、
縄
か
け

の
打
ち
欠
き
が
四
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
石
材
は
、
砂
岩
が
四
〇
％
を
占
め
る
。
切
り
目
石
錘
は
六
一
点
出
土
し
て
お
り
平
面
形

態
は
、
幅
が
狭
く
、
細
長
い
長
楕
円
形
、
断
面
は
板
状
あ
る
い
は
不
整
な
楕
円
形
を
呈
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
完
形
品

の
長
軸
は
四
･
三
〜
九
･
一
セ
ン
チ
、
短
軸
は
二
･
六
〜
五
･
七
セ
ン
チ
、
重
さ
一
四
･
七
〜
八
五
･
三
グ
ラ
ム
で
一
五
〜
五

〇
グ
ラ
ム
の
範
囲
の
も
の
が
最
も
多
い
。
石
材
は
、
粘ね
ん

板ば
ん

岩
・
泥で
い

岩
・
砂
岩
が
大
半
を
占
め
る
。
切
り
目
石
錘
は
、
船
元
Ⅱ
式

に
共
伴
し
て
出
土
し
て
い
る
。

　

土
製
品
と
し
て
は
、
土
器
片
錘
、
円
盤
状
土
製
品
と
耳
栓
が
あ
る
。

　

土
器
片
錘
は
土
器
を
適
当
な
大
き
さ
に
打
ち
欠
い
て
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
り
一
六
〇
点
確
認
で
き
、
う
ち
完
形
品
は
一
二
九

点
あ
る
。
縦
の
長
さ
二
･
一
〜
九
･
八
セ
ン
チ
、
横
の
長
さ
二
･
五
〜
八
･
〇
セ
ン
チ
、
厚
み
〇
･
五
〜
一
･
三
セ
ン
チ
、
重

さ
は
六
･
一
〜
七
四
･
六
グ
ラ
ム
を
測
り
、
重
さ
は
一
〇
〜
二
〇
グ
ラ
ム
と
二
〇
〜
三
〇
グ
ラ
ム
の
数
値
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
全
体
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の
三
二
％
の
割
合
を
占
め
る
。
形
状
は
縦
長
・
横
長
・
正
方
形
・
円
形
・
不
整
形
な
四
角
形
等
で
あ
り
、
土
器
底
部
を
使
用
し

た
も
の
も
あ
る
。
縄
か
け
は
、
ほ
と
ん
ど
が
打
ち
欠
き
で
あ
る
が
、
切
り
目
、
十
字
が
け
の
も
の
が
各
一
点
出
土
し
て
い
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
土
器
片
は
、
船
元
Ⅰ
式
〜
Ⅲ
式
の
も
の
で
、
赤
彩
の
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
土
器
片
錘
と
同
じ
よ
う
に
土
器
片
の
周
辺
を
打
ち
欠
い
て
成
形
し
た
形
状
で
縄
か
け
打
ち
欠
き
の
な
い
円
盤
状
の
用

途
不
明
土
製
品
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

　

石
錘
お
よ
び
土
器
片
錘
の
出
土
状
況
か
ら
讃
良
川
の
縄
文
人
た
ち
は
網
を
使
っ
た
漁
法
で
海
の
幸
を
手
に
入
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

耳
栓
は
、
七
点
出
土
し
て
い
る
。
大
き
さ
は
長
さ
一
三
〜
二
四
ミ
リ
、
径
一
九
〜
二
九
ミ
リ
の
も
の
で
、
形
態
は
、
胴
部
中

央
に
く
び
れ
を
有
す
る
臼
形
の
も
の
で
あ
る
。
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
無
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
心
部
に
貫
通

す
る
孔
を
有
す
る
も
の
と
無
い
も
の
が
あ
る
。
赤
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
現
在
の
ピ
ア
ス
の
よ
う
に
耳
朶た
ぶ

に
孔
を

あ
け
て
付
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

骨
角
器
と
し
て
は
、
ヤ
ス
・
釣
り
針
が
あ
る
が
数
点
で
あ
る
。
装
飾
品
と
し
て
は
、
サ
メ
の
歯
・
小
動
物
の
歯
・
イ
ノ
シ
シ

の
牙
の
垂
飾
り
が
あ
る
。
出
土
し
て
い
る
骨
は
、
陸
上
動
物
の
哺
乳
類
で
は
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
大
半
を
占
め
、
ニ
ホ

ン
ザ
ル
・
タ
ヌ
キ
・
ノ
ウ
サ
ギ
・
ヘ
ビ
、
鳥
類
で
は
サ
ギ
・
カ
モ
、
魚
類
で
は
淡
水
の
コ
イ
・
フ
ナ
・
ナ
マ
ズ
・
カ
エ
ル
、
海

の
ク
ロ
ダ
イ
・
ヘ
ダ
イ
・
ボ
ラ
・
ス
ズ
キ
・
フ
グ
・
サ
メ
・
ト
ビ
エ
イ
・
ウ
ミ
ガ
メ
・
コ
チ
・
ギ
ギ
・
マ
グ
ロ
・
イ
ワ
シ
な
ど

で
あ
る
。
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四　

ク
リ
の
貯
蔵
穴

　
め
ず
ら
し

い
貯
蔵
穴　
　

貯
蔵
穴
は
、
北
東
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
斜
面
を
降
り
た
平
坦
面
で
、
形
態
の
異
な
る
も
の
を
大
小
二
ヵ
所

ず
つ
四
ヵ
所
発
見
し
た
。

　

貯
蔵
穴
１
は
、
入
口
の
直
径
二
･
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
･
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
円
形
で
袋
状
を
呈
し
て
お
り
、
内
部
に
は

縄
文
土
器
や
獣
骨
な
ど
と
と
も
に
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
貝
層
が
み
ら
れ
た
。
貝
層
は
上
下
二
層
に
分
か
れ
、
上
層
が
淡
水

産
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
下
層
は
汽
水
か
ら
海
水
産
の
マ
ガ
キ
が
ま
と
ま
っ
て
堆
積
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
下

層
（
最
下
層
）
で
貯
蔵
の
た
め
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
ク
リ
を
発
見
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
穴
が
貯
蔵
穴
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
貯
蔵
穴
の

入
口
周
辺
に
は
、
幅
一
･
一
〜
一
･
三
メ
ー
ト
ル
、
最
大
高
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の

黄
色
粘
質
土
の
土
手
状
の
土
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
た
。
貯
蔵
穴
２
は
、
入
口
の
直

径
一
･
九
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
･
七
メ
ー
ト
ル
の
円
形
で
袋
状
を
呈
し
て
い
る
。

貯
蔵
穴
３
は
、
入
口
の
直
径
二
･
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
･
六
メ
ー
ト
ル
で
、
円

形
で
浅
い
皿
状
を
呈
し
て
い
る
。
貯
蔵
穴
４
は
、
楕
円
形
の
入
口
を
も
ち
、
長
軸

三
･
四
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
二
･
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
･
四
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
皿

状
を
呈
し
て
い
る
。
貯
蔵
穴
４
を
除
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
貯
蔵
穴
の
入
口
周
辺
に
は
、

幅
約
〇
･
四
〜
一
･
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
〜
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
黄
色
粘
質
土

の
高
ま
り
が
リ
ン
グ
状
に
み
ら
れ
た
。
土
手
状
の
高
ま
り
は
意
図
的
に
構
築
さ
れ

貯蔵穴 2
貯蔵穴 1

貯蔵穴 3

写真５　讃良川遺跡出土貯蔵穴群



第二章　黎明期の寝屋川市域

37

て
お
り
、
貯
蔵
穴
周
辺
の
地
山
を
単
に
盛
上
げ
た
も
の
で
は
な
く
、

他
所
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
黄
色
粘
質
土
を
持
ち
運
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
遺
構
は
他
に
類
例
が
な
く
、
貯
蔵
穴
の
構
造
研
究
に
新
た
な

資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貯
蔵
穴
の
内
部
か
ら
は

縄
文
土
器
や
獣
骨
・
魚
骨
等
が
出
土
し
て
お
り
、
貯
蔵
穴
は
そ
の
機

能
を
失
っ
た
後
、「
ご
み
穴
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
　

五　

縄
文
文
化
の
終
焉

　
縄
文
時
代　

の
終
わ
り　
　

縄
文
時
代
の
終
わ
り
は
、
次
の
弥
生
時
代
と
の
出
会

い
で
あ
る
。
狩
猟
採
集
を
生
活
基
盤
に
お
い
て
い
た

縄
文
時
代
と
、
水
田
稲
作
農
耕
を
生
活
基
盤
に
お
く
弥
生
時
代
と
の

文
化
的
差
異
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

　

一
万
年
以
上
も
続
い
た
縄
文
文
化
に
は
、
時
間
的
な
変
化
と
南
北

に
長
い
日
本
列
島
に
お
け
る
地
域
的
な
違
い
が
当
然
生
じ
て
い
る
。

　

東
の
縄
文
社
会
で
は
、
定
住
が
確
立
し
た
早
期
後
半
か
ら
前
期
以

降
、
中
期
後
半
に
最
盛
期
を
迎
え
、
後
期
・
晩
期
に
お
い
て
、
集
落

は
激
減
す
る
。
定
住
を
完
成
さ
せ
る
一
方
で
狩
猟
採
集
生
活
の
限
界

①①
②②

③③④④
⑤⑤⑥⑥ ⑤⑤

①①

⑧⑧
⑦⑦

⑫⑫⑪⑪⑩⑩
⑬⑬⑭⑭

マガキ

セタシジミ
⑨⑨
⑩⑩

⑮⑮
⑫⑫１m0

① 明黄褐色粘質土層
② 明緑灰色砂質土層
③ ⑦の砂質で白色砂粒を多く含む
④ ⑧に白色砂粒を多く含む
⑤ ③の砂層

⑥ 暗青灰色砂質土層
⑦ 青灰色粘質土層（シルトぎみ）
⑧ 黒色粘質土層
⑨ ⑧に緑色かかっている
⑩ 暗青灰色粘質土層（炭混じり）

⑪ 暗青灰色粘質土層
⑫ 緑灰色粘質土層
⑬ 暗緑灰色粘質土層
⑭ 暗灰色粘質土層
⑮ 　〃　（ドングリ層）

図 12　讃良川遺跡出土貯蔵穴 1断面図
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的
状
況
に
あ
り
、
生
活
の
内
容
も
質
も
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
、
文
化
の
新
た
な
展
開
は
み
ら
れ
な
く
な
り
停
滞
要
素
の
強

い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
近
畿
地
方
以
西
の
地
域
で
は
後
期
以
降
に
集
落
が
増
え
、
と
く
に
九
州
地
方
に
お
い
て
も
、
後
期
後
半
か

ら
環
状
集
落
を
つ
く
っ
て
定
住
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
大
阪
湾
沿
岸
地
域
に
お
い
て
は
後
期
以
降
の
縄
文

時
代
の
遺
跡
数
は
急
激
な
増
加
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　
稲
作
と
縄
文
人　
列
島
に
稲
作
が
は
い
っ
て
き
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
と
議
論
の
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
岡

山
県
真
庭
市
姫
笹
原
遺
跡
の
籾
圧
痕
付
き
土
器
は
縄
文
中
期
の
も
の
と
い
わ
れ
、
同
じ
く
岡
山
県
総
社
市

南
溝
手
遺
跡
・
倉
敷
市
福
田
貝
塚
出
土
の
籾
圧
痕
付
き
の
土
器
は
縄
文
時
代
後
期
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
青
森
県
八
戸

市
風
張
遺
跡
か
ら
は
炭
化
米
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
縄
文
後
期
に
該
当
す
る
住
居
跡
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

縄
文
時
代
に
イ
ネ
の
存
在
は
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
水
稲
な
の
か
陸
稲
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

水
田
稲
作
は
列
島
に
水
田
稲
作
文
化
が
受
容
さ
れ
て
一
〇
〇
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
本
州
北
端
の
津
軽
半
島
ま
で
伝
播
し

た
。
そ
れ
は
、
縄
文
社
会
の
伝
統
的
な
生
産
活
動
で
あ
る
狩
猟
・
採
集
活
動
の
限
界
、
自
然
環
境
の
変
化
が
水
田
稲
作
農
耕
を

受
容
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

本
市
域
で
は
、
滋
賀
里
Ⅲ
（
籾
痕
跡
）・
Ⅳ
式
の
土
器
を
出
土
す
る
長
保
寺
遺
跡
、
縄
文
時
代
晩
期
後
半
の
船
橋
式
・
長
原
式

の
突と
っ

帯た
い

文も
ん

土
器
の
一
群
を
出
土
す
る
高
宮
八
丁
遺
跡
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
縄
文
・
弥
生
両
時
代
の
交
差
す
る
時
期
に
あ
た
る
遺
跡

で
あ
る
。
遺
跡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
両
遺
跡
と
も
土
器
の
出
土
が
少
量
で
あ
っ
た
り
、
遺
構
等
が
不
明
で
あ
る
の
で
明
ら
か
で
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は
な
い
が
、
河
内
湾
東
北
部
に
お
い
て
水
田
稲
作
農
耕
の
動
き
が
み
ら
れ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

　

最
近
の
形
質
人
類
学
の
研
究
か
ら
北
部
九
州
で
発
見
さ
れ
る
縄
文
時
代
晩
期
や
弥
生
時
代
早
期
の
人
骨
に
は
縄
文
的
形
質
を

多
く
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
現
在
は
北
部
九
州
や
近
畿
地
方
に
お
い
て
渡
来
系
の
人
と
判
定

さ
れ
る
人
骨
の
出
土
は
少
な
く
、
今
後
の
資
料
の
蓄
積
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
水
田
稲
作
農
耕
の
先
進
地
帯
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
瀬
戸
内
・
近
畿
地
方
に
お
い
て
も
、
稲
作
農
耕
を
受
容
し
て
い
っ
た
の
は
在
地
の
縄
文
人
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
列
島
各
地
に
住
ん
で
い
た
縄
文
人
が
、
大
陸
か
ら
の
さ
ほ
ど
多
く
な
い
渡
来
人
の
文
化
の
影
響
を
受
け
、
農
耕
社
会
へ

と
移
行
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
岡
村
道
雄
『
日
本
の
歴
史
』
第
一
巻　

縄
文
の
生
活
誌　

改
訂
版　

講
談
社　

二
〇
〇
二
年
）。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
証
す
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
検
証
を
し
、
事
実
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
考

古
学
に
お
け
る
課
題
は
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

写真６　讃良郡条里遺跡出土の畿内
最古の弥生土器
（㈶大阪府文化財センター提供）
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第一節　潟湖畔の高宮八丁遺跡

第
三
章　

稲
作
の
始
ま
り

第
一
節　

潟
湖
畔
の
高
宮
八
丁
遺
跡

一　

稲
作
の
ル
ー
ツ

　

注
目
あ
び
る
長

江
中
・
下
流
域　
　

縄
文
海か
い

進し
ん

の
最
盛
期
に
は
海
が
京
阪
電
鉄
寝
屋
川
市
駅
の
北
方
約
五
キ
ロ
付
近
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
。

そ
の
数
千
年
後
に
な
る
と
、
水
域
は
縮
小
し
大
阪
湾
と
接
す
る
一
部
を
除
き
淡
水
域
化
し
て
い
た
。
河か
わ

内ち

潟が
た

の
誕
生
で
あ
る
。
寝
屋
川
市
駅
の
南
西
一
キ
ロ
の
木
田
元
町
付
近
ま
で
陸
化
が
進
み
、
市
立
中
木
田
中
学
校
の
西
側
一
帯

に
は
間
も
な
く
稲
作
に
か
か
わ
る
ム
ラ
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
河
内
潟
の
畔ほ
と
り

に
は
、
近
畿
地
方
で
も
っ
と
も
早
い
段
階

の
弥
生
ム
ラ
が
出
現
す
る
。

　

さ
て
日
本
型
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
）
の
稲
の
起
源
地
と
栽
培
開
始
の
時
期
に
つ
い
て
、
第
二
次
大
戦
以
前
に
は
中
国
華
中
の
河
南

省
め
ん
ち池
県
仰ヤ
ン
シ
ャ
オ韶
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
た
。
中
国
考
古
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
質
学
者
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
（
一
八
七
四
〜
一
九
六
〇
）
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
発
見
し
、
の
ち
に
籾
圧
痕
を
も
つ
土
器
と
報
告
し
た
前

三
〇
〇
〇
年
頃
の
例
（
約
半
世
紀
後
に
紅
焼
土
塊
と
判
明
、
佐
藤
敏
也
『
日
本
の
古
代
米
』
雄
山
閣　

一
九
七
一
年
）
が
知
ら
れ
て
い
た

が
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
以
降
、
長
江
河
口
付
近
の
淅
江
省
河か

姆ぼ

渡と

遺
跡
で
約
七
〇
〇
〇
年
前
の
大
規
模
な
水
田
稲

作
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
長
江
中
流
域
の
河
南
省 

彭ほ
う

頭と
う

山ざ
ん

遺
跡
・
湖
北
省
城じ
ょ
う

背は
い

渓け
い

遺
跡
で
さ
ら
に
一
〇
〇
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〇
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
の
稲
作
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
今
で
は
長
江
中
・
下
流
域
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
厳
文
明
「
世
界
最
古
の
土
器
と
稲
作
の
起
源
」『
季
刊
考
古
学
』
第
五
六
号　

雄
山
閣
出
版　

一
九
九
六
年
）。

　

日
本
列
島
で
日
本
型
の
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
弥
生
時
代
は
、
日
本
文
化
の
成
立
期
で
あ
る
。
日
本
文
化
の
基
調

と
し
て
の
稲
作
農
耕
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
農
耕
儀
礼
や
日
本
語
・
機は
た

織お

り
技
術
な
ど
も
こ
の
時

代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
。
長
江
下
流
域
か
ら
東
シ
ナ
海
経
由
で
、
無む

文も
ん

土ど

器き

時
代
（
青
銅
器
時
代
）
の
朝
鮮
半
島
に
も

た
ら
さ
れ
た
稲
作
農
耕
が
、
そ
れ
か
ら
数
世
紀
を
経
て
中
国
が
春
秋
末
・
戦
国
の
時
代
を
迎
え
、
東
ア
ジ
ア
の
政
情
が
不
安
定

に
な
っ
た
頃
に
北
部
九
州
に
伝
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
無
文
土
器
時
代
中
期
の
朝
鮮
半
島
南
部
の
稲
作
農
耕
民
た
ち
が
、
玄
界

灘
を
渡
り
移
住
し
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
部
九
州
に
日
本
列
島
最
初
の
稲
作
文
化
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
弥
生
文
化
を
構
成
す
る
稲
と
農
耕
具
、
石い
し

庖ぼ
う

丁ち
ょ
う

や
太ふ
と

形が
た

蛤
は
ま
ぐ
り

刃ば

石
斧
・
抉え
ぐ
り

入い
り

柱ち
ゅ
う

状じ
ょ
う

片か
た

刃は

石
斧
・
柱
状
片
刃
石
斧
・

扁
平
片
刃
石
斧
（
一
巻
一
七
七
・
一
八
〇
〜
一
・
一
八
三
〜
四
・
一
九
七
〜
二
〇
三
頁
）
な
ど
の
大
陸
系
磨
製
石
器
、
多た

鈕ち
ゅ
う

細さ
い

文も
ん

鏡
き
ょ
う

や
銅
鐸
な
ど
の
青
銅
器
、
住
居
や
集
落
形
態
な
ど
様
々
な
文
化
要
素
が
、
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
北
部
九
州
に
も
た
ら
さ
れ
、
こ

れ
が
近
畿
地
方
に
や
や
後お
く

れ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
水
と
の
た

た
か
い　
当
時
の
河
内
平
野
は
河
内
潟
の
水
域
が
広
が
り
、
こ
の
潟
湖
の
周
辺
や
大
阪
湾
の
沿
岸
に
最
初
の
弥
生
集
落
が

出
現
し
て
い
る
。
畿
内
弥
生
時
代
前
期
古
段
階
の
土
器
を
も
つ
集
落
遺
跡
と
し
て
、
大
阪
湾
岸
で
は
尼
崎
市
上

ノ
島
や
堺
市
四
ツ
池
が
あ
り
、
河
内
の
潟
湖
畔
で
は
本
市
の
高
宮
八
丁
・
四
條
畷
市
雁か
り

屋や

・
東
大
阪
市
鬼き

虎と
ら

川が
わ

・
八
尾
市
〜
東

大
阪
市
の
山や
ま

賀が

な
ど
が
あ
る
。

　

河
内
の
潟せ
き

湖こ

畔
に
営
ま
れ
た
低
湿
地
の
ム
ラ
の
中
に
は
、
大
和
川
水
系
の
楠
根
川
や
玉
串
川
な
ど
の
氾
濫
原
の
中
に
立
地
す
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る
も
の
が
あ
る
。
大
遺
跡
と
し
て
学
史
に
名
を
留
め
た
東
大
阪
市
瓜う
り
ゅ
う生
堂ど
う

遺
跡
は
、

標
高
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
低
地
に
前
期
の
生
活
面
が
あ
り
、
中
期
は
じ
め
の
大
氾

濫
に
よ
っ
て
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
再
び
ム
ラ
は
復
活

す
る
も
の
の
中
期
終
わ
り
頃
の
氾
濫
は
す
さ
ま
じ
く
、
運
ば
れ
て
来
た
土
砂
は
二

メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
し
、
人
び
と
は
ム
ラ
を
棄
て
て
し
ま
う
。

　

淀
川
水
系
で
は
水
害
で
埋
も
れ
た
弥
生
ム
ラ
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
河
川

の
規
模
や
水
量
、
そ
し
て
仁
徳
紀
な
ど
が
伝
え
る
治
水
伝
説
、
歴
史
上
の
洪
水
記

録
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
大
和
川
水
系
よ
り
も
水
と
た
た
か
う
弥
生
の
日
々
は

悲
惨
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
六
月
に
降

り
始
め
た
豪
雨
で
、
茨
田
郡
葛
原
村
の
堤
防
が
七
月
に
決
壊
し
た
洪
水
は
「
点
野

村
切
所
一
件
留
」
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
東
光
治
編
『
河
内
九
個
荘
村
郷
土
誌
』

九
個
荘
村
役
場　

一
九
三
七
年　

二
四
一
〜
五
一
頁
）。
こ
の
時
の
す
さ
ま
じ
い
寝
屋
川
・
門
真
・
守
口
一
帯
の
洪
水
被
害
の
記
録
は
、

心
斎
橋
筋
の
扇
子
屋
小
橋
屋
宇
兵
衛
が
絵
筆
を
ふ
る
っ
て
記
録
し
た
「
榎
並
八
箇
洪
水
記
」
上
下
二
冊
に
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
の

報
道
記
録
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
京
都
に
き
て
い
た
滝
沢
馬
琴
も
こ
の
水
害
の
情
況
を
随
筆
『
羈
旅
漫
録
』

に
書
い
て
い
る
。

写真 7　高宮八丁遺跡出土の壷（弥生前期中段階）
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二　

縄
文
と
弥
生
の
接
点

　
環
濠
集
落　
近
畿
地
方
で
、
稲
作
農
耕
伝
播
当
時
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
紀
伊
水
道
に
面
し
た
御

坊
市
の
堅か
た

田だ

遺
跡
で
あ
る
（
久
貝
健
「
和
歌
山
県
御
坊
市
堅
田
遺
跡
の
弥
生
時
代
前
期
環
濠
集
落
跡
」『
考
古
学
雑
誌
』

第
八
五
巻
第
一
号　

一
九
九
九
年
）。
日
高
川
河
口
に
近
い
海
抜
約
二
メ
ー
ト
ル
の
低
地
に
三
重
の
環か
ん

濠ご
う

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
こ
の

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期
末
に
は
な
ぜ
か
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
畿
内
弥
生
前
期
古
段
階
土
器
と
縄
文
晩
期
末
の
土
器

に
と
も
な
っ
て
朝
鮮
系
の
無
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
環
濠
内
で
発
見
さ
れ
た
一
七
棟
の
竪
穴
式
住
居
の
う
ち
の
四
棟

は
、
韓
国
忠
清
南
道
扶
余
郡
松し
ょ
う

菊き
く

里り

遺
跡
に
特
徴
的
な
松
菊
里
型
の
住
居
址
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
今
の
と
こ
ろ
国
内
最
古
の

青
銅
器
の
工
房
跡
（
畿
内
前
期
中
段
階
以
前
）
が
検
出
さ
れ
、
国
内
最
古
の
弥
生
前
期
（
畿
内
前
期
新
段
階
）
青
銅
器
鋳
型
（
ヤ
リ

ガ
ン
ナ
砂
岩
鋳
型
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
鋳
型
は
、
別
の
鋳
型
と
し
て
使
用
し
た
も
の
の
再
利
用
品
で
あ
っ
た
。
な
お
松

菊
里
遺
跡
は
紀
元
前
六
〜
五
世
紀
の
遺
跡
で
、
銅
斧
の
鎔よ
う

笵は
ん

（
以
下
、
鋳
型
と
す
る
）
や
大
量
の
炭
化
米
、
そ
し
て
特
色
あ
る
形

態
の
無
文
土
器
や
竪
穴
式
住
居
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
い
る
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
『
松
菊
里
Ⅰ
』
一
九
七
九
年
）。

　

集
落
を
め
ぐ
る
環か
ん

濠ご
う

は
弥
生
集
落
に
は
つ
き
も
の
と
言
え
る
が
、
韓
国
で
は
無
文
土
器
時
代
前
期
の
遺
跡
に
す
で
に
認
め
ら

れ
、
無
文
土
器
時
代
中
期
の
松
菊
里
の
頃
に
な
る
と
、
間
も
な
く
北
部
九
州
に
日
本
列
島
で
初
め
て
の
環
濠
集
落
が
出
現
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
次
々
に
海
を
渡
っ
て
き
た
新
来
の
人
び
と
が
伝
え
た
稲
作
農
耕
文
化
の
総
体
が
、
北
部
九
州
か
ら
瀬
戸
内

や
大
阪
湾
岸
・
河
内
潟
湖
畔
へ
、
さ
ら
に
畿
内
か
ら
東
海
へ
と
伝
え
ら
れ
本
州
の
北
端
ま
で
に
波
及
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
州
北
端
ま
で
広

が
っ
た
コ
メ
作
り　

西
暦
紀
元
前
後
の
青
森
県
南
津
軽
郡
田い
な
か舎
館だ
て

村
垂た
れ

柳や
な
ぎ

遺
跡
で
は
、
国
道
バ
イ
パ
ス
予
定
地
内
か
ら
、
整

然
と
並
ぶ
水
田
跡
六
五
六
枚
、
弥
生
土
器
、
水
田
跡
に
残
る
一
五
八
六
個
の
老
若
男
女
の
足
跡
な
ど
が
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見
つ
か
っ
て
い
る（
青
森
県
教
育
委
員
会『
垂

柳
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
―
昭
和
五
十
九
年

度
』
一
九
八
五
年
）。
青
森
県
つ
が
る
市
の

亀か
め

ヶが

岡お
か

遺
跡
は
、
東
北
地
方
縄
文
晩
期
土

器
の
総
称
と
し
て
の
亀
ヶ
岡
式
土
器
で

知
ら
れ
る
が
、
炭
化
米
や
籾
の
出
土
が
あ

る
。
弘
前
市
砂
沢
遺
跡
の
砂
沢
式
土
器

は
、
東
北
に
お
け
る
最
後
の
縄
文
土
器
と

も
最
初
の
弥
生
前
期
土
器
と
も
い
わ
れ
、

籾
痕
が
付
く
も
の
も
あ
る
。
太
平
洋
側
の

八
戸
市
松
石
橋
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代

前
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
畿
内
に

伝
え
ら
れ
た
稲
作
は
、
想
像
以
上
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
津
軽
や
八は
ち
の
へ戸
・
下し
も

北き
た

の
地
ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
ら
し
い
と
い
わ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

　

弥
生
時
代
の
稲
作
農
耕
の
南
方
へ
の
伝
播
は
、
考
古
学
的
に
は
九
州
南
端
ま
で
で
あ
る
。
弥
生
土
器
自
体
は
沖
縄
本
島
ま
で

及
ん
で
い
る
が
、
薩
南
諸
島
・
奄
美
諸
島
・
沖
縄
諸
島
・
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
に
お
い
て
、
稲
作
を
物
語
る
遺
跡
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。
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図 13　垂柳遺跡の水田跡
備考：『垂柳遺跡発掘調査報告書―昭和 59 年度』第 18 図・第 55 図より作成



第三章　稲作の始まり

45

　

農
耕
用
の
木
製
の
鍬
な
ど
を
準
備
し
、
灌
漑
施
設
を
持
つ
水
田
を
ひ
ら
き
、
そ
し
て
種
籾
ま
き
の
春
か
ら
秋
の
収
穫
に
至
る

ま
で
の
稲
作
技
術
の
総
体
は
、
決
し
て
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
農
耕
に
伴
う
カ
ミ
ま
つ
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
儀
礼
ま

で
を
含
め
た
稲
作
農
耕
文
化
の
い
っ
さ
い
（
総
体
）
が
、
そ
っ
く
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
種
籾
が
手
に
入
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
経
験
の
な
い
者
に
す
ぐ
に
コ
メ
づ
く
り
が
で
き
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
瀬
戸

内
や
大
阪
湾
に
も
ま
た
外
洋
に
も
通
じ
る
御
坊
市
堅
田
遺
跡
に
、
弥
生
文
化
を
も
た
ら
せ
た
人
び
と
の
出
自
を
ふ
く
め
て
、
畿

内
に
お
け
る
稲
作
農
耕
文
化
開
始
の
頃
の
一
様
で
な
く
多
様
な
文
化
伝
播
の
様
相
が
彷
彿
と
し
て
く
る
。

　
稲
作
開
始 

の
暦
年
代　
　

日
本
列
島
に
お
け
る
稲
作
農
耕
の
開
始
す
な
わ
ち
弥
生
文
化
の
始
ま
り
は
、
北
部
九
州
に
環
濠
集
落
や
水
田
遺

構
を
は
じ
め
と
す
る
稲
作
に
関
わ
る
遺
物
類
の
出
現
す
る
前
五
世
紀
頃
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
で

も
旧
来
の
見
方
に
比
べ
る
と
、
数
世
紀
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
く
な
っ
て
い
る
。

　

考
古
学
的
な
年
代
を
暦
年
代
に
あ
て
る
試
み
の
一
つ
で
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
遺
跡
出
土
の
建
物
の
柱
根
な
ど
を

資
料
と
す
る
年
輪
年
代
法
で
あ
る
。
大
阪
湾
沿
岸
の
環
濠
集
落
と
し
て
知
ら
れ
る
和
泉
市
池
上
曽
根
遺
跡
出
土
の
弥
生
時
代
中

期
後
半
（
畿
内
第
四
様
式
）
の
柱
材
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
紀
元
前
五
二
年
の
年
輪
年
代
測
定
数
値
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
は
こ
の
柱
材
と
な
っ
た
樹
木
の
伐
採
年
が
紀
元
前
五
二
年
と
測
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
年
代
は
そ
れ
ま
で
の
畿

内
に
お
け
る
弥
生
中
期
後
半
の
暦
年
代
観
を
一
世
紀
以
上
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
学
会
の
常
識
的
な
年
代
観

か
ら
み
れ
ば
衝
撃
的
な
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
池
上
曽
根
事
件
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
今
で
は
、
畿
内
弥
生
時

代
の
暦
年
代
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

な
お
弥
生
時
代
の
開
始
の
暦
年
代
に
つ
い
て
、
北
部
九
州
の
初
期
の
稲
作
遺
跡
出
土
の
土
器
に
付
着
し
て
い
た
炭
化
物
な
ど
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の
14　
C
を
、
A
M
S
（
加
速
器
質
量
分
析
）
法
を
用
い
て
測
定
し
た
も
の
を
、
世
界
的

な
規
模
で
の
年
輪
年
代
デ
ー
タ
と
照
合
し
た
研
究
成
果
が
そ
の
後
発
表
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
で
も
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
弥
生
時
代
の
開
始
を
さ
ら
に
約
五
百
年

さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
前
十
世
紀
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
当
分
の
間
は
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
と
ま
ど
い
と
驚
き
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
い
く
と
日
本
と
朝
鮮

半
島
と
の
年
代
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
く
な
り
、
ま
た
稲
作
の
北
部
九
州
か
ら
東
北
地
方
へ

の
伝
播
も
ゆ
っ
く
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
歴
史
の
真
実
な

の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
将
来
の
検
討
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多

す
ぎ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

　

長
保
寺
の
縄
文

土
器
に
籾
痕
　
　

縄
文
時
代
晩
期
末
に
煮
炊
き
用
に
使
用
し
た
土
器
の
破
片
に
、

炭
化
し
た
穀
類
の
キ
ビ
が
付
着
し
て
い
る
も
の
が
、
琵
琶
湖
東

岸
の
安
土
町
（
竜
ヶ
崎
A
遺
跡
・
平
成
十
八
年
調
査
）
で
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
稲
作

の
開
始
さ
れ
る
頃
に
キ
ビ
の
栽
培
・
食
用
が
同
時
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
キ
ビ
な
ど
の
雑
穀
を
栽
培
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
縄
文
時
代
晩
期
末
の
人
び
と
が
、
稲
作
農
耕
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

お
び
た
だ
し
い
量
の
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
高
宮
八
丁
遺
跡
（
一
巻
一
〇
五
〜
二
二
九
頁
）
は
、
広
大
な
河
内
の
潟
湖
北
東

部
に
流
入
し
て
い
た
寝
屋
川
河
口
付
近
の
低
地
に
営
ま
れ
た
大
弥
生
集
落
で
、
炭
化
米
や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
栽
培
植
物
の
種

子
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
数
百
メ
ー
ト
ル
南
西
に
隣
接
す
る
長
保
寺
遺
跡
で
は
、
琵
琶
湖
の
湖
西
南
部
を
標
識
と
す
る
縄

1

0 20cm 2

図 14　長保寺遺跡出土の縄文土器深鉢
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文
時
代
晩
期
前
葉
の
滋し

賀が

里さ
と

Ⅲ
式
期
の
深
鉢
の
破
片
に
籾
の
圧
痕
が
付
い
て
お
り
、
こ
の
滋
賀
里
Ⅲ
式
に
後
続
す
る
深
鉢
で
そ

の
口
縁
や
胴
部
に
突
帯
を
巡
ら
せ
た
晩
期
後
葉
は
じ
め
の
滋
賀
里
Ⅳ
式
を
伴
っ
て
い
た
。
高
宮
八
丁
遺
跡
か
ら
も
こ
の
滋
賀
里

Ⅳ
式
な
ど
、縄
文
時
代
晩
期
の
刻
み
目
突
帯
を
口
縁
部
や
胴
部
に
め
ぐ
ら
せ
る
深
鉢
数
種
が
出
土
し
て
い
る
。
長ち
ょ
う

保ぼ

寺じ

遺
跡
は
、

弥
生
時
代
の
全
期
間
に
わ
た
る
土
器
類
が
出
土
し
て
お
り
、
先
の
籾
痕
を
も
つ
縄
文
時
代
末
の
土
器
は
こ
の
遺
跡
が
い
ち
早
く

稲
作
農
耕
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
市
と
四
條
畷
市
の
接
す
る
あ
た
り
を
西
流
し
て
潟
湖
に
注
い
で
い
た
讃
良
川
沿
い
に
は
、
注
目
さ
れ
る
遺
跡
が
い
く
つ
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
後
期
の
大
阪
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
更さ

良ら

岡
山
遺
跡
か
ら
は
、
晩
期
前
半
の
近
江

的
な
滋
賀
里
式
と
、
晩
期
後
半
の
河
内
的
な
船ふ
な

橋は
し

式
の
深
鉢
が
出
土
し
て
い
る
（
堀
田
啓
一
「
縄
文
遺
跡
と
土
器
の
文
化
」『
大
阪

府
史
』
第
一
巻　

一
九
七
八
年
）。
こ
れ
ら
は
潟
湖
北
東
畔
の
高
宮
八
丁
か
ら
雁か
り

屋や

遺
跡
に
及
ぶ
、
北
河
内
の
旧
讃
良
郡
地
方
で

の
い
ち
早
い
弥
生
ム
ラ
の
成
立
当
時
の
様
相
を
示
唆
し
て
お
り
、
畿
内
に
お
け
る
稲
作
開
始
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
や

や
お
く
れ
て
兵
庫
県
伊
丹
市
口く
ち

酒さ
か

井い

・
大
阪
市
長
原
出
土
の
晩
期
末
土
器
に
も
籾
圧
痕
が
あ
る
。
ま
た
高
宮
八
丁
遺
跡
の
南
方

約
一
〇
キ
ロ
、
潟
湖
南
西
付
近
の
東
大
阪
市
鬼お
に

塚づ
か

遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
晩
期
末
の
土
器
（
船
橋
式
土
器
の
深
鉢
）
と
弥
生
時

代
前
期
の
壷
が
い
っ
し
ょ
に
出
土
し
て
い
る
。

三　

米
と
ド
ン
グ
リ
と

　
見
つ
か
っ
た
稲
の
プ

ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
　

高
宮
八
丁
遺
跡
は
環
濠
集
落
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
弥
生
時
代
の
木
製
の
鍬く
わ

・
鋤す
き

・
竪た
て

杵ぎ
ね

や
、
糸
を
紡

ぐ
土
製
の
紡ぼ
う

錘す
い

車し
ゃ

や
木
製
の
機
織
り
道
具
、
潟
湖
に
小
舟
を
漕
ぎ
だ
す
た
め
の
櫂か
い

な
ど
が
出
土
し
、
当
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時
の
ム
ラ
び
と
達
の
暮
ら
し
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。
水
田
や
住
居
や
共
同
墓
地
な
ど
の
遺
構
は
明
確
で
は
な
い
が
、
潟

湖
側
の
低
湿
地
で
水
田
の
可
能
性
を
示
す
稲
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
住
居
に
つ
い
て
は
竪
穴
式
住

居
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
床
の
住
居
跡
の
建
替
え
を
思
わ
せ
る
柱
穴
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
低
湿
地
に
居
住
す
る
に
は

快
適
な
掘
立
柱
の
高
床
建
築
が
、
倉
庫
と
し
て
だ
け
で
な
く
住
居
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
）
頃
、
千
里
川
と
猪
名
川
と
が
合
流
す
る
氾
濫
原
の
標
高
約
六
メ
ー
ト
ル
の
豊
中
市
勝か
つ

部べ

遺
跡
で
は
、
弥
生
前

期
〜
中
期
に
属
す
多
く
の
柱
穴
や
土
坑
が
み
ら
れ
た
が
、
竪
穴
式
住
居
は
検
出
さ
れ
ず
、
高
床
式
建
物
と
し
て
の
復
原
も
困
難

で
あ
っ
た
が
、
高
宮
八
丁
遺
跡
と
ど
こ
か
類
似
し
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
潟
湖
南
岸
中
央
部
付
近
で
、
洪
水
に
よ
る

膨
大
な
土
砂
に
埋
没
し
て
い
た
瓜う
り
ゅ
う生
堂ど
う

遺
跡
の
上
流
（
楠
根
川
）
約
一
キ
ロ
の
山
賀
遺
跡
の
前
期
土
器
は
、
壷
の
頸
部
と
胴
部

の
間
に
段
を
も
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
東
大
阪
市
と
八
尾
市
に
ま
た
が
る
前
期
古
段
階
の
弥
生
土
器
を
も
つ
ム
ラ
と
し
て
話

題
と
な
っ
た
集
落
遺
跡
で
、
瓜
生
堂
遺
跡
に
先
行
し
て
ム
ラ
を
営
ん
で
い
た
。
埋
没
し
た
こ
の
遺
跡
の
北
と
南
の
調
査
区
か
ら
、

弥
生
前
期
の
水
田
の
畦け
い

畔は
ん

や
用
水
路
や
ヒ
ト
の
足
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
河
内
低
地
で
最
初
に
稲
作
を
始
め
た

ム
ラ
か
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
住
居
跡
は
高
床
式
の
掘
立
柱
建
物
群
で
あ
っ
た
。

　

百
面
以
上
の
前
期
水
田
が
検
出
さ
れ
た
滋
賀
県
守
山
市
服
部
遺
跡
は
、
近
江
太
郎
の
異
名
を
も
つ
野や

洲す

川
流
域
の
大
遺
跡
で
、

未
検
出
の
水
田
跡
は
さ
ら
に
数
百
面
が
地
下
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
墓
域
の
下
層
か
ら
縄
文
晩
期
末
の
船

橋
式
土
器
の
甕
や
、
河
内
（
生
駒
西
麓
）
胎た
い

土ど

の
壷
の
頸
部
と
肩
部
の
間
に
削
り
出
し
の
突
帯
を
も
つ
弥
生
前
期
中
段
階
の
土

器
が
出
土
し
て
い
る
。
河
内
と
の
か
か
わ
り
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
前
期
の
水
田
の
跡
は
、
神
戸
市
須
磨
区
戎
町
遺
跡
や
同
東
灘
区
本
庄
町
遺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
（
森
岡
秀
人
・
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村
川
義
典
「
摂
津
国
」
村
川
行
弘
編
『
兵
庫
県
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
六
年
）。

　

さ
て
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
と
は
、
イ
ネ
科
植
物
だ
け
が
そ
の
葉
身
に
大
量
に
作
り
だ
す
ガ
ラ
ス
状
の
珪
酸
体
が
、
土
壌
中
に

残
存
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
藤
原
宏
志
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
種
類
の
多
い
イ
ネ
科
植
物
の
細
判
別
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で

（
藤
原
宏
志
「
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
分
析
に
よ
る
古
代
栽
培
植
物
遺
物
の
探
索
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
二
巻
第
二
号　

一
九
七
六
年
）、
稲

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ネ
科
の
穀
物
農
耕
の
開
始
・
存
在
を
探
る
有
力
な
分
析
法
で
あ
る
。
な
お
本
市
付
近
で
弥
生
時
代
の
水
田

跡
は
、
高
宮
八
丁
遺
跡
南
方
約
三
キ
ロ
の
潟
湖
東
縁
北
部
に
あ
っ
て
、
弥
生
時
代
の
全
期
間
の
長
期
に
わ
た
り
存
続
し
た
四
條

畷
市
雁
屋
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
（
四
條
畷
市
教
育
委
員
会
『
府
立
四
條
畷
保
健
所
改
築
工
事
に
伴
う
雁
屋
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
一

九
九
四
年
）。

　

寒
冷
な
青
森
県
垂た
れ

柳や
な
ぎ

遺
跡
で
六
五
六
枚
の
弥
生
水
田
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
来
の
作
物
学
の
常
識
か
ら
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
考
古
学
や
古
代
史
に
と
っ
て
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
五
六
枚
の
水
田
は
、
こ
れ
で
こ
の

ム
ラ
の
全
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
調
査
区
域
外
に
さ
ら
に
広
が
る
と
い
え
、
検
出
さ
れ
た
水
田
面
積
は
三
九
六
七
平
方
メ
ー

ト
ル
で
約
四
反
歩
に
す
ぎ
な
い
。
広
大
な
水
田
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
弥
生
後
期
の
静
岡
県
静
岡
市
登
呂
遺
跡
で
も
、
約
七
万

平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
七
町
一
反
）
で
、
と
て
も
毎
日
の
米
食
を
ま
か
な
う
こ
と
な
ど
困
難
で
あ
る
（
村
川
行
弘
・
瀬
川
芳
則
・
岡
田

保
造
『
倭
人
の
時
代
』
清
文
堂　

一
九
八
〇
年
）。

　
ド
ン
グ
リ
ピ
ッ
ト　
　

高
宮
八
丁
遺
跡
で
貯
蔵
穴
の
ひ
と
つ
（
直
径
約
九
〇
セ
ン
チ
）
か
ら
大
量
の
ド
ン
グ
リ
が
発
見
さ
れ
て
い

る
（
一
巻
八
〇
七
頁
図
版
二
一
）。
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
抜
き
し
て
、
食
用
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の

一
基
の
貯
蔵
穴
か
ら
も
少
量
の
ド
ン
グ
リ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
と
も
に
弥
生
前
期
中
葉
か
ら
前
期
末
の
遺
構
で
あ
っ
た
。
河
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内
で
ド
ン
グ
リ
を
た
く
さ
ん
貯
蔵
し
て
い
た
弥
生
遺
跡
と
し
て
は
、
初
め
て
の
例

で
あ
る
。
同
じ
頃
の
大
和
で
は
、
奈
良
県
田
原
本
町
の
唐
古
・
鍵
遺
跡
で
直
径
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
楕
円
形
の
ド
ン
グ
リ
ピ
ッ
ト
内
に
、
カ
シ
・
シ
イ
・
コ
ナ
ラ
が

バ
ケ
ツ
一
杯
分
あ
っ
た
と
い
う
（
寺
沢
薫
・
千
賀
久
『
日
本
の
古
代
遺
跡
』
５
奈
良
中

部　

保
育
社　

一
九
八
三
年
）。

　

弥
生
遺
跡
か
ら
ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
・
シ
イ
・
ト
チ
の
実
や
モ
モ
の
種
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
は
、
前
代
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
縄
文
晩
期
の
岡
山
県
赤
磐
市
南

方
前
池
遺
跡
で
は
、
乾
燥
の
良
い
台
地
に
直
径
約
一
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
約
一
メ
ー

ト
ル
の
貯
蔵
穴
が
十
数
ヵ
所
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
ド
ン
グ
リ
や
ト
チ
を
ぎ
っ

し
り
詰
め
込
ん
だ
上
に
木
の
葉
や
枝
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
冬
期
の
食
糧
備
蓄
を
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
も
あ
っ
た
。

　

弥
生
時
代
の
北
部
九
州
や
本
州
西
端
で
は
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
断
面
形
が
フ
ラ
ス
コ
状
に
な
る
袋ふ
く
ろ

状
貯
蔵
穴
が
群

れ
を
な
し
て
発
見
さ
れ
る
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
福
岡
県
小
郡
市
津つ

古こ

内う
ち

畑は
た

遺
跡
か
ら
は
、
前
期
後
半
か
ら
中
期
初
め
の
二
六

〇
基
の
貯
蔵
穴
が
検
出
さ
れ
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
袋
状
で
あ
っ
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
津
古
内
畑
遺
跡
―
第
５
次
遺
構
篇
』
一
九
七

四
年
）。
た
だ
し
高
宮
八
丁
遺
跡
の
場
合
は
、
こ
う
し
た
高
燥
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
常
時
水
が
湧
い
て
い
る
井
戸
状
の

ア
ク
抜
き
用
遺
構
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
ド
ン
グ
リ
・
ク
リ
・
シ
イ
・
ク
ル
ミ
等
は
、
前
代
以
来
の
大
切
な
保
存
食

糧
で
あ
っ
た
。

写真８　高宮八丁遺跡のドングリ貯蔵穴
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た
と
え
ば
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
の
八
ヶ
岳
南
山
麓
で
発
見
さ
れ
た
烏
帽
子
・
藤
内
遺
跡
の
縄
文
中
期
の
第
九
号
住
居
址

は
、
お
そ
ら
く
は
雪
の
積
も
っ
た
状
態
の
時
に
、
火
災
で
倒
壊
し
て
自
然
鎮
火
し
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
ク
リ
ば
か
り
が
竪
穴
式
住
居
の
床
一
面
に
五
〜
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
堆
積
し
て
い
た
（
藤
森
栄
一
編
『
井
戸
尻
』
中
央

公
論
美
術
出
版　

一
九
六
五
年
）。
天
井
に
置
か
れ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
ク
リ
が
落
ち
て
来
た
ら
し
い
（
藤
森
栄
一
『
縄
文
の
世
界
』

講
談
社　

一
九
六
九
年
）。
私
は
冬
期
の
保
存
食
糧
と
し
て
、美
味
な
ク
リ
の
実
ば
か
り
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、

縄
文
の
ク
リ
林
の
形
成
と
維
持
を
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
瀬
川
芳
則
「
縄
文
人
の
暮
ら
し
」
前
掲
『
倭
人
の
時
代
』）。

　
遺
跡
出
土　

の
食
資
源
　

参
考
ま
で
に
当
時
の
食
資
源
を
、
潟
湖
の
湖
畔
付
近
の
遺
跡
出
土
資
料
か
ら
見
て
お
こ
う
。
潟
湖
の
南
岸
で
は
、

瓜
生
堂
遺
跡
で
出
土
し
た
食
用
に
な
る
植
物
に
、
カ
ヤ
・
カ
シ
類
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
・
ヤ
マ
モ
モ
・
ム
ク
ノ
キ
・

サ
ク
ラ
類
・
モ
モ
・
ト
チ
ノ
キ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
・
ブ
ド
ウ
類
・
ヒ
シ
・
フ
ク
ベ
・
マ
ク
ワ
ウ
リ
・
イ
ネ
が
あ
る
。
栽
培
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
は
イ
ネ
・
フ
ク
ベ
・
マ
ク
ワ
ウ
リ
・
モ
モ
で
あ
る
（
粉
川
昭
平
「
瓜
生
堂
遺
跡
出
土
の
植
物
種
子
類
」『
瓜
生
堂
遺

跡
Ⅱ
』
瓜
生
堂
遺
跡
調
査
会　

一
九
七
三
年
）。

　

河
内
平
野
に
広
が
っ
て
い
た
水
域
が
、
海
水
か
ら
淡
水
へ
と
大
き
く
環
境
を
変
化
さ
せ
る
中
で
の
、
人
び
と
の
食
生
活
を
垣

間
見
せ
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
潟
湖
西
岸
の
大
阪
市
中
央
区
森
の
宮
遺
跡
の
大
貝
塚
で
あ
る
。
下
層
の
海
産
の
カ
キ
の
貝
層
か

ら
淡
水
産
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
貝
層
に
変
化
し
た
上
層
の
貝
塚
に
は
、
膨
大
な
量
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
他
に
、
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン

ジ
カ
・
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ノ
ウ
サ
ギ
・
ム
サ
サ
ビ
・
ネ
ズ
ミ
・
タ
ヌ
キ
・
イ
ヌ
・
テ
ン
・
ア
ナ
グ
マ
・
鳥
類
・

ス
ッ
ポ
ン
・
ヘ
ビ
類
・
カ
エ
ル
類
・
コ
イ
・
ニ
ゴ
イ
・
キ
ン
ブ
ナ
・
ナ
マ
ズ
・
カ
ワ
ニ
ナ
・
オ
オ
タ
ニ
シ
・
カ
ニ
類
な
ど
の
遺

体
が
含
ま
れ
て
い
た
（
樽
野
博
幸
・
石
井
み
き
子
「
森
の
宮
遺
跡
出
土
の
動
物
遺
体
・
第
３
次
調
査
」『
森
の
宮
遺
跡
第
三
・
四
次
発
掘
調
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査
報
告
書
』
難
波
宮
址
顕
彰
会　

一
九
七
八
年
）。
森
の
宮
の
弥
生
人
た
ち
の
場
合
は
、
眼
前
（
東
）
は
潟
湖
で
あ
る
が
低
平
な
上

町
台
地
を
西
に
越
せ
ば
大
阪
湾
で
あ
り
、
ハ
モ
・
ス
ズ
キ
・
ボ
ラ
・
ク
ロ
ダ
イ
・
サ
ワ
ラ
・
ヒ
ラ
メ
・
サ
メ
類
・
ハ
イ
ガ
イ
・

ハ
マ
グ
リ
・
サ
ザ
エ
・
マ
ガ
キ
・
ウ
ニ
類
な
ど
の
海
の
魚
介
類
も
結
構
食
べ
て
い
た
。
高
宮
八
丁
遺
跡
の
弥
生
人
た
ち
に
と
っ

て
も
、
海
の
幸
を
入
手
す
る
の
は
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
出
の
東
大
阪
市
鬼
虎
川
遺
跡
で
は
、

弥
生
前
期
〜
中
期
前
半
の
貝
塚
か
ら
セ
タ
シ
ジ
ミ
や
タ
ニ
シ
の
他
に
、
ハ
マ
グ
リ
・
ア
カ
ニ
シ
・
マ
ガ
キ
や
獣
骨
類
が
出
土
し

て
い
る
。

四　

北
陸
産
の
ヒ
ス
イ
の
勾
玉

　
特
色
あ
る
物
流　
高
宮
八
丁
遺
跡
の
弥
生
ム
ラ
の
特
色
の
ひ
と
つ
に
、
木
製
農
耕
具
の
製
作
が
あ
る
。
前
期
中
頃
か
ら
前
期

終
わ
り
頃
ま
で
使
用
さ
れ
た
溝
内
貯
木
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
製
作
途
中
の
未
成
品
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
出
土
の
木
製
品
に
は
、
北
部
九
州
の
初
期
稲
作
を
示
す
も
の
と
注
目
さ
れ
て
き
た
佐
賀
県
唐
津
市
菜な

畑ば
た
け

遺
跡
に
、

類
品
の
あ
る
も
の
が
あ
り
興
味
深
い
（
唐
津
市
教
育
委
員
会
『
菜
畑
』
一
九
八
二
年
）。

　

溝
内
貯
木
遺
構
を
備
え
て
い
た
こ
と
、
製
作
途
中
の
諸
工
程
を
示
す
遺
物
の
あ
り
よ
う
は
、
鍬
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
を

他
の
ム
ラ
に
供
給
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
思
え
る
。
類
似
の
遺
跡
と
し
て
は
鬼き

虎と
ら

川が
わ

遺
跡
が
、
南
約

九
キ
ロ
の
潟
湖
の
南
東
畔
に
あ
る
。
潟
湖
畔
に
は
鬼
虎
川
遺
跡
の
南
西
約
四
キ
ロ
の
草
原
状
の
低
地
に
立
地
し
た
瓜
生
堂
遺
跡

の
よ
う
に
、
木
製
品
を
製
作
し
た
状
況
が
認
め
ら
れ
な
い
ム
ラ
も
あ
り
、
保
存
食
と
し
て
の
貝
の
干
物
な
ど
を
大
量
に
生
産
し

て
い
た
森
の
宮
遺
跡
も
あ
っ
た
。
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な
お
、
高
宮
八
丁
遺
跡
の
中
期
初
め
の
土
器
の
中
に
は
、
摂
津
や
大
和
や
生
駒
西
麓
（
中
河
内
）
産
の
他
に
、
近
江
地
方
を

は
じ
め
播
磨
・
山
城
・
東
海
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
当
時
の
地
域
間
交
流
の
一
端
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
（
一
巻
一
二
〇
頁
）。

　
ヒ
ス
イ
の
産
地　
　

遠
来
の
出
土
品
の
一
つ
に
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
姫
川
流
域
に
産
す
る
ヒ
ス
イ
（
翡
翠
）
で
作
ら
れ
た
美

し
い
勾
玉
が
あ
る
。
不
思
議
な
色
あ
い
を
秘
め
た
ヒ
ス
イ
は
、
縄
文
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
装
身
用

の
垂す
い

玉ぎ
ょ
く

・
勾
玉
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
硬
玉
（
軟
玉
に
比
し
硬
度
が
高
い
）
で
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
頃
に
は
、
ご
く
一
部
の
地

質
学
者
を
除
き
原
石
の
産
地
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
糸
魚
川
支
流
の
姫
川
の
さ
ら
に
支
流
の
小
滝
川
の
渓
谷
で
発
見
さ

れ
た
ヒ
ス
イ
が
、
論
文
と
な
り
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
（
河
野
義
禮
「
本
邦
に
於
け
る
翡
翠
の
新
産
出

及
そ
の
化
学
性
質
」『
岩
石
鑛
物
鑛
床
學
』
第
二
二
巻
第
五
号
）、
こ
れ
を
旅
順
工
科
大
学
地
質
学
教
室
小
倉
勉
を
訪
ね
た
考
古
学
者

の
島
田
貞
彦
が
知
り
、
考
古
学
会
に
報
告
し
た
の
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
半
年
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
（
島
田
貞
彦
「
日
本
発
見
の
硬
玉
に
就
い
て
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
三
一
巻
第
五
号
）。
そ
の
後
ヒ
ス
イ
の
原
産
地
は
、
鳥
取
県
・
岡

山
県
・
長
崎
県
で
も
発
見
さ
れ
た
が
、
日
本
の
古
代
遺
跡
か
ら
の
遺
物
ヒ
ス
イ
の
産
地
同
定
の
分
析
が
藁
科
哲
男
ら
に
よ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
糸
魚
川
の
原
石
が
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
伝
播
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
東
村
武
信
『
改
訂
・

考
古
学
と
物
理
化
学
』
学
生
社　

一
九
九
〇
年
）。

　
縄
文
系
勾

玉
や
玉
斧　
高
宮
八
丁
遺
跡
の
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
は
、
加
工
の
際
に
で
き
る
原
石
の
破
片
な
ど
を
伴
わ
ず
、
弥
生
前
期
の
包
含

層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
前
期
古
墳
の
副
葬
品
の
中
に
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
が
、

弥
生
時
代
前
期
の
ヒ
ス
イ
勾
玉
は
、
近
畿
で
も
雁
屋
遺
跡
の
東
約
一
キ
ロ
の
四
條
畷
市
城じ
ょ
う

遺
跡
（
桜
井
敬
夫
・
佐
野
喜
美
・
野
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島
稔
『
わ
た
し
た
ち
の
四
條
畷
』
四
條
畷
市　

二
〇
〇
六
年
）
に
出
土
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
本
例
（
一
巻
一
五
一

頁
図
九
二
）
と
城
遺
跡
例
を
除
き
近
畿
以
西
で
は
、
山
口
県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
熊
本
県
に
出
土
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

弥
生
時
代
の
中
期
・
後
期
に
な
る
と
、
大
阪
で
は
高
槻
市
安あ

満ま

遺
跡
・
和
泉
市
池
上
曽
根
遺
跡
・
大
阪
市
旭
区
森
小
路
遺
跡
で

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
北
部
九
州
で
は
王
墓
級
の
支
配
層
の
弥
生
墓
に
副
葬
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
は
弥
生
の

ム
ラ
が
容
易
に
入
手
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
高
宮
八
丁
遺
跡
と
城
遺
跡
の
勾
玉
の
形
状
は
、
縄
文
系
勾
玉
と
分
類
さ
れ
る

も
の
で
、
類
例
は
山
口
県
下
関
市
綾あ
や

羅ら

木ぎ

郷ご
う

遺
跡
・
福
岡
市
吉よ
し

武た
け

高た
か

木ぎ

遺
跡
・
佐
賀
県
唐
津
市
宇う

木き

汲く
ん

田で
ん

遺
跡
な
ど
に
あ
る
。

写真９　高宮八丁遺跡出土のヒスイ製勾玉

写真 10　四條畷市城遺跡出土のヒスイ製勾玉

写真 11　四條畷市
更良岡山遺跡出土
のヒスイ製斧

写真 10 ～ 11　
四條畷市立歴史民俗
資料館提供
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こ
れ
ら
の
縄
文
系
勾
玉
は
、
姫
川
流
域
す
な
わ
ち
越こ
し

で
作
ら
れ
て
い
た
勾
玉
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
市

小
路
明
和
公
園
の
南
約
二
百
メ
ー
ト
ル
、
讃
良
川
左
岸
の
四
條
畷
市
更さ

良ら

岡
山
遺
跡
か
ら
、
高
さ
七
・
五
セ
ン
チ
の
縄
文
後
期

の
ヒ
ス
イ
の
石
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
わ
た
し
た
ち
の
四
條
畷
』）。
製
品
と
し
て
の
ヒ
ス
イ
は
、
そ
の
多
く
が
大た
い

珠し
ゅ

・

勾
玉
・
垂す
い

玉ぎ
ょ
く

で
あ
っ
て
、
単
な
る
装
身
具
と
い
う
の
で
は
な
く
、
特
別
な
人
物
が
頸
や
胸
に
垂
ら
し
て
神
事
な
ど
に
役
立
て

た
と
思
わ
れ
る
が
、
ヒ
ス
イ
の
斧
す
な
わ
ち
玉ぎ
ょ
く

斧ふ

は
少
な
い
。
讃
良
川
河
畔
の
縄
文
の
玉
斧
と
弥
生
の
縄
文
系
勾
玉
は
、
当

地
域
と
越
の
地
域
と
の
永
い
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。
な
お
高
宮
八
丁
遺
跡
出
土
の
中
期
の
土
器
の
中
に
、
近
江
や
北
陸
や

摂
津
・
中
河
内
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
生
駒
山
地
西
麓
扇
状
地
で
潟
湖
（
梶
山
彦
太
郎
・
市
原
実
『
続
大
阪

平
野
発
達
史
』
古
文
物
学
研
究
会　

一
九
八
五
年
）
畔
の
大
東
市
中な
か

垣が
い

内と

遺
跡
（
関
西
電
力
大
阪
変
電
所
内
）
で
も
、
前
期
後
半
を
中

心
と
す
る
土
器
の
中
に
近
畿
北
部
や
山
陰
・
山
陽
か
ら
の
外
来
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節　

丘
の
上
の
太
秦
遺
跡　

一　

高
地
性
集
落
と
倭
の
動
乱

　
武
装
し
た
ム
ラ　
　

弥
生
集
落
の
多
く
は
農
耕
生
活
に
適
し
た
低
地
に
営
ま
れ
た
が
、
な
ぜ
か
わ
ざ
わ
ざ
台
地
上
や
山
腹
な
ど

の
高
地
に
出
現
す
る
集
落
遺
跡
が
あ
り
、
こ
れ
を
弥
生
系
高
地
性
集
落
（
以
下
、
高
地
性
集
落
と
す
る
）
と

よ
ん
で
い
る
。
本
市
の
太う
ず

秦ま
さ

遺
跡
は
、
河
内
の
高
地
性
集
落
を
語
る
と
き
に
、
必
ず
名
前
が
挙
が
る
有
名
な
遺
跡
で
あ
る
。
河

内
で
初
め
て
出
現
し
た
高
地
性
集
落
で
、
台
地
上
の
ム
ラ
か
ら
は
南
方
に
広
い
潟
湖
と
生
駒
山
地
・
河
内
平
野
を
眺
望
し
、
東
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方
に
は
淀
川
水
系
低
地
を
隔
て
て
北
摂
の
山
な
み
が
迫
り
、
南
西
約
二
〇
キ
ロ
に
大
阪
湾
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
太
秦
高
塚
町

の
標
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の
一
帯
約
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
石
鏃
・
石
槍
・
石
剣
な
ど
の
武
器
石
器
や
、
石
庖
丁
・
柱
状
片
刃

石
斧
な
ど
の
大
陸
系
磨
製
石
器
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
の
散
布
が
み
ら
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
諸
開

発
に
よ
り
、
遺
跡
は
発
掘
調
査
を
し
な
い
ま
ま
に
ほ
ぼ
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

太
秦
遺
跡
は
中
期
初
め
（
畿
内
第
二
様
式
）
の
淀
川
左
岸
・
河
内
の
潟
湖
北
岸
の
丘
に
出
現
す
る
が
、
同
じ
頃
の
淀
川
対
岸

の
高
槻
市
で
は
、
丘
の
上
に
天
神
山
・
奥
天
神
町
と
塚
原
の
三
つ
の
高
地
性
遺
跡
が
営
ま
れ
て
い
た
。
天
神
山
遺
跡
は
太
秦
の

北
方
約
十
一
キ
ロ
に
あ
り
、
そ
の
数
百
メ
ー
ト
ル
北
に
奥
天
神
町
遺
跡
が
あ
り
、
と
も
に
中
期
末
（
畿
内
第
四
様
式
）
ま
で
存
続
、

塚
原
遺
跡
は
両
集
落
の
西
約
四
キ
ロ
に
位
置
し
後
期
（
畿
内
第
五
様
式
）
ま
で
ム
ラ
を
営
ん
で
い
た
（
小
野
忠
熈
編
『
高
地
性
集
落

跡
の
研
究
・
資
料
編
』
学
生
社　

一
九
七
九
年
）。

　

人
と
文
化
の
交
流
の
大
動
脈
と
し
て
の
淀
川
両
岸
の
地
域
に
、
お
そ
ら
く
は
遠
く
西
方
か
ら
の
軍
事
的
な
緊
迫
に
対
応
す
る

た
め
に
、
防
衛
機
能
に
お
い
て
す
ぐ
れ
、
ま
た
地
域
の
情
報
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
も
つ
最
初
の
高
地
性
集
落
が
丘
陵
上

の
見
晴
ら
し
の
よ
い
地
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
太
秦
遺
跡
は
弥
生
中
期
初
め
か
ら
人
び
と
の
居
住
が
始
ま
り
、
後
期
ま
で

こ
の
集
落
は
存
続
し
た
。
採
集
遺
物
に
、
石
剣
・
石
槍
・
石
鏃
な
ど
の
武
器
石
器
が
多
い
こ
と
は
、
瀬
戸
内
・
大
阪
湾
沿
岸
に

迫
る
軍
事
的
緊
張
に
対
す
る
備
え
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
遺
跡
か
ら
の
採
集
土
器
に
つ
い
て
い
え
ば
、
弥
生
中
期
の
各
時
期
に
属
す
土
器
破
片
が
あ
り
、
少
量
の
後
期
土
器

破
片
が
含
ま
れ
る
が
、
畿
内
第
二
様
式
土
器
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
遺
跡
が
そ
の
出
現
の
当
初
か
ら
比

較
的
大
き
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
ま
た
畿
内
第
二
様
式
土
器
は
淀
川
対
岸
の
摂
津
の
土
器
に
共
通
し
、
中
期
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中
頃
の
第
三
様
式
で
は
河
内
色
と
さ
れ
る
櫛く
し

描が

き 

簾れ
ん

状じ
ょ
う

文も
ん

や
黒
っ
ぽ
い
河
内
胎
土
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。

　
低
地
か
ら
高

地
へ
の
移
住　
　

太
秦
遺
跡
が
出
現
し
た
こ
と
と
強
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
高
宮
八
丁
遺
跡
で
あ
る
。
低
地
の
大
規

模
な
集
落
で
あ
っ
た
高
宮
八
丁
遺
跡
の
人
び
と
が
、
軍
事
的
な
緊
迫
か
ら
の
防
御
の
た
め
に
、
逃
げ
城
的

な
機
能
を
持
た
せ
て
営
み
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
中
期
初
頭
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
高
宮
八
丁
遺
跡
の
人
び
と
は
太
秦

の
丘
陵
上
に
移
住
し
て
し
ま
う
ら
し
い
。
潟
湖
畔
や
淀
川
水
系
の
地
域
に
、
何
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
と
よ
く
似
た
例
は
、
数
十
基
か
ら
な
る
弥
生
時
代 

方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

群
が
、
中
学
校
建
設
予
定
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
事
で

知
ら
れ
る
穂
谷
川
左
岸
（
南
岸
）
の
枚
方
市
交こ
う

北ほ
く

城じ
ょ
う

ノの

山や
ま

遺
跡
で
認
め
ら
れ
た
。
丘
の
上
の
大
遺
跡
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら

れ
る
大
阪
府
史
跡
田た
の

口く
ち

山や
ま

遺
跡
は
、
穂
谷
川
を
隔
て
た
こ
の
交
北
城
ノ
山
遺
跡
の
消
滅
と
入
れ
替
わ
り
に
営
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
ら
し
い
の
で
あ
る
（
瀬
川
芳
則
他
「
淀
川
左
岸
の
複
合
遺
跡
―
枚
方
市
交
北
城
ノ
山
遺
跡
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
九
七
号　

一
九
八
二
年
）。

　

枚
方
台
地
南
縁
を
流
れ
て
淀
川
に
合
流
す
る
天
野
川
右
岸
の
比
高
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
低
い
丘
陵
上
に
も
、
弥
生
中
期
に
始

ま
る
い
く
つ
か
の
集
落
遺
跡
が
あ
る
。
国
道
１
号
線
（
枚
方
バ
イ
パ
ス
）
で
断
ち
切
ら
れ
て
い
た
丘
の
尾
根
上
に
広
が
っ
て
い

た
枚
方
市
星
ヶ
丘
西
遺
跡
で
は
、
集
落
に
巡
ら
せ
て
い
た
大
き
な
断
面
V
字
の
濠
が
二
条
と
、
断
面
U
字
の
濠
一
条
と
の
三

条
の
濠
が
約
八
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
並
列
し
て
い
た
。
発
掘
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
濠
は
そ
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

集
落
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
環
濠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
一
時
期
お
く
れ
て
出
現
す
る
後
期
初
頭
の
高
地
性
集
落

で
あ
る
が
、
大
阪
南
部
の
和
泉
市
の
観か
ん

音の
ん

寺じ

山や
ま

遺
跡
は
広
い
複
数
の
丘
陵
地
が
、
一
気
に
造
成
さ
れ
た
際
に
発
見
さ
れ
た
高
地

性
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
百
棟
近
い
竪
穴
式
住
居
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
は
一
般
的
に
は
消
滅
し
つ
つ
あ
っ
た
石
製
の
鏃
や

投
弾
等
の
石
製
武
器
を
大
量
に
持
ち
、
二
重
の
環
濠
が
居
住
域
で
あ
る
集
落
の
周
囲
を
め
ぐ
っ
て
、
槇
尾
川
の
崖
状
に
な
っ
た
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岸
壁
に
至
っ
て
い
た
（
森
浩
一
他
『
大
阪
府
和
泉
市
観
音
寺
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館　

一
九
九
九
年
）。

　

太
秦
と
同
じ
頃
、
ま
た
は
や
や
先
行
し
て
営
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
付
近
の
高
地
性
集
落
に
は
、
神
戸
市
垂
水
区
大お
お

歳と
し

山や
ま

遺

跡
、
広
島
市
西
崎
遺
跡
・
同
高
井
遺
跡
、
山
口
県
周
南
市
岡
山
遺
跡
・
光
市
長
徳
寺
遺
跡
・
下
松
市
宮
原
遺
跡
・
柳
井
市
鰐
渕

遺
跡
・
山
口
市
中
郷
遺
跡
・
同
亀
山
遺
跡
・
防
府
市
井
上
山
遺
跡
・
下
関
市
堂
ノ
尾
遺
跡
、
大
分
県
大
分
市
雄
城
の
台
遺
跡
・

同
速
見
郡
日
出
町
大
津
遺
跡
・
宇
佐
市
上
田
原
遺
跡
・
同
台
の
原
遺
跡
な
ど
が
あ
り
（
前
掲
『
高
地
性
集
落
跡
の
研
究
』）、
瀬
戸

内
地
方
を
巻
き
込
む
緊
迫
し
た
状
況
を
推
察
さ
せ
て
い
る
。

　
戦
士
た
ち
の
墓　
弥
生
時
代
中
期
の
畿
内
で
は
、
厚
さ
一
〇
セ
ン
チ
近
い
コ

ウ
ヤ
マ
キ
の
板
を
用
い
た
木
棺
が
雁
屋
・
鬼
虎
川
・
瓜
生

堂
・
勝
部
・
池
田
市
宮
ノ
前
な
ど
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
棺
内
に
副
葬

品
は
装
飾
品
を
除
き
多
く
の
場
合
に
伴
わ
な
い
が
、
勝
部
遺
跡
と
雁
屋
遺
跡
で

は
、
戦
死
し
た
戦
士
の
墓
か
と
思
え
る
情
況
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
大
阪
万
博

に
伴
う
大
阪
国
際
空
港
滑
走
路
の
拡
張
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
八
基
の
木
棺
が

検
出
さ
れ
た
勝
部
遺
跡
で
は
、
折
れ
た
石
槍
が
背
中
か
ら
腰
部
に
向
か
っ
て
突

き
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
第
三
号
木
棺
の
被
葬
者
の
姿
が
、
現
存
の
長
さ
約
一
七
セ

ン
チ
、
幅
約
三
・
五
セ
ン
チ
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
打
製
石
槍
の
威
力
の
す
ご
さ

を
示
し
て
い
た
（
豊
中
市
教
育
委
員
会
『
勝
部
遺
跡
』　

一
九
七
二
年
）。

　

ま
た
高
宮
八
丁
遺
跡
や
太
秦
遺
跡
に
近
い
位
置
に
あ
る
雁
屋
遺
跡
で
は
、
二

写真 12　豊中市勝部遺跡出土　戦死者の墓
（豊中市教育委員会提供）　　
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〇
基
を
超
え
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
ヤ
の
棺
材
を
用
い
た
木
棺
が
あ
り
、
一
号
周
溝
墓
の
二
号
棺
被
葬
者
の
胸
腹
部
付

近
に
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
打
製
石
鏃
一
二
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
四
條
畷
市
教
育
委
員
会
『
雁
屋
遺
跡
』
一
九
八
七
年
）。
勝
部
遺

跡
で
も
木
棺
墓
に
並
ん
で
検
出
さ
れ
た
第
二
号
墓
と
よ
ん
だ
土ど

壙こ
う

墓ぼ

で
、
腰
骨
と
肋ろ
っ

骨こ
つ

に
く
い
込
ん
だ
打
製
石
鏃
二
本
を
含
む

五
本
の
打
製
石
鏃
が
あ
り
、
こ
の
被
葬
者
が
生
前
に
前
面
か
ら
矢
を
受
け
、
そ
の
為
に
死
亡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
お
、

本
州
西
端
で
は
弥
生
前
期
の
山
口
県
土
井
ヶ
浜
遺
跡
の
被
葬
者
は
、
計
一
一
本
の
石
鏃
・
サ
メ
牙が

鏃
が
体
内
に
打
ち
込
ま
れ
て

い
た
（
小
野
忠
熈
・
冨
士
埜
勇
・
山
本
一
朗
・
中
野
一
人
『
日
本
の
古
代
遺
跡
』
30
山
口　

保
育
社　

一
九
八
六
年
）。

　

北
河
内
の
高
地
性
集
落
遺
跡
の
立
地
を
見
る
と
、
中
世
動
乱
期
の
山
城
と
重

複
す
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
興
味
深
い
（
瀬
川
芳
則
「
大
阪
の
高
地
性
集
落
―

河
内
の
湖
北
と
淀
川
左
岸
」『
高
地
性
集
落
と
倭
国
大
乱
』
小
野
忠
熈
博
士
退
官
記
念
論

集　

雄
山
閣　

一
九
八
四
年
）。
例
え
ば
生
駒
山
地
に
続
く
標
高
約
三
百
メ
ー
ト

ル
の
津
田
国
見
山
は
津
田
城
跡
と
い
わ
れ
て
お
り
城
坂
・
門
口
・
古
城
の
地
名

が
残
っ
て
い
る
。
古
城
地
区
は
標
高
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
た
る
が
、
こ

こ
と
付
近
の
支
丘
に
弥
生
中
期
後
半
の
全
焼
し
た
竪
穴
式
住
居
跡
二
棟
を
含
む

中
・
後
期
の
住
居
跡
や
、
中
世
山
城
に
伴
う
防
御
施
設
と
思
わ
れ
る
堀
切
状
の

大
濠
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
の
摂
津
方
面
へ
の
眺
望
は
優

れ
、
西
方
の
眼
下
に
は
東
高
野
街
道
と
そ
の
東
（
山
麓
側
）
を
並
走
す
る
山
根

街
道
な
ど
の
古
道
が
行
き
交
い
、
南
方
は
寝
屋
・
打
上
・
太
秦
を
経
て
四
條
畷
・

写真 13　枚方市津田城跡古城地区　焼失した住居址
（㈶枚方市文化財研究調査会提供）
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大
東
へ
と
通
じ
て
い
る
。
あ
と
一
例
を
あ
げ
る
と
、
大
東
市
の
野
崎
観
音
の
裏
山
の
標
高
九
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
は
、
高
地
性

集
落
の
野
崎
遺
跡
が
あ
る
が
、
こ
の
丘
陵
地
形
の
標
高
一
一
五
メ
ー
ト
ル
に
は
野
崎
城
本
丸
が
あ
っ
た
。
そ
の
北
東
約
一
キ
ロ

の
標
高
約
三
百
十
数
メ
ー
ト
ル
に
、
有
名
な
飯
盛
山
城
が
あ
る
。

第
三
節　

河
畔
の
楠
遺
跡

一　

弥
生
の
青
銅
器

　
銅
鐸　
　
高
宮
八
丁
遺
跡
の
南
西
約
三
キ
ロ
か
ら
、
銅
鐸
三
個
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
地
点
に
三
個
の
銅
鐸
が
埋
納

さ
れ
て
い
た
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
阪
府
内
で
他
に
は
無
く
、
こ
れ
が
大
阪
府
で
の
銅
鐸
最
多
出
土
例
で
あ
る
。

そ
こ
は
潟
湖
の
北
縁
に
注
い
で
い
た
古
川
の
河
口
付
近
に
あ
た
り
、
中
州
と
思
わ
れ
る
門
真
市
宮
野
町
の
京
阪
電
鉄
大
和
田
駅

構
内
陸
橋
南
端
の
基
礎
工
事
中
に
、
地
下
二
メ
ー
ト
ル
の
砂
層
中
か
ら
銅
鐸
三
個
が
掘
り
出
さ
れ
て
放
置
し
て
あ
っ
た
の
を
、

工
事
請
負
会
社
の
現
場
監
督
大
西
義
一
が
発
見
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
河
内
潟
の
湖
畔
に
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
発
見
の
四
條
畷
市
砂
山
の
銅
鐸
二
個
が
あ
る
。
発
見
地
点

は
定
か
で
は
な
い
が
、本
市
堀
溝
や
小
路
遺
跡
の
東
に
四
條
畷
市
砂
と
岡
山
が
あ
り
、こ
の
あ
た
り
か
ら
の
発
見
で
あ
ろ
う
（
瀬

川
芳
則
「
弥
生
文
化
と
農
耕
」『
大
阪
府
史
』
第
一
巻　

一
九
七
八
年
）。
こ
の
付
近
で
寝
屋
川
が
潟
湖
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　

弥
生
の
青
銅
器
と
い
え
ば
銅
鐸
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
北
河
内
の
銅
鐸
発
見
地
は
こ
の
二
ヵ
所
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
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て
銅
鐸
の
埋
納
地
は
山
麓
・
山
腹
な
ど
の
山
地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
地
で
は
共
に
淀
川
（
古
川
）
水
系
・
寝
屋
川
水
系

低
地
の
発
見
で
あ
る
。
ま
た
、
稀
に
は
一
ヵ
所
に
数
十
個
埋
納
し
て
い
た
出
雲
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
（
島
根
県
雲
南
市
）
の
よ
う
な

例
が
あ
る
も
の
の
、
大
多
数
は
銅
鐸
一
個
の
単
独
埋
納
で
あ
る
。
府
内
で
二
個
埋
納
は
砂
山
の
他
に
、
豊
中
市
原
田
神
社
例
と

岸
和
田
市
流
木
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

鬼
虎
川
遺
跡
で
は
、
銅
鐸
や
銅
釧く
し
ろ

を
製
造
し
て
い
た
。
当
遺
跡
の
北
西
約
七
キ
ロ
の
淀
川
・
安あ

威い

川
・
茨
木
川
の
合
流
す

る
あ
た
り
の
茨
木
市
東
奈
良
遺
跡
で
は
、
銅
鐸
・
銅ど
う

戈か

・
ガ
ラ
ス
勾
玉
の
製
造
を
し
て
お
り
、
そ
こ
が
畿
内
を
代
表
す
る
鋳
造

工
房
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
鋳
造
さ
れ
た
銅
鐸
の
中
に
は

海
路
に
よ
っ
て
四
国
に
運
ば
れ
た
も
の
や
、
日
本
海
岸
の
兵
庫
県
豊
岡
市
気け

比い

で

発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
淀
川
か
ら
海
路
を
経
由
す
る
豊

か
な
水
運
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

　
　

二　

青
銅
器
工
房
を
も
つ
楠
遺
跡　
　

　
銅
鏃
の
鋳
型　
高
宮
八
丁
遺
跡
の
北
西
約
一
・
五
キ
ロ
の
石
津
南
町
を
中
心
と

す
る
楠
遺
跡
か
ら
は
、
銅
鏃
を
製
造
し
た
と
み
ら
れ
る
粘
土
製

の
鋳い

型が
た

と
、
青
銅
溶
液
を
鋳
型
に
流
し
込
む
た
め
の
取と
り

瓶べ

と
し
て
用
い
た
と
思
わ

れ
る
高た
か

杯つ
き

状
土
製
品
が
、
弥
生
後
期
初
め
の
土
坑
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
こ
の
頃

に
は
河
内
潟
湖
は
全
域
が
淡
水
化
し
て
湖
と
な
っ
て
い
た
）。
粘
土
製
鋳
型
は
長
さ
九
セ

写真 14　楠遺跡出土の銅鏃鋳型（単鋳式）
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ン
チ
、
幅
四
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
五
セ
ン
チ
の
二
個
一
対
の
土
製
品

で
、
銅
鏃
一
本
の
形
を
彫
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
粘
土
と
共
に
用
い
た
ら

し
い
（
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
『
楠
遺
跡
Ⅱ
』
二
〇
〇
一
年
）。
土
製
品
の
内

面
に
は
、高
温
に
よ
る
変
色
が
あ
る
。
類
例
は
奈
良
県
田
原
本
町
の
唐
古
・

鍵
遺
跡
に
あ
る
。

　

剣
や
矛
や
戈
な
ど
の
武
器
形
の
青
銅
器
は
い
ず
れ
も
一
つ
ず
つ
単
品
で

鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が
、
北
部
九
州
や
近
畿
出
土
の
鋳
型
か
ら
判
る
。
楠
遺

跡
出
土
の
銅
鏃
鋳
型
も
、
一
鋳
型
で
一
本
の
単
品
を
鋳
造
し
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
弥
生
後
期
の
銅
鏃
出
土
例
の
中
に
、
稀
に
数
本
の
銅
鏃
が

繋つ
な

が
っ
た
ま
ま
の
も
の
が
あ
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
六
本
連れ
ん

鋳ち
ゅ
う

の
も
の
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
四
本
連
鋳
の
も
の
が
、
現
東

京
国
立
博
物
館
の
館
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
滋
賀
県
伊
香
郡
か
ら
の
出
土
例
で
あ
る
（
本
村
豪
章
「
近
江
出
土
の
異
形

青
銅
器
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
三
巻
第
三
号　

一
九
七
七
年
）。

　

畿
内
で
は
後
期
（
第
五
様
式
）
に
な
る
と
、
連
鋳
に
よ
る
銅
鏃
製
作
が
一
般
的
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
岸
和
田
市
下
池
田
遺

跡
や
大
阪
市
加
美
遺
跡
・
奈
良
県
橿
原
市
四し

分ぶ

遺
跡
の
後
期
の
遺
構
か
ら
、
連
鋳
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
銅
鏃
が
出
土
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
近
畿
に
お
け
る
、
銅
鏃
量
産
の
好
例
で
あ
る
。

　

福
岡
県
春
日
市
の
須す

玖ぐ

岡お
か

本も
と

遺
跡
群
の
中
の
須
玖
坂
本
遺
跡
（
坂
本
地
区
と
名
称
変
更
）
は
、建
武
中
元
二
年
（
西
暦
五
十
七
年
）

写真 15　須玖岡本遺跡（坂本地区）出土銅鏃鋳型（連
 鋳式）（春日市教育委員会提供）

（表） （裏）
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に
光
武
帝
か
ら
国
王
が
印
綬
を
賜
っ
た
と
『
後
漢
書
』
が
述
べ
る
奴な

国
の
遺
跡
で
、
弥
生
中
期
〜
後
期
頃
の
奴
国
内
に
お
け
る

主
要
鋳
造
工
房
の
跡
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
銅
矛
・
銅
鏃
・
銅
鏡
・
筒
形
銅
製
品
・
ガ
ラ
ス
勾
玉
の
鋳
型
や
、
坩る

堝つ
ぼ

・
取
瓶
・

鞴ふ
い
ご

の
羽
口
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、
弥
生
後
期
前
半
と
見
ら
れ
る
銅
鏃
鋳
型
は
、
長
さ
三
三
・
三
セ
ン
チ
、
幅
約
一
五
セ

ン
チ
、
厚
さ
約
六
・
二
セ
ン
チ
の
連
鋳
式
銅
鏃
鋳
型
で
、
片
面
に
計
四
九
本
、
反
対
面
に
八
本
、
合
計
五
七
本
の
銅
鏃
の
形
が

彫
り
込
ま
れ
て
い
た
（
春
日
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
「
弥
生
時
代
の
鋳
造
工
房
跡
―
福
岡
県
須
玖
坂
本
遺
跡
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
六

巻
第
四
号　

二
〇
〇
一
年
）。

　

こ
れ
ら
の
量
産
さ
れ
た
銅
鏃
は
、
い
ず
れ
も
実
戦
用
の
武
器
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
大
量
の
銅
鏃
を
必
要
と
す
る
北
部

九
州
の
軍
事
的
緊
張
が
あ
っ
た
。
近
畿
で
も
楠
遺
跡
の
よ
う
な
銅
鏃
単
鋳
か
ら
、
滋
賀
県
伊
香
郡
例
な
ど
の
銅
鏃
連
鋳
へ
と
、

緊
迫
す
る
近
畿
の
弥
生
後
期
社
会
の
推
移
に
伴
う
銅
鏃
量
産
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

北
部
九
州
に
初
め
て
の
青
銅
器
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
弥
生
前
期
末
の
こ
と
で
、
ま
ず
朝
鮮
半
島
東
南
部
か
ら
朝
鮮
式
の
細

形
銅
剣
や
銅
戈
・
銅
矛ほ
こ

な
ど
の
武
器
が
、
つ
い
で
漢
代
の
鏡
が
も
た
ら
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
弥
生
中
期
以
後
、
北
部
九
州
の
特
定

の
支
配
者
の
甕か
め

棺か
ん

墓
に
副
葬
さ
れ
る
。
奴な

国
や
伊い

都と

国
の
王
墓
が
そ
れ
で
あ
る
。
福
岡
県
春
日
市
伯は
く

玄げ
ん

社し
ゃ

遺
跡
は
、
甕
棺
墓
群

や
木
棺
墓
を
含
む
土
壙
墓
群
で
知
ら
れ
る
が
、
前
期
前
半
の
木
棺
内
か
ら
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
舶は
く

載さ
い

（
輸
入
）
と
思
わ
れ
る
細

身
の
磨
製
の
石
鏃
六
本
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
石
鏃
は
二
次
的
な
研と

ぎ
直
し
を
し
て
お
り
、
実
用
で
実
戦
に
使
用
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
（
春
日
市
教
育
委
員
会
『
伯
玄
社
遺
跡
』
二
〇
〇
三
年
）。

　
湖
畔
の
工
房　
河
内
の
潟
湖
畔
の
鋳
型
出
土
の
鋳
造
工
房
遺
跡
と
し
て
は
、
本
市
の
楠
遺
跡
の
ほ
か
に
鬼
虎
川
遺
跡
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
銅
鐸
・
銅
釧
・
異
形
青
銅
器
の
三
種
類
の
和
泉
砂
岩
製
の
鋳
型
が
、
前
期
（
畿
内
第
一
様
式
）
〜
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中
期
末
（
畿
内
第
四
様
式
）
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
鋳
型
の
中
に
は
円
形
の
銅
釧く
し
ろ

連
鋳
鋳
型
に
使

用
し
た
後
に
、
砥
石
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
も
の
や
、
中
期
初
め
（
畿
内
第
二
様
式
）
の
土
器
の
中
に
、
鋳
造
関
連
で
な
け

れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
異
常
な
高
熱
を
二
次
的
に
被
熱
し
た
も
の
が
あ
る
（
㈶
東
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
鬼
虎
川
の
金
属
器
関
係
遺
物
』

　

一
九
八
二
年
）。
銅
釧
鋳
型
と
は
銅
製
鋳
物
の
腕
輪
用
で
あ
る
。
北
部
九
州
を
中
心
と
す
る
地
方
の
弥
生
社
会
で
は
、
有
力
者

が
入
手
の
困
難
な
南
海
産
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
の
貝
輪
を
愛
用
し
て
い
た
。
中
期
頃
に
な
る
と
、
朝
鮮
半
島
か
ら
鋳
物
で
円
形
を

し
て
銅
鐶
と
よ
ば
れ
る
銅
釧
が
少
量
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
後
期
に
な
る
と
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
貝
輪
を
模
し
た
有
鈎こ
う

銅
釧
を

鋳
造
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
春
日
市
須
玖
岡
本
遺
跡
で
は
、
鈎か
ぎ

を
も
た
な
い
楕
円
形
の
銅
釧
鋳
型
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
鬼

虎
川
の
鋳
型
で
作
ら
れ
た
銅
釧
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
有
鈎
銅
釧
に
先
行
す
る
。
ま
た
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
製
の
貝
輪
を
模
し
た
も
の

で
も
な
い
。
む
し
ろ
朝
鮮
半
島
の
慶
尚
北
道
漁ぎ
ょ

隠い
ん

洞ど
う

や
、
平
安
南
道
大
同
美
林
里
な
ど
の
銅
鐶
に
類
似
し
て
い
る
。

　

な
お
鬼
虎
川
で
は
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
以
降
の
調
査
で
、新
た
に
四
種
類
目
の
鋳
型
と
し
て
銅
剣
鋳
型
が
発
見
さ
れ
た
。

畿
内
に
お
い
て
銅
剣
鋳
型
は
、
尼
崎
市
田た

能の
う

遺
跡
で
中
期
前
半
の
土
坑
か
ら
の
出
土
例
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
大

陸
・
朝
鮮
半
島
か
ら
の
先
進
文
化
が
も
っ
と
も
早
く
伝
え
ら
れ
た
九
州
北
部
で
は
、
福
岡
市
志し

賀か
の

島し
ま

・
佐
賀
県
神
埼
市
姉
・
同

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
吉
野
ヶ
里
遺
跡
な
ど
か
ら
銅
剣
の
鋳
型
の
出
土
が
あ
る
。
楠
・
鬼
虎
川
そ
し
て
淀
川
水
系
の
東
奈
良
は
、

広
義
の
河
内
の
潟
湖
周
辺
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
の
淀
川
水
系
と
の
関
わ
り
が
強
い
京
都
府
向
日
市
鶏か

冠い

井で

遺
跡
で
も
っ

と
も
古
式
な
タ
イ
プ
の
銅
鐸
鋳
型
が
、
神
戸
市
兵
庫
区
楠
く
す
の
き

荒あ
ら

田た

遺
跡
と
西
区
樫
野
台
（
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
第
六
五
地
点
遺

跡
）
で
も
銅
鐸
の
鋳
型
が
出
土
し
て
い
る
。
広
義
の
河
内
の
潟
湖
と
大
阪
湾
沿
岸
が
、
銅
鐸
な
ど
の
青
銅
器
を
は
じ
め
と
す
る

鋳
造
工
房
の
集
中
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。



第三章　稲作の始まり

65

　

畿
内
で
は
、
ま
た
奈
良
県
田
原
本
町
の
唐
古
・
鍵
遺
跡
で
は
、
銅
鐸
の
粘
土
鋳
型
が
石
製
鋳
型
と
共
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

従
来
知
ら
れ
て
い
た
弥
生
時
代
の
青
銅
器
な
ど
の
鋳
型
は
、
砂
岩
系
の
石
型
で
あ
り
、
砂
型
や
粘
土
型
は
推
定
の
域
に
留
ま
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
兵
庫
県
三
田
市
で
高
さ
九
セ
ン
チ
弱
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
銅
鐸
の
粘
土
鋳
型
が
見
つ
か
っ
た
。
粘
土
鋳
型
は
淀

川
水
系
の
東
奈
良
遺
跡
で
も
、銅
戈
と
ガ
ラ
ス
勾
玉
の
鋳
型
に
用
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
粘
土
鋳
型
（
粘
土
を
焼
い
た
土
製
鋳
型
）

の
発
見
は
、
大
阪
湾
岸
地
方
に
お
け
る
鋳
造
と
い
う
よ
う
な
高
度
な
技
術
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
な
お
北

部
九
州
と
広
義
の
大
阪
湾
岸
地
方
の
他
に
、
い
ま
ひ
と
つ
の
鋳
造
の
工
房
地
域
と
し
て
播
磨
南
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。
姫
路
市
・

赤
穂
市
に
複
数
の
鋳
型
の
発
見
が
あ
る
。
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第
四
章　

古
代
国
家
の
形
成

第
一
節　

五
世
紀
の
港
湾
長
保
寺
遺
跡

一　

外
洋
航
海
で
き
る
準
構
造
船

　
巨
大
な
古
墳　
　

大
阪
に
日
本
の
巨
大
古
墳
の
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
の
全
部
と
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
の
四
基
が
営
ま
れ
た
五
世
紀
は
、

凡お
お
し

河こ
う
ち内
の
世
紀
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
考
古
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
、古
墳
時
代
中
期
に
あ
た
る
。ビ
ッ
グ
ス
リ
ー

と
は
、
大だ
い

山せ
ん

古
墳
（
仁
徳
陵
古
墳
）・
誉こ
ん

田だ

山や
ま

古
墳
（
応
神
陵
古
墳
）・
百も

ず
舌
鳥
御み
さ

陵さ
ぎ

山や
ま

（
履
中
陵
古
墳
）、
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
と
は

こ
れ
に
岡
山
の
造つ
く
り

山や
ま

古
墳
と
大
阪
の
河
内
大
塚
古
墳
（
羽
曳
野
市
・
松
原
市
）
を
加
え
た
も
の
を
い
う
。
古
墳
の
大
き
さ
は
、

前
方
後
円
墳
の
墳
丘
の
全
長
で
あ
ら
わ
し
、
大
山
古
墳
で
四
八
六
メ
ー
ト
ル
、
河
内
大
塚
古
墳
で
三
三
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

中
国
南
朝
の
宋
の
正
史
に
記
さ
れ
た
倭
の
大
王
は
、
九
州
王
朝
を
指
す
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
の
凡
河
内
の
覇
者
で
あ
っ
た

可
能
性
が
大
き
い
。
凡
河
内
と
は
広
い
河
内
の
意
味
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
河
内
国
だ
け
で
な
く
摂
津
や
和
泉
を
含
ん
で
い
る
。

　

ち
な
み
に
四
世
紀
（
古
墳
時
代
前
期
）
に
は
、
墳
丘
の
全
長
が
二
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
前
方
後
円
墳
が
全
国
に
一
一
基

あ
り
、
こ
の
一
一
基
の
す
べ
て
が
大
和
に
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
三
輪
王
朝
で
、
四
世
紀
は
大
和
の
世
紀
と
い
え
る
。
こ
の

四
世
紀
の
凡
河
内
の
地
域
で
大
型
の
古
墳
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
大
阪
湾
の
南
部
の
岸
和
田
市
摩ま

湯ゆ

山や
ま

古
墳
と
、
後
の
摂
津
・

播
磨
の
境
界
付
近
で
播
磨
寄
り
の
大
阪
湾
西
端
に
あ
る
神
戸
市
垂
水
区
の
五ご

色し
き

塚づ
か

古
墳
と
が
、
共
に
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
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の
偉
容
を
み
せ
る
も
の
の
、
と
も
に
四
世
紀
末
の
築
成
で
あ
り
ま
だ
百
舌
鳥
・
古ふ
る

市い
ち

の
大
古
墳
群
地
帯
の
中
に
は
、
石
津
川
河

口
の
堺
市
乳ち

の
岡
古
墳
（
一
五
五
メ
ー
ト
ル
）
の
ほ
か
に
大
き
な
古
墳
の
姿
は
な
い
。

　

五
世
紀
頃
に
な
る
と
、
京
阪
電
鉄
寝
屋
川
車
庫
や
市
立
木
田
小
学
校
が
あ
る
木
田
元
宮
一
丁
目
か
ら
、
南
に
四
條
畷
市
雁
屋

―
大
東
市
中
垣
内
―
東
大
阪
市
鬼
虎
川
に
至
っ
て
い
た
弥
生
時
代
の
潟
湖
の
東
岸
線
は
、
古
川
や
寝
屋
川
・
恩
智
川
の
堆
積
活

動
に
よ
っ
て
西
方
に
五
キ
ロ
以
上
も
移
動
し
て
、「
河
内
湖
Ⅱ
」（
前
掲
『
続
大
阪
平
野
発
達
史
』）
と
な
り
、
大
阪
平
野
の
水
域

は
縮
小
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
木
田
元
町
付
近
か
ら
大
東
市
中
垣
内
付
近
に
か
け
て
は
幅
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
〜
二
キ
ロ
の
水
域

が
あ
り
、
こ
れ
が
寝
屋
川
と
恩
智
川
の
合
流
す
る
あ
た
り
で
西
方
に
約
五
キ
ロ
に
の
び
て
河
内
湖
本
体
に
続
い
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
先
、
西
方
約
四
キ
ロ
に
上
町
台
地
の
北
端
部
が
あ
り
、
難
波
の
堀
江
・
難な
に

波わ

津づ

を
経
て
大
阪
湾
（
茅ち

渟ぬ

の
海
）
に
続
い

て
い
た
。
こ
の
細
長
い
水
域
の
東
岸
に
面
し
た
そ
の
北
端
付
近
に
営
ま
れ
て
い
た
の
が
、
古
墳
時
代
中
・
後
期
の
長ち
ょ
う

保ぼ

寺じ

遺

跡
で
あ
る
。　

　
井
筒
に
転
用
さ

れ
た
古
代
船
　
　

本
市
昭
栄
町
・
出
雲
町
一
帯
に
広
が
る
縄
文
時
代
〜
室
町
時
代
の
複
合
遺
跡
で
あ
っ
た
長
保
寺
遺
跡
か
ら

は
、
府
道
（
都
市
計
画
道
路
）
国
守
・
黒
原
線
建
設
と
付
近
の
工
場
・
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
大
阪
府
教

育
委
員
会
と
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
井
戸
の
井
筒
に
再
利
用
さ
れ
た
三
隻
分
の
船
底
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
廃
棄
さ
れ
た
古
墳
時
代
中
期
の
準
構
造
船
の
船
底
を
裁
断
し
て
、
井
筒
に
転
用
し
て
い
た
。
直
径
一
メ
ー

ト
ル
以
上
の
杉
の
大
木
を
半
截
し
て
刳
り
抜
い
た
厚
さ
が
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
船
底
で
、
こ
れ
に
舷げ
ん

側そ
く

板ば
ん

を
取
り
付
け
た
準
構

造
船
は
全
長
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
復
原
さ
れ
る
古
代
の
大
型
船
で
、
外
洋
航
海
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
（
大
阪
府
教
育
委
員
会

『
讃
良
郡
条
里
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
Ⅱ
』
一
九
九
一
年
）。
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長
保
寺
遺
跡
の
南
南
東
約
一
・
五
キ
ロ
に
も
、
長
保
寺
と
類
似

の
立
地
を
も
つ
四
條
畷
市
蔀し
と
み

屋や

北
遺
跡
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も

最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
中
期
の
四
基
の
井
戸
内
か
ら

転
用
さ
れ
た
船
の
部
材
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
B
地

区
井
戸
②
は
、
幅
約
九
七
セ
ン
チ
と
約
八
二
セ
ン
チ
の
準
構
造
船

の
船
底
部
分
の
転
用
で
、
長
保
寺
遺
跡
と
同
じ
く
杉
の
大
木
を
半

截
し
て
刳
抜
い
た
厚
さ
六
・
五
〜
七
・
五
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
っ

た
（
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
古
墳
時
代
の
準
構
造
船
の
部
材
現
地
公
開
資

料
』
二
〇
〇
四
年
）。
長
保
寺
遺
跡
や
蔀
屋
北
遺
跡
は
古
墳
時
代
中
期
に
は
、
大
型
古
代
船
を
所
有
す
る
五
世
紀
の
港
湾
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
港
を
出
港
し
た
準
構
造
船
は
、
河
内
湖
か
ら
大
阪
湾
・
瀬
戸
内
海
を
漕
ぎ
渡
っ
た
。
さ
ら
に
玄
界
灘
・
対
馬
海
峡

を
経
て
朝
鮮
海
峡
を
こ
え
て
行
っ
た
。
宮
崎
県
西
都
市
西さ
い

都と

原ば
る

古
墳
群
一
六
九
号
墳
（
飯
盛
塚
）
出
土
の
舟
形
埴
輪
（
五
世
紀
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
六
世
紀
の
柏
原
市
高
井
田
横
穴
群
の
線
刻
画
（
二
支
群
一
二
号
横
穴
）
か
ら
窺う
か
が

え
る
よ
う
に
、
帆
を
か

け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
港
湾
に
は
当
時
の
文
化
の
最
先
端
を
い
く
、
国
際
色
豊
か
な
港
湾
都
市
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
新
し
い
祭
祀　
　

長
保
寺
遺
跡
か
ら
は
子こ

持も
ち

勾ま
が

玉た
ま

・
製せ
い

塩え
ん

土
器
・
移
動
式
の
韓か
ら

カ
マ
ド
や
甑こ
し
き

・
扉と
び
ら

材
な
ど
多
種
の
木
製
品
・

数
十
点
出
土
し
た
興
味
深
い
用
途
不
明
土
製
品
、
さ
ら
に
は
馬
の
歯
な
ど
、
様
々
な
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い

写真 16　西都原古墳群 169 号墳出土
舟形埴輪（東京国立博物館蔵　重文）

Image : TNM Image Archives
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る
。
子
持
勾
玉
（
一
巻
四
九
五
頁
図
三
〇
九
）
は
滑
石
製
で
全
長
約
一
〇
セ
ン
チ
あ
り
、
体
側
に
一
〇
個
の
小
勾
玉
を
削
り
出
し

て
い
る
も
っ
と
も
古
い
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
動
物
か
魚
の
形
に
見
え
る
本
体
の
頭
部
側
に
は
、
目
や
鼻
や
口

を
表
現
し
た
も
の
で
、
頭
部
に
は
ひ
も
を
通
す
た
め
の
小
孔
を
あ
け
て
い
る
。
勾
玉
な
ど
の
よ
う
な
装
飾
品
で
は
な
く
、
典
型

的
な
祭
祀
遺
物
で
あ
る
。
堺
市
の
百
舌
鳥
古
墳
群
の
中
の
陵
墓
参
考
地
の
ひ
と
つ
御ご

廟び
ょ
う

山や
ま

（
一
八
七
メ
ー
ト
ル
）
の
後
円
部
の

濠
外
に
あ
っ
た
カ
ト
ン
ボ
山
古
墳
か
ら
、
大
量
の
滑
石
製
品
と
共
に
出
土
し
た
古
式
の
タ
イ
プ
の
四
点
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

カ
ト
ン
ボ
山
古
墳
は
特
異
な
古
墳
で
、
人
の
埋
葬
は
な
く
、
出
土
し
た
遺
物
は
普
通
の
古
墳
の
そ
れ
と
異
な
り
、
と
く
に
古
墳

の
出
土
品
と
し
て
は
珍
し
い
の
が
子
持
勾
玉
で
、
百
舌
鳥
古
墳
群
と
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
帯
に
広
が
る
須
恵
器
の
窯
業
地

帯
か
ら
多
く
発
見
さ
れ
、
五
世
紀
頃
に
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
祭
祀
に
伴
う
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
森
浩

一
「
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
と
古
墳
中
期
の
文
化
」『
大
阪
府
史
』
第
一
巻　

一
九
七
八
年
）。

　

子
持
勾
玉
は
、
本
市
内
で
は
、
太
秦
古
墳
群
地
域
内
採
集
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
築
山
洸
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
二
点
あ
る

（
一
巻
四
〇
四
頁
図
二
四
六
）。
二
点
の
う
ち
一
点
は
長
さ
七
セ
ン
チ
で
体
側
に
八
個
の
小
勾
玉
を
削
り
出
し
、
頭
部
に
小
孔
を

あ
け
て
い
る
。
付
近
で
は
、
四
條
畷
市
中
野
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
東
大
阪
市
で
は
、
瓜
生
堂
遺
跡
の
上
層
部
か
ら
は
、
長
さ
六
・
六
セ
ン
チ
の
緑
灰
色
を
し
た
滑
石
製
の
て
い
ね
い

な
作
り
の
子
持
勾
玉
の
完
形
品
が
出
土
し
て
い
る
（
㈶
東
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
東
大
阪
市
文
化
財
協
会
概
報
集
』
一
九
八
九
年
）。

ま
た
、
村
上
学
園
東
大
阪
高
等
学
校
体
育
館
新
築
に
伴
う
調
査
の
際
に
は
、
未
成
品
が
出
土
し
て
い
る
（
同
『
西
提
遺
跡
第
五
次

発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
九
九
年
）。
い
ず
れ
も
五
世
紀
代
に
属
す
。
生
駒
山
麓
の
縄
文
遺
跡
の
縄
手
遺
跡
内
の
え
の
木
古
墳
に
も

出
土
例
が
あ
る
（
前
掲
『
東
大
阪
市
文
化
財
協
会
概
報
集
』）。
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新
し
い
タ
イ
プ
（
六
世
紀
）
の
子
持
勾
玉
は
、
東
大
阪
市
の
生
駒
山
地
西
麓
標
高
一
五
メ
ー
ト
ル
付
近
の
横
小
路
町
か
ら
単

独
で
出
土
し
て
い
る
。
復
原
長
一
二
セ
ン
チ
あ
り
、
両
端
に
方
形
の
小
孔
を
あ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
付
近
の
下
六
万
寺
遺

跡
は
、
勾
玉
・
有
孔
円
板
・
刀
子
・
管
玉
・
小
玉
な
ど
の
滑
石
製
品
が
見
つ
か
っ
て
い
る
祭
祀
遺
跡
で
、
付
近
に
は
船
山
明
神

と
い
わ
れ
る
式
内
梶か
じ

無な
し

神
社
が
あ
る
な
ど
、
入
り
江
の
水
上
交
通
な
ど
水
辺
の
祭
祀
を
物
語
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤

井
直
正
・
都
出
比
呂
志
・
河
内
歴
史
研
究
グ
ル
ー
プ
『
原
始
古
代
の
枚
岡
』　

東
大
阪
考
古
学
研
究
会　

一
九
六
七
年
）。
五
世
紀
の
長
保
寺

の
船
泊
ま
り
（
港
）
で
、
魚
形
に
思
え
る
子
持
勾
玉
が
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
な
ど
の
水
辺
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
双
円
墳
と
し
て
知
ら
れ
る
山
畑
二
二
号
墳
の
西
丘
石
室
か
ら
も
、
破
片
が
出
土
し
て
い
る
（
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『
山
畑
古
墳
群
１
』
一
九
七
三
年
）

　

滑
石
製
の
子
持
勾
玉
は
韓
国
で
も
出
土
し
て
い
る
。
忠
清
南
道
扶ふ

余よ

邑
軍ぐ
ん

守じ
ゅ

里り

出
土
の
大
形
の
「
母
子
曲ま
が

玉た
ま

」
が
早
く
か
ら

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
小
形
の
曲
玉
が
付
着
し
、
一
方
に
小
孔
が
貫
通
し
て
い
る
（
金
廷
鶴
『
韓
国
の
考
古
学
』
河
出
書
房

新
社　

一
九
七
二
年
）。
子
持
勾
玉
も
ま
た
、
朝
鮮
半
島
南
部
と
の
か
か
わ
り
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節　

古
墳
時
代
中
期
の
太
秦
高
塚
古
墳　

一　

各
種
の
埴
輪
と
副
葬
品

　

初
期
群
集
墳　
六
世
紀
の
古
墳
時
代
後
期
に
全
国
的
に
急
増
す
る
群
集
墳
（
後
期
古
墳
群
）
に
先
行
す
る
初
期
の
群
集
墳
は
、

五
世
紀
中
葉
〜
六
世
紀
前
葉
の
古
墳
時
代
中
期
〜
後
期
に
形
成
さ
れ
た
小
古
墳
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
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府
内
で
は
良
好
な
資
料
が
な
く
不
明

な
点
が
多
く
あ
っ
た
。
本
市
の
太
秦

古
墳
群
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

は
や
く
か
ら
同
地
域
は
開
発
の
た
め

こ
れ
ま
で
は
、
廻
シ
塚
・
ト
ノ
山
・

向
ヒ
塚
・
小
金
塚
・
墓
ノ
谷
・
高
塚
・

モ
ロ
塚
・
コ
バ
カ
等
小
字
名
で
し
か

そ
の
様
相
は
わ
か
ら
ず
、
内
容
に
つ

い
て
も
表
面
採
集
の
遺
物
等
で
し
か

推
察
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）・
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
度
の
第
二
京
阪
道
路
建
設
に
伴
う
太
秦
古
墳
群
尾
支
群
の
調
査
で
、
尾
根

上
に
円
墳
二
基
を
含
む
二
五
基
の
中
小
の
方
墳
群
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
形
成
時
期
は
、
五
世
紀
中
葉
〜
六
世
紀
前
葉
で
あ
っ

た
。
埋
葬
主
体
を
含
む
墳
丘
部
は
削
平
さ
れ
て
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
周し
ゅ
う

濠ご
う

内
か
ら
須
恵
器
や
埴
輪
な
ど
の
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
。
埴
輪
は
全
て
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
古
墳
か
ら
の
み
の
出
土
で
あ
っ
た
。

　
太
秦
高
塚
古
墳　
太
秦
高
塚
古
墳
は
、
太
秦
丘
陵
の
最
頂
部
標
高
四
五
メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
し
、
永
ら
く
個
人
の
所
有
地

で
あ
っ
た
た
め
何
ら
調
査
の
手
が
入
ら
な
か
っ
た
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
度
に
市
が
古
墳
を
買
収
し
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
度
に
墳
丘
測
量
を
実
施
し
、
直
径
三
五
メ
ー

図 15　太秦古墳群尾支群配置図
備考：㈶大阪府文化財センター『太秦遺跡・太秦古墳群
Ⅱ』より転載

0 50m
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ト
ル
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
で
三
段
に
築
か
れ
、
墳
丘
の
ま
わ
り
に
幅
五
〜
八
メ
ー

ト
ル
の
周
濠
を
も
つ
円
墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
度
に
実
施
し
た
古
墳
の
史
跡
整
備
に
伴

う
事
前
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
古
墳
の
ま
わ
り
に
は
周
濠
が
め
ぐ
り
、
周
濠
底
か

ら
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
所
で
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
部
（
テ
ラ
ス
）
が
巡
っ

て
お
り
、
古
墳
が
二
段
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
平
坦
部
に
は
円
筒

埴
輪
が
立
ち
並
ん
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
古
墳
の
北
西
部

に
造
り
出
し
と
呼
ば
れ
る
四
角
い
突
出
部
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
北
西

側
に
造
り
出
し
部
を
も
つ
二
段
築
成
の
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
周
濠
外
側
に
盛
土
に
よ
る
周し
ゅ
う

庭て
い

帯
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
。

　

古
墳
の
規
模
は
、
円
丘
部
直
径
は
三
七
メ
ー
ト
ル
、
造
り
出
し
部
を
含
め
た
墳

丘
全
長
は
三
九
メ
ー
ト
ル
、
周
濠
底
か
ら
の
高
さ
は
約
七
メ
ー
ト
ル
、
墳
頂
部
直
径
は
約
九
メ
ー
ト
ル
、
一
段
目
テ
ラ
ス
幅
は

二
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

　

造
り
出
し
部
の
長
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
は
一
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
、
上
面
の
長
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
六
・
五
メ
ー

ト
ル
、
周
濠
幅
は
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で
盾
形
を
呈
し
て
い
る
。

　

周
濠
部
か
ら
一
段
目
ま
で
は
、
地
山
を
削
っ
た
上
に
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
を
し
て
成
形
し
、
一
段
目
か
ら
墳
頂
部
は
、

す
べ
て
盛
土
を
施
し
て
成
形
し
て
い
る
。 写真 17　太秦高塚古墳全景（太秦高塚町）



第四章　古代国家の形成

73

　

葺ふ
き

石い
し

は
、
墳
丘
斜
面
等
で
見
つ
か
ら
ず
、
周
濠
底
に
も
転
落
石
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
当
初
か
ら
施
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

埴
輪
は
、
一
段
目
テ
ラ
ス
中
央
部
に
円
筒
埴
輪
が
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
朝
顔
型
埴
輪
の
破

片
も
出
土
し
て
お
り
、
円
筒
埴
輪
だ
け
で
は
な
く
、
部
分
的
に
朝
顔
型
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
埴

輪
列
は
、
円
筒
埴
輪
が
一
メ
ー
ト
ル
の
間
に
四
基
の
割
合
で
立
て
ら
れ
て
お
り
、
一
段
目
テ
ラ
ス
の
埴
輪
総
数
は
三
四
二
基
で

あ
っ
た
。

　

造
り
出
し
部
に
も
円
筒
埴
輪
が
巡
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
一
段
目
テ
ラ
ス
の

円
筒
埴
輪
よ
り
も
や
や
大
型
の
も
の
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
造
り
出

し
部
の
墳
丘
側
埴
輪
列
の
中
央
に
は
朝
顔
型
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内

写真 18　太秦高塚古墳造り出し部埴輪出土状況

 写真 19　太秦高塚古墳出土形象埴輪
 （巫女）
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側
に
は
、
杯
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
物
・
顔
に
入
墨
を
し
た
人
物
・
何
か
を
さ
さ
げ
持
つ
巫み

女こ

、
家
、
盾
、
蓋
き
ぬ
が
さ

、
水
鳥
、
鶏
、

甲
冑
、
動
物
の
足
等
の
多
種
多
様
な
形
象
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

墳
頂
部
に
も
円
筒
埴
輪
が
破
片
の
出
土
か
ら
立
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
小
片
の
た
め
詳
細
な
状
況
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

　

円
筒
埴
輪
を
観
察
す
る
と
、
窖あ
な

窯が
ま

で
焼
成
（
無
黒
斑
）
さ
れ
、
縦
ハ
ケ
目
一
次
調
整
の
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
川
西
宏
幸

の
編
年
で
の
Ⅴ
期
に
あ
た
り
、
五
世
紀
後
葉
か
ら
六
世
紀
前
葉
の
も
の
で
あ
る
。

　

主
体
部
の
あ
る
墳
頂
部
は
削
平
を
受
け
て
お
り
、
中
央
部
は
西
側
か
ら
盗
掘
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
破
壊
を
受
け
て
大
き
く
え

ぐ
ら
れ
て
い
た
。
主
体
部
は
墳
頂
部
東
側
で
検
出
し
た
。
墓
坑
は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
痕
跡
よ
り
長

さ
三
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
組
合
式
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
木
棺
内
の
南
側
で
副
葬
品
の
鉄

器
類
が
出
土
し
た
。
内
容
は
、
武
器
が
鉄
剣
･
鉄
鏃
（
三
〇
本
以
上
）、
武
具
が
鋲び
ょ
う

留ど
め

短た
ん

甲こ
う

（
下
部
を
中
心
に
遺
存
）・
小こ

札ざ
ね

、

馬
具
が
木も
く

心し
ん

鉄て
っ

板ぱ
ん

張ば
り

輪わ

鐙あ
ぶ
み

、
農
耕
具
が
大
型
鋳
造
鉄
斧
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
太
秦
高
塚
古
墳
は
、
出
土
し
た
須
恵
器
お
よ
び
埴
輪
よ
り
古
墳
時
代
中
期
後
半
（
五
世
紀
後
半
）
に
築

か
れ
た
全
長
三
九
メ
ー
ト
ル
の
造
り
出
し
部
を
も
つ
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
太
秦
古
墳
群
の
中
で
も
比
較
的
早
い
時

期
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

太
秦
高
塚
古
墳
は
、
こ
の
時
期
で
は
北
河
内
地
域
最
大
級
の
円
墳
で
あ
る
。
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第
三
節　

古
墳
時
代
の
渡
来
文
化

一　

韓
式
系
土
器
を
持
つ
文
化

　

長
保
寺
・
蔀
屋
北
両
遺
跡
を
は
じ
め
高
宮
新
町
の
法ほ
う

復ふ
く

寺じ

遺
跡
や
石
津
の
楠
遺
跡
か
ら
は
、韓か
ん

式し
き

系
土
器
（
朝
鮮
半
島
系
土
器
）

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
須
恵
質
の
土
器
を
、
陶と
う

質し
つ

土ど

器き

と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
朝
鮮
半
島
製
の
土
器
と
、
渡
来
人
た
ち
が
製
作
し
た
土
器
を
含
め
て
韓
式
系
土
器
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

韓
式
系
土
器
は
、
四
條
畷
市
の
岡
山
南
・
奈な

良ら

井い

・
中
野
・
南
野
米
崎
・
四
條
畷
小
学
校
、
交
野
市
の
森
、　

大
東
市
の
鍋

田
川
・
寺
川
メ
ノ
コ
・
北
新
町
な
ど
、
さ
ら
に
は
東
大
阪
市
の
鬼
虎
川
・
西
ノ
辻
・
芝
ヶ
丘
・
縄
手
・
西
の
口
な
ど
、
河
内
湖

畔
の
多
く
の
同
時
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
渡
来
の
工
人
が
後
の
窯
業
地
帯
と
な
る
泉
北
丘
陵
な

ど
に
住
み
つ
い
て
、
製
作
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
写
真
16
の
よ
う
な
大
型
の
古
代
船
で
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
搬

入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
移
動
式
の

カ
マ
ド　
四
條
畷
市
立
四
條
畷
小
学
校
の
プ
ー
ル
工
事
の
際
に
見
つ
か
っ
た
円
底
短
形
の
韓
式
系
土
器
の
壷
な
ど
は
、
朝

鮮
半
島
南
部
の
洛
東
江
流
域
の
伽
耶
地
方
か
ら
渡
来
人
が
持
参
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
釜
山
華
明
洞
古
墳
群
出

土
の
土
器
に
、
似
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　

朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
調
理
の
炊
飯
具
は
、
持
ち
運
び
の
で
き
る
カ
マ
ド
と
胴
が
長
く
な
っ
て
カ
マ
ド
に
載
せ
る
の

に
都
合
が
よ
い
甕か
め

（
釜
）
と
甑こ
し
き

の
三
機
種
を
三
点
セ
ッ
ト
に
し
て
、
甑
の
上
に
蓋
を
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
韓か
ら
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カ
マ
ド
と
い
う
が
、
長
保
寺
遺
跡
か
ら
は
カ
マ
ド
だ
け
で
も
こ
れ
ま
で
に
三
点

以
上
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
竪
穴
式
住
居
の
中
央
部
で
は
な
く
壁

ぎ
わ
に
設
け
た
造つ
く
り

付つ

け
の
カ
マ
ド
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
朝
鮮
半

島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

韓
カ
マ
ド
を
用
い
て
炊
飯
の
煙
を
立
ち
の
ぼ
ら
せ
て
い
た
五
世
紀
の
ム
ラ
は
、

長
保
寺
遺
跡
の
他
に
楠
遺
跡
な
ど
先
述
の
韓
式
系
土
器
を
も
つ
多
く
の
遺
跡
が

そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
渡
来
人
や
そ
の
子
孫
た

ち
の
姿
が
ず
い
ぶ
ん
多
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
と
の
結

び
つ
き
を
強
く
示
す
土
器
に
、
糸
紡つ
む

ぎ
に
用
い
る
断
面
形
が
ソ
ロ
バ
ン
玉
形
を

し
た
紡ぼ
う

錘す
い

車し
ゃ

が
あ
り
、
楠
遺
跡
か
ら
須
恵
質
の
、
西
ノ
辻
遺
跡
か
ら
土
製
の
紡

錘
車
が
出
土
し
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
製
の
鋳ち
ゅ
う

造ぞ
う

鉄
器
の
出
土
が
、
森
遺
跡
と

西
の
辻
遺
跡
に
み
ら
れ
る
。
と
も
に
鋳
造
の
鉄て
っ

斧ぷ

で
あ
る
。

　
造
り
付
け
式

の
カ
マ
ド
　
　

長
保
寺
遺
跡
か
ら
多
数
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
、
完
形
品
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
用
途
不
明
と
さ
れ
て

い
た
U
字
状
の
土
製
品
（
一
巻
八
四
五
頁
図
版
五
九
―
６
）
が
あ
る
。
幅
が
約
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
が
一
〜
二

セ
ン
チ
の
板
状
を
な
し
、
片
面
か
ら
だ
け
火
熱
を
受
け
て
い
る
も
の
で
、
土
製
品
の
胎
土
に
は
生
駒
山
西
麓
の
黒
っ
ぽ
い
粘
土

を
使
っ
て
作
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
條
畷
市
蔀
屋
北
遺
跡
で
こ
の
土
製
品
の
形
が
復
原
さ
れ
、
U
字
形
板
状
土
製
品
と
呼

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
濱
田
延
充
「
U
字
形
板
状
土
製
品
考
」『
古
代
学
研
究
』
第
一
六
七
号　

二
〇
〇
四
年
）。
類
似
の
土
製
品
は
、

写真 20　四條畷市中野遺跡ほか出土韓カマド
　　（四條畷市立歴史民俗資料館提供）
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韓
国
ソ
ウ
ル
市
内
の
漢
江
南
岸
の
百
済
漢
城
時
代
の
王
京
の
遺
跡
（
風
納
土
城
）
か
ら

も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
国
立
文
化
財
研
究
所
の
遺
蹟
調
査
研
究
室
の
展

示
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
住
居
内
造
り
付
け
式
の
カ
マ
ド
の
焚た

き
口ぐ
ち

部

の
外
側
に
取
り
付
け
る
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
用
途
を
も
つ
と
見
て
い
る
。
そ
の
祖
形
と
し

て
は
、
黄
海
南
道
の
壁
画
古
墳
安あ
ん

岳が
く

三
号
墳
の
前
室
の
、
東
側
室
に
描
か
れ
た
厨ち
ゅ
う

房ぼ
う

図
に
あ
る
高
句
麗
式
の
カ
マ
ド
と
、
平
安
北
道
雲
山
の
龍り
ゅ
う

湖こ

洞ど
う

一
号
墳
出
土
の
鉄
製

の
カ
マ
ド
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
カ
マ
ド
は
、
中
国
遼り
ょ
う

陽よ
う

地
方
の
カ
マ
ド
と
は
異
な
る

も
の
で
、
焚
き
口
が
煙
突
に
対
し
直
角
の
方
向
に
付
く
高
句
麗
式
で
あ
る
。
五
世
紀
の

河
内
湖
畔
に
は
、
こ
う
い
う
構
造
を
も
つ
カ
マ
ド
で
炊
事
す
る
風
景
も
あ
っ
た
。

二　

乗
馬
風
習
と
治
水
の
土
木

　
馬
の
登
場　
あ
の
巨
大
な
古
墳
に
秘
め
ら
れ
た
五
世
紀
の
河
内
の
大
王
政
権
の
実
力
は
、
す
ぐ
れ
た
土
木
技
術
、
お
び
た
だ

し
い
鉄
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
搬
入
し
た
素
材
と
し
て
の
鉄て
つ

鋌て
い

や
、
鍬く
わ

先さ
き

・
鋤す
き

先
・
鎌
・
斧
・や
り
が
ん
な・

錐き
り

な
ど
の
鉄
製
の
農
工
具
や
、
鏃
・
剣
・
刀
・
矛
・
甲
冑
な
ど
の
武
器
・
武
具
類
や
、
朝
鮮
三
国
と
の
交
流
を
も
の
が
た
る
馬

具
類
な
ど
に
う
か
が
え
る
軍
事
力
・
生
産
力
で
あ
ろ
う
。

　

古
墳
に
馬
形
埴
輪
が
作
ら
れ
始
め
る
の
は
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
四
世
紀
に
は
発
見
例
が
な
い
。
古
墳
に
馬
具
類

写真 21　長保寺遺跡出土U字型板状土製品
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を
副
葬
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
五
世
紀
以
降
で
あ
る
。
中
国
南
朝
の
宋
の
范は
ん

曄よ
う

が
著
わ
し
た
『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』
東
夷
伝
に
は
、
倭
の
地
に
「
牛
・
馬
・
虎
・

豹ひ
ょ
う

・
羊
・
鵲
か
さ
さ
ぎ

」
な
し
と
述
べ
て
い
る
が
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』（
以
下
、

記
・
紀
と
表
記
）
に
よ
る
と
応
神
朝
に
百
済
王
か
ら
馬
二
頭
が
贈
ら
れ
た
と
し

て
い
る
。

　

考
古
学
的
に
み
る
と
、
は
じ
め
て
馬
の
発
見
が
あ
っ
た
の
は
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）、
堅
田
直
と
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
る
東
大
阪
市
日く
さ
か下

貝
塚
の
発
掘
で
あ
っ
た
（
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
室
『
東
大
阪
市
日
下
遺
跡
調
査

概
要
』
一
九
六
七
年
）。
ほ
と
ん
ど
完
全
な
五
世
紀
後
半
の
馬
の
骨
が
セ
タ
シ
ジ

ミ
の
貝
塚
内
に
、
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
体
高
一
二
五
〜
一
三
〇
セ
ン
チ

の
蒙
古
系
の
中
型
馬
で
、
現
代
の
馬
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
小
形
に
思
え
る
馬

で
あ
る
。
そ
の
一
〇
年
前
に
紀
の
川
沿
い
の
和
歌
山
市
大
谷
古
墳
で
大
陸
色
の
濃
厚
な
馬
具
類
が
出
土
し
て
い
た
が
（
和
歌
山

市
教
育
委
員
会
『
大
谷
古
墳
』
一
九
五
九
年
）、
そ
の
中
に
日
本
で
は
今
日
な
お
他
に
発
見
例
が
な
い
馬
の
胄か
ぶ
と

が
あ
り
、
日
下
の

馬
の
頭
骨
の
サ
イ
ズ
と
一
致
し
た
。
馬
に
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

を
つ
け
た
騎
馬
の
軍
団
の
姿
が
彷
彿
と
す
る
が
、
こ
う
し
た
五
世
紀
代
の
馬

飼
育
の
牧
が
河
内
の
湖
畔
の
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
湖
畔
の
東
縁
と
も
い
え
る
蔀
屋
北
・
鎌
田
・
奈
良
井
・
中

野
な
ど
の
遺
跡
は
、
馬
の
骨
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

写真 22　四條畷市奈良井遺跡出土馬の頭骨
　　　（四條畷市立歴史民俗資料館提供）
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河
内
湖
畔
の
製

塩
と
馬
飼
育
　
　

長
保
寺
遺
跡
か
ら
多
数
出
土
し
た
遺
物
に
、
製
塩
土
器
が
あ
る
（
第
一
巻
四
八
八
頁
図
三
〇
五
）。
製
塩
土

器
は
塩
を
作
る
た
め
の
土
器
で
、
河
内
湖
畔
で
は
、
J
R
片
町
線
（
学
研
都
市
線
）
の
複
線
化
に
伴
う
発

掘
な
ど
で
、
膨
大
な
量
の
製
塩
土
器
が
中
野
遺
跡
か
ら
初
め
て
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
製
塩
炉
の
遺
構
ま
で
も
が
検
出
さ
れ
た
。

大
阪
湾
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
近
く
に
は
海
水
が
得
ら
れ
な
い
湖
東
の
地
で
、
製
塩
作
業
が
五
世
紀
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
、
破
壊
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
大
規
模
発
掘
が
北
河
内
で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
や
府
の
自
動
車
道
建

設
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、
様
々
な
考
古
学
上
の
発
見
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に

随
所
の
湖
畔
の
遺
跡
出
土
の
製
塩
土
器
が
あ
る
。

　

太
陽
の
直
射
で
海
水
を
濃
縮
し
て
で
き
た
鹹か
ん

水す
い

を
、
製
塩
土
器
に
入
れ
て
炉

で
加
熱
し
な
が
ら
、
何
度
も
鹹
水
を
追
加
す
る
煎せ
ん

熬ご
う

に
よ
っ
て
、
薄
い
コ
ッ
プ

状
の
製
塩
土
器
内
の
塩
を
一
杯
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
製
塩
に

は
不
適
な
と
こ
ろ
で
行
う
製
塩
は
、馬
飼
育
の
た
め
で
あ
る
。馬
は
古
代
に
あ
っ

て
は
、
貴
重
で
あ
っ
た
。
の
ち
の
養
老
令
の
厩き
ゅ
う

牧ぼ
く

令り
ょ
う

に
は
、
毎
日
稲
三
升
・

粟
一
升
・
豆
二
升
を
あ
た
え
る
細さ
い

馬ば

に
は
日
に
塩
二
勺し
ゃ
く

、
毎
日
稲
若
し
く
は

豆
二
升
を
あ
た
え
る
中
馬
に
は
塩
一
勺
を
給
す
る
規
定
が
あ
る
。

　

継
体
紀
に
よ
る
と
、
越
の
男お

大お

迹ど

王
が
河
内
に
政
権
を
置
く
に
際
し
て
、
河

内
馬う
ま

飼
か
い
の

首
お
び
と
の

荒あ
ら

籠こ

の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
。
ま
た
天
武
紀
に
は
、
一
四
の

氏
族
に
連む
ら
じ

の
姓か
ば
ね

を
与
え
た
四
氏
の
馬
飼
が
あ
り
、
そ
の
中
に
沙さ
ら
ら
の

羅
羅

写真 23　四條畷市中野遺跡出土馬歯と製塩土器
（四條畷市立歴史民俗資料館提供）
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馬う
ま
か
い
の
み
や
つ
こ

飼
造
・
莵う

野の

馬
飼
造
・
川か
わ
ち内
馬
飼
造
の
三
氏
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
三
氏
の
馬
飼
は
、
い
ず
れ
も
河
内
湖
東
畔
付
近
の
渡
来
系
の
馬
飼
氏
族
で

あ
る
。
ち
な
み
に
山
口
博
に
よ
る
と
本
市
の
小
路
と
隣
接
の
四
條
畷
市
砂
・
岡

山
付
近
は
、
現
存
最
古
の
書
写
で
あ
る
高
山
寺
本
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う

』
の
讃

良
郡
五
郷
内
に
「
牧
岡
」
と
あ
り
、
古
く
は
こ
こ
が
沙
羅
羅
・
莵
野
の
馬
飼
の

地
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
四
條
畷
市
史
』
第
一
巻　

一
九
八
四
年
改
訂　

三
八
頁
）。

　

古
今
東
西
の
歴
史
が
物
語
る
よ
う
に
、
馬
と
鉄
と
船
は
そ
の
飼
育
・
調
教
や

鍛
冶
・
熔
解
や
造
船
・
航
海
の
技
術
が
、
国
家
の
機
密
に
近
い
も
の
で
、
い
わ

ば
門
外
不
出
に
近
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

百
済
王
が
河
内
の
王
に
二
頭
の
馬
を
贈
る
と
い
う
記
・
紀
の
伝
承
は
、
両
国

の
親
善
・
同
盟
関
係
な
し
に
は
考
え
に
く
い
話
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
飼

育
と
調
教
術
は
、
乗
馬
の
風
習
の
な
い
倭わ

の
地
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
専
門
家
た
ち
の
同
行
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
長
保
寺
遺
跡

で
も
馬
の
歯
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
頃
湖
畔
に
あ
っ
た
馬
の
牧
は
、
鉄
の
武
器
・
武
具
と
共
に
河
内
の
大
王
が
も
つ
卓
越

し
た
軍
事
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
船
が
、
馬
を
運
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

記
・
紀
に
よ
る
と
大
王
家
は
大
阪
南
部
の
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
を
陵
墓
地
帯
と
し
、
半
島
状
の
上
町
台
地
の
北
端
に
近
い

眺
望
の
良
い
地
に
王
宮
を
営
ん
で
い
た
が
、
東
北
方
の
淀
川
氾
濫
原
に
築
堤
工
事
を
成
功
さ
せ
、
上
町
台
地
北
端
の
堆
積
低
地

に
堀
江
を
掘
削
し
て
あ
ふ
れ
る
水
を
海
に
流
出
さ
せ
た
。
こ
の
水
路
掘
削
に
伴
い
、
難な
に

波わ

津づ

が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

写真 24　四條畷市奈良井遺跡の製塩炉
　　　　　（四條畷市立歴史民俗資料館提供）
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た
。
仁
徳
紀
に
は
、
皇
后
の
磐い
わ

之の

媛ひ
め

は
、
海
か
ら
難
波
津
を
経
て
淀
川
・
木
津
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
山や
ま

背し
ろ

の
筒つ
つ
き城
に
向
か
い
、

聖
徳
太
子
の
時
に
は
、
初
め
て
の
隋
か
ら
の
使
者
裴は
い

世せ
い

清せ
い

た
ち
は
こ
こ
で
大
歓
迎
を
受
け
、
高こ
ま
の
む
ろ
つ
み

麗
館
の
近
く
の
新
築
の
館
む
ろ
つ
みに

泊
ま
っ
た
の
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
区
間
を
船
で
大
和
の
三
輪
山
の
麓
の
海つ

ば
石
榴
市い
ち

に
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

河
内
の
大
王
は
ま
さ
し
く
治
水
王
に
ふ
さ
わ
し
く
、
従
来
は
技
術
上
不
可
能
で
あ
っ
た
治
水
工
事
を
達
成
し
た
。
最
新
の
土

木
技
術
が
、
こ
の
王
朝
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
市
黒
原
新
町
の
西
方
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
守
口
市
大お
お

庭ば

北
遺
跡
で
は
、
五

世
紀
後
半
に
整
然
と
し
た
大
型
倉
庫
群
一
六
棟
が
検
出
さ
れ
て
、
難
波
の
大
王
の
王
宮
関
連
の
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
大
阪
市
法

円
坂
遺
跡
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
U
字
形
大
溝
が
北
方
に
あ
る
淀
川
に
向
か
っ
て
流
れ
る
排
水
機
能
を
持
っ
て
い
た

（
瀬
川
芳
則
「
茨
田
屯
倉
の
大
溝
と
古
墳
」『
考
古
学
と
地
域
文
化
』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ　

一
九
八
七
年
）。
新
た
な
農
耕
地

開
発
に
あ
た
り
農
耕
悪
水
の
排
除
を
も
つ
水
路
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
、
す
ぐ
れ
た
農
耕
土
木
技
術
と
い
え
る
。
五
世
紀
頃
の

大
王
家
に
よ
る
耕
作
地
と
し
て
の
、
茨
田
屯み
や
け倉
成
立
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
越こ
し

の
大
王
男
大
迹
王
は
、
越

の
国
の
治
水
王
と
し
て
の
伝
説
を
も
っ
て
い
る
。

　

他
の
地
方
と
比
べ
て
、
い
ち
早
く
新
来
の
渡
来
文
化
を
受
け
入
れ
た
人
び
と
の
、
暮
ら
し
の
跡
で
あ
る
湖
畔
の
地
域
の
考
古

学
は
、
五
世
紀
の
大
王
政
権
の
成
立
と
形
成
に
つ
い
て
の
歴
史
情
報
を
、
著
し
く
豊
富
に
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
河
内
湖
畔

の
古
代
茨
田
・
讃
良
・
河
内
郡
地
域
が
、
少
し
ず
つ
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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第四節　古墳の終り

第
四
節　

古
墳
の
終
わ
り

一　

群
集
墳
の
出
現

　
横
穴
式
石

室
の
採
用　
六
世
紀
に
は
い
る
と
古
墳
の
様
相
は
著
し
く
変
容
す
る
。
中
期
後
半
か
ら
後
期
前
半
に
か
け
て
全
国
的
に
大

型
古
墳
の
造
営
は
下
火
に
な
り
、
古
墳
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、
近
畿
地
方
を
中
心

に
「
横
穴
式
古
墳
」
が
各
地
に
出
現
し
始
め
る
。
中
国
に
源
流
を
持
つ
横
穴
式
石
室
は
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
わ
が
国
に
伝
え
ら

れ
た
。
横
穴
式
石
室
の
採
用
に
伴
い
畿
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
に
お
い
て
古
墳
の
築
造
が
増
大
し
、
古
墳
が
群
集
し
て
数
多

く
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
群
集
墳
」
で
あ
る
。
大
阪
府
内
で
は
富
田
林
市
の
一い
ち

須す

賀か

古
墳
群
、
和
泉
市
の
信
太

千
塚
、
八
尾
市
の
高
安
千
塚
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

　

北
河
内
は
大
阪
府
内
で
も
他
の
地
域
に
比
べ
て
横
穴
式
古
墳
の
数
の
少
な
い
地
域
で
あ
る
。

　

横
穴
式
石
室
の
採
用
は
、
そ
れ
に
伴
う
埋
葬
観
念
の
変
化
を
意
味
し
て
お
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
社
会
構
造
の
変
化
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
け
る
古
墳
は
権
力
の
象
徴
で
あ
り
、
共
同
体
に
お
け
る
首
長
層
の
墓
で
あ
っ
た
。
横
穴
式
石
室

の
普
及
は
共
同
体
の
な
か
に
お
け
る
家
父
長
層
に
ま
で
古
墳
の
築
造
が
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
は
横
穴
式
石
室
が
家
族
墓
と
し
て

合
葬
あ
る
い
は
追
葬
の
場
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
、
古
墳
に
葬
ら
れ
る
人
々
の
範
囲
も
拡
大
さ
れ
、
も
は
や
以
前
の
よ
う
な
特
定

の
人
々
（
首
長
層
）
の
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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市
内
の
群
集
墳　
市
域
で
は
明
確
な
群
集
墳
は
先
述
の
太
秦
古
墳
群
尾
支
群
の
初
期
群
集
墳
以
外
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
痕
跡
を
先
述
の
太
秦
古
墳
群
と
打
上
地
区
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
打
上
地
区
に
お
い
て

は
、
江
戸
時
代
の
『
河
内
名
所
図
会
』
に
「
八
十
塚
、
同
村
に
あ
り
。
由
縁
不
詳
。
八
十
は
其
数
の
多
き
を
い
ふ
」、
ま
た
、『
日

本
與
地
通
志
』
の
「
畿
内
部
巻
第
三
七
河
内
国
十
一
交
野
郡
」
の
条
に
は
「
八
十
塚
。
打
上
村
に
あ
り
、
高
塚
・
堀
塚
・
呉
塚
・

唐
塚
・
中
塚
な
ど
あ
り
、
田
を
な
す
た
め
に
す
い
た
の
で
半
ば
失
わ
れ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
打
上
地
区
に
は
か
つ
て
古
墳
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
市
立
明
和
小
学
校
の
正
門
の
北
東
約
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
多
数
の
花
崗
岩
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
巨
石
は
か
つ
て
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
石
材
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
打
上
地
区
に
あ
る

明
光
寺
の
門
前
に
は
凝
灰
岩
の
石
棺
を
利
用
し
た
「
雷ら
い

神じ
ん

石せ
き

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
石
碑
も
存
在
す
る
。

　

太
秦
古
墳
群
は
、
廻
シ
塚
・
ト
ノ
山
・
向
ヒ
塚
・
小
金
塚
・
墓
ノ
谷
・
高
塚
・
モ
ロ
塚
・
コ
バ
カ
等
の
小
字
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
巨
石
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
痕
跡
も
な
い
こ
と

か
ら
、
太
秦
古
墳
群
の
埋
葬
施
設
は
、
先
述
の
太
秦
高
塚
古
墳
の
よ
う
に
木
棺
直
葬
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
横
穴
式
石
室
を

有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
打
上
古
墳
群
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

　
寝
屋
古
墳　
寝
屋
古
墳
は
、
東
西
方
向
に
の
び
る
海
抜
四
五
〜
四
七
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
の
南
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
。
墳
丘

は
尾
根
状
地
形
の
西
側
及
び
南
側
よ
り
に
立
地
し
、
す
ぐ
南
の
眼
下
に
は
打
上
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
本
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
よ
る
石
室
内
部
の
実
測
調
査
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
本

市
教
育
委
員
会
市
史
編
纂
室
（
当
時
）
の
墳
丘
実
測
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
寝
屋
川
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公
園
自
由
広
場
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
の
計
三
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
調
査
で
は
、
現
状
保
存
を
目
的
と
し
た
最
小
限

度
の
調
査
で
は
あ
っ
た
が
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

墳
丘
全
体
は
か
な
り
の
削
平
を
受
け
て
い
た
が
、
北
側
に
お
い
て
幅
三
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
周
濠
を
確
認
し
、
南
側
で
は
石
室
羨
道
部
の
側
壁
石
列

の
南
端
を
検
出
し
た
。
調
査
成
果
か
ら
、
寝
屋
古
墳
は
直
径
二
二
メ
ー
ト
ル
で
、

墳
丘
の
高
さ
は
現
状
で
北
側
が
約
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、南
側
羨
道
部
か
ら
約
五
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。　

調
査
の
結
果
、
現
状
の
石
室

が
玄
室
部
分
で
、
石
室
の
全
長
を
復
元
す
る
と
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
と
な
り
北

河
内
地
域
最
大
、
大
阪
府
内
有
数
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

埋
葬
施
設
は
、
花
崗
岩
を
積
み
上
げ
て
つ
く
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
石

室
の
規
模
は
、
全
長
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
長
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
の
奥
壁
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
幅
一
・
二
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
は
玄
室
奥
壁
部
で
一
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
石
室
の
構
造
か
ら
み
て
一
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
は
土
砂
の
堆
積
が

あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
玄
室
の
一
部
及
び
羨
道
部
の
天
井
石
・
側
石
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

入
口
部
が
幅
約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
開
口
し
て
い
る
。
石
室
は
、
主
軸
を
ほ
ぼ
南
北
に
向
け
て
、
入
口
は

南
面
し
て
い
る
。
石
室
の
天
井
部
に
は
二
個
の
巨
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

石
室
の
石
を
据
え
る
た
め
の
穴
は
、
積
み
上
げ
て
い
る
花
崗
岩
の
裏
側
二
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
石
室
構
築
後
さ
ら
に
墳
丘

写真 25　寝屋古墳（寝屋川公園）
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上
を
盛
土
整
形
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
し
て
は
、
平
成
四
年
の
調
査
に
お
い
て
六
世
紀
後
半
の
須
恵
器
の
杯
破
片
が
出
土
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
墳
丘
上
に
葺
石
や
埴
輪
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
奥
山
一
号
墳　
奥
山
一
号
墳
は
、
第
二
京
阪
道
路
の
建
設
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
古
墳

は
寝
屋
古
墳
の
北
西
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
打
上
川
右
岸
の
丘
陵
上
の
尾
根
の
頂
上
部
に
立
地
し
て
い
る
。

打
上
川
を
隔
て
て
対
峙
す
る
西
の
丘
陵
上
に
は
、
太
秦
高
塚
古
墳
が
所
在
し
、
か
つ
て
は
多
く
の
古
墳
が
あ
っ
た
太
秦
古
墳
群

が
存
在
し
て
い
た
。
古
墳
の
墳
丘
は
後
世
の
削
平
に
よ
り
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
る
。

墳
丘
の
規
模
は
、
墳
丘
裾
で
直
径
約
一
八
メ
ー
ト
ル
で
ま
わ
り
に
幅
約
五
メ
ー

ト
ル
の
周
溝
が
巡
っ
て
い
る
が
、
古
墳
を
全
周
せ
ず
、
東
側
の
一
部
が
陸
橋
状

に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、西
側
周
溝
の
底
面
か
ら
、尾
根
斜
面
に
の
び
る
幅
〇
・

三
〜
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
周
溝
外
の
も
っ
と
も
深
い
所
で
約
〇
・
三
五

メ
ー
ト
ル
の
排
水
溝
を
検
出
し
た
。
埋
葬
施
設
は
、
横
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、

墳
丘
部
が
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
、
石
室
の
一
番
下
の
石
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

奥
壁
や
玄
室
と
羨
道
と
の
境
の
石
も
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
。
石
室
の
規
模
は
、

全
長
約
九
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
長
約
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
七
〜
一
・
六
五
メ
ー

ト
ル
、
羨
道
長
約
四
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
右
片
袖
式

で
あ
る
。
石
室
は
、
主
軸
を
ほ
ぼ
東
西
に
向
け
て
、
入
口
は
西
面
し
て
い
る
。

写真 26　奥山１号墳（寝屋川公園）
（㈶大阪府文化財センター提供）
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石
室
の
床
面
か
ら
は
、
追
葬
の
際
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
扁
平
な
石
を
八
個
三
列
に
配
し
た
棺
台
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
石
室
の
閉へ
い

塞そ
く

石せ
き

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
西
側
周
溝
内
か
ら
甕
・
壺
・
長
脚
二
段
透
か
し
の
高
杯
・

高
杯
の
蓋
・
台
付
き
壺
・
提て
い

瓶へ
い

等
が
あ
る
。
石
室
内
か
ら
は
、
椀
・
短
頸
壺
・
長
頸
壺
・
平へ
い

瓶へ
い

・
提
瓶
な
ど
の
土
器
類
の
ほ
か
、

耳じ

環か
ん

一
一
点
（
金
環
・
銀
環
）・
象ぞ
う

嵌が
ん

が
施
さ
れ
た
太
刀
の
鍔つ
ば
・
鉄
鉾ほ
こ
・
鉄
鏃
・
弓
の
飾
り
金
具
・
刀と
う

子す

・
馬
具
な
ど
の
金
属
製
品
、

玉
類
・
人
骨
な
ど
の
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
周
溝
の
土
器
は
六
世
紀
後
半
、
石
室
内
の
土
器
は
七
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ

り
、
石
室
内
の
土
器
は
追
葬
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

終
末
期
の
石
宝
殿
古
墳

　
終
末
期
古
墳　
六
世
紀
の
末
頃
に
な
る
と
、
古
墳
時
代
の
葬
制
の
な
か
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
方
後
円

墳
の
消
滅
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
墳
時
代
後
期
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
群
集
墳
も
あ
ま
り
造
営
さ
れ
な
く

な
っ
て
く
る
。
以
後
、
首
長
墓
は
大
型
の
方
墳
や
円
墳
を
造
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
変
化
は
同
時
に
畿
内
以
外
の
地
域
で

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
あ
い
だ
古
墳
は
造
ら
れ
つ
づ
け
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、

律
令
体
制
の
移
行
期
か
ら
完
成
期
へ
と
い
う
過
程
の
な
か
で
の
特
殊
な
状
況
下
で
造
ら
れ
た
古
墳
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
す
な
わ
ち
終
末
期
古
墳
の
種
類
と
し
て
は
、
横
穴
式
石
室
・
割わ
り

石い
し

積
の
小
型
の
横
穴
式
石
室
・
切き
り

石い
し

の
横
穴
式
石

室
・
横
口
式
石せ
き

槨か
く

・
磚せ
ん

槨か
く

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
市
内
に
は
打
上
地
区
の
打
上
（
高
良
）
神
社
境
内
の
山
中
に
横
口
式
石
槨

を
有
す
る
石い
し
の

宝ほ
う

殿で
ん

古
墳
が
存
在
す
る
。
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石
宝
殿
古
墳　
石
宝
殿
古
墳
は
、
生
駒
山
地
か
ら
派
生
す
る
丘
陵
の
南
斜
面
に
築
か
れ
て
お
り
、
現
状
は
巨
大
な
横
口
式
石

槨
が
露
出
し
て
い
る
。
横
口
式
石
槨
は
畿
内
に
集
中
し
、
と
く
に
大
和
と
河
内
に
集
中
し
て
み
ら
れ
、
石
宝

殿
古
墳
だ
け
が
河
内
で
も
北
の
北
河
内
地
域
に
唯
一
存
在
し
て
い
る
古
墳
時
代
終
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

古
墳
は
、四
個
の
巨
石
を
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
遺
骸
を
納
め
る
主
体
部
の
横
口
式
石
槨
は
上
石
と
下
石
（
台
石
）

に
分
か
れ
、
上
石
は
直
径
約
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
角か
く

閃せ
ん

石せ
き

花か

崗こ
う

閃せ
ん

緑り
ょ
く

岩が
ん

の
巨
石
を
刳
り
ぬ
い
て
墓
室

と
し
て
い
る
。
内
部
は
、
幅
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
入
口
部
分
は
縦
〇
・

七
五
メ
ー
ト
ル
、
横
〇
・
五
五
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
入
口
に
は

片
開
き
の
扉
を
付
け
て
い
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
前
に
は
一
・
四
メ
ー
ト
ル

の
間
隔
で
二
個
の
板
状
の
巨
石
が
一
対
立
ち
並
ん
で
羨せ
ん

道ど
う

（
通
路
）
を
造
っ
て
い

る
。
下
石
（
台
石
）
は
縦
約
三
メ
ー
ト
ル
、
横
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
〇
・
六
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
る
。
同
様
な
構
造
の
横
口
式
石
槨
を
持
つ
古
墳
と
し
て
は
、
奈
良
県

明
日
香
村
の
鬼
の
俎
ま
な
い
た

・
雪せ
っ

隠ち
ん

古
墳
と
斑
鳩
町
の
御ご

坊ぼ
う

山や
ま

三
号
墳
し
か
な
く
、
極

め
て
稀
な
古
墳
で
、
唯
一
、
原
位
置
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
貴
重
な

こ
と
で
あ
る
。

　

古
墳
の
背
後
に
は
、
長
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
、
幅
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
前
後
、

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
三
個
の
花
崗
岩
の
巨
石
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
の
列れ
っ

石せ
き

は
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳
の
主
体
部

写真 27　石宝殿古墳（打上元町）
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北
側
（
背
後
）
の
山
の
斜
面
に
対
し
て
土
留
め
的
な
役
割
を
も
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
列

石
の
西
に
続
く
巨
石
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
石
と
列
石
と
の
設
置
角
は
一
三
五
度
で
、
こ

れ
ら
の
列
石
を
古
墳
の
外
側
の
ラ
イ
ン
と
し
て
復
元
す
る
と
、
古
墳
の
平
面
形
が
八
角
形
と
な
る
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
主
体
部
の
横
口
式
石
槨
と
背
後
斜
面
に
あ
る
列
石
と
主
体
部
の
間
及
び
東
側
で
石
敷
を
検
出
し
た
。
石
敷
は
、
一
〇
〜
三

〇
セ
ン
チ
大
の
花
崗
岩
を
平
坦
面
を
上
面
に
し
て
丁
寧
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
石
敷
は
古
墳
の
主
体
部
と
後
ろ
の
列
石
の

間
で
も
っ
と
も
良
好
な
状
態
で
検
出
さ
れ
た
が
、
本
来
は
古
墳
の
周
辺
全
体
に
敷
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

出
土
遺
物
と
し
て
は
、
石
敷
の
間
か
ら
須
恵
器
の
杯
蓋
の
蓋
の
小
片
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
器
は
小
片
の
た
め
所
属

時
期
の
決
定
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
が
、
七
世
紀
中
葉
〜
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
墳
は
、
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
よ
う
に
横
口
式
石
槨
が
露
出
し
、
開
口
し
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
記
録
に
記
さ
れ
て
お
り
、

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
納
め
ら
れ
て
い
た
棺
の
形
状
や
副
葬
品
等
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

列
石
や
敷
石
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
古
墳
が
造
ら
れ
た
当
初
か
ら
盛
土
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
も
こ
の
古
墳
の
謎
の
一
つ
で
あ

る
。

　

石
宝
殿
古
墳
は
、
広
瀬
和
雄
の
型
式
・
編
年
で
は
Ｃ
型
４
期
に
該
当
し
（
広
瀬
和
雄
「
横
口
式
石
槨
の
編
年
と
系
譜
」『
考
古
学
雑

誌
』
第
八
〇
巻
第
四
号　

一
九
九
五
年
）、
出
土
土
器
や
横
口
式
石
槨
の
構
造
か
ら
七
世
紀
中
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
は
、
一
般
に
は
古
墳
が
造
ら
れ
な
く
な
る
時
期
に
な
り
、
葬
ら
れ
て
い
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
墓ぼ

誌し

な
ど
が
出
土
し

て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
を
治
め
た
有
力
豪
族
で
、
中
央
の
政
権
と
強
い
繋
が
り
を
も
っ
た
人
物
と
推
察
さ

れ
る
。
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